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本調査報告書は、一般財団法人新技術振興渡辺記念会の平成 28年度下期科学技術調査研

究助成によって行われた調査研究の成果を取りまとめたものである。 

海洋調査研究の基盤の一つである海洋調査研究観測機器等について調査研究航海を望む

海洋研究者に対して、必要な情報および海洋調査研究観測機器等などの情報を集約し、供

用可能とする観測機器等供用化支援システムの構築について検討したものである。 
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調査研究結果の概要 

  

我が国の海洋科学の発展には、研究機関、大学等が保有する船舶等の共同での利用を推

進すると共に、限られた研究基盤のより有効な利用が求められ、海洋研究者および学術研

究船、研究船、大学練習船等の船舶を保有する機関関係者の連携の強化が求められている

（海洋基本計画, 2013 年）。 

近年、日本学術会議地球惑星科学委員会 SCOR 分科会の報告「我が国の海洋科学の推進に

不可欠な海洋研究船の研究航海日数の確保について」 (2016)、および海洋研究開発機構（海

洋機構）の「船舶・深海調査システム等」の事業に対する文部科学大臣評価（2015, 2016）

が公表され、海洋科学のコミュニティでは研究船利用の公募枠の減少に対する様々な方策

が議論されてきた。その活動の一例として、東京大学大気海洋研究所と海洋機構との間で

公募審査の一元化について検討することが関係者の間で合意されている。 

本調査研究報告書では、各機関の専門家による調査研究委員会を組織し、関係機関との

連携を図り、海洋観測機器等（航海情報含む）情報を集約し、公募型研究航海日数の不足

を解決する方策として、大学が保有する練習船等を含めて航海訓練以外の時間を学術・研

究目的のための利用の可能性、ならびに海洋調査研究観測機器等の供用化支援システム構

築について検討を行った。上記の調査研究委員会で交換した意見や議論の内容を整理し、

その概要等を「まとめ」として記載し、それに基づいて、将来に向けた「提言」を作成し

た。以下に、「海洋調査研究観測機器等の供用化支援システム構築方策に関する調査研究」

の「まとめ」と「提言」を示した。 

 

【まとめ】 

① 日本における海洋研究の推進と将来を担う海洋研究者、技術者の育成に不可欠な研究

活動の基盤である船舶の利用については、現在、東京大学大気海洋研究所および海洋

研究開発機構の 2機関で研究課題の公募が行われているが、減船や運営費交付金の減

少等の影響により提供される公募型研究航海日数が不足し、海洋研究者、特に若手研

究者や技術者は応募しても採択される機会が少ない状況となっている。平成 27年度の

採択率は、学術研究船、研究船ともに 30％弱程度である。海洋研究者、特に若手研究

者の応募課題の減少が顕著で、応募しても採択されない閉塞感が主な要因と考えら

れることから、今後、的確な対策の必要性が指摘された。 

② この状況のもとで、大学等が保有する練習船等を使用し、学術・研究目的のために

不足する公募型研究航海日数を補填することが有効であると考え、支援システムの

構築の必要性が指摘された。また、一部の練習船等では海洋調査に必要な観測機器

の装備が限られていることから、海洋調査に必要な可搬観測機器等を外部の機関か

ら借用、運用することの必要性も指摘された。 
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③ 我が国の海洋研究ならびに海洋人材育成のために、学術研究船、練習船等を広範囲

に利用するためには、船舶および海洋調査観測機器等を供用化し、より効率的な運

用システムの構築の必要性が指摘された。 

④ 不採択の研究課題を練習船等の教育航海の空き時間に研究航海の仲介・調整（マッ

チング）等により研究課題の実施が望まれることから、この仲介・調整を運用、実

施する公平性のある第三者機関の体制の構築の必要性が指摘された。 

⑤ 練習船等の学外研究者による研究利用は、練習船等の本来の教育目的に係る多様化

する船舶利用に即した人材の育成機能の強化にも繋がり、練習船を運航する大学側

にとってもメリットとなる。練習船を運航する大学側でカバーできない分野の学外

研究者が乗船し、学生や教職員とともに観測等を実施することは、船舶職員、技術

者等の人材育成面においても有用な機会となるだけでなく、練習船等の観測技術の

向上や高度な観測技術の知見も得られ、我が国の海洋観測能力が飛躍的に向上し、

強固な海洋研究基盤の形成に繋がることが期待できる。したがって、当該観測機器の

安全で有効な運用に関し、当該観測機器に熟知した運用技術者の支援（派遣）の重要

性が指摘された。 

⑥ 学術研究船・研究船および練習船の建造、海洋調査研究機器等の搭載に際しては、  

米国の全米大学海洋研究所システム（UNOLS：University-National Oceanographic 

Laboratory System）の UNOLSスタンダードを参考として船舶、観測機器等の規格を統

一することが可能となれば、研究航海毎に必要な観測機器等の相互搭載を通じて船舶

および観測機器等の効果的、効率的な運用に繋がることから、船舶、装備品および観

測機器の統一規格の確立の必要性が指摘された。 

⑦ 集約した情報（船舶、可搬観測機器、運用技術員等）を海洋関連学会等に対して周知

することは、海洋研究の推進に非常に重要であるので、船舶の仕様および海洋調査

研究観測機器等の情報を集約した供用化支援システムの構築の重要性が指摘され

た。 

⑧ 船舶明細書および観測設備・運航計画などの船舶に関する資料に関しては、学術研究

船・研究船の所有機関と教育関係共同利用拠点の認定を受けた練習船を所有する国立

大学法人等および国公立機関で共同研究航海や共同調査の船舶を所有している機関を

選定し、これらの機関の Webサイトに公表されている資料を基に作成した。供用機器

リストは、公表されている国立大学法人東京大学大気海洋研究所の資料を提示した。

船舶運航予定表は平成 29年 8月上旬に公表された資料を基に作成した。 

⑨ 関連機関の情報発信については、各機関が公開している情報を統一し、海洋コミュニ

ティの人々に必要な情報を提供できるポータルサイトを試作した。  
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【提言】 

① 我が国の海洋科学の総合的な発展のために、文部科学大臣の評価の課題・指摘事項に

沿った学術研究船等の必要な公募型研究航海日数を確保することが重要である。その

ためには、必要な運用体制の措置および経費を積極的に確保することが望まれる。 

② 学術研究船等で十分に補完できない調査に関しては、関連機関と協力して連携強化し

ていくことが重要である。そのためには、各大学の教育関係共同利用拠点の練習船な

どの効率的な利用を一層促進し、海洋調査研究機器等の供用化、運用技術者の人材派

遣システムの制度を構築することが望まれる。  

③ 学術研究船、練習船などの合理的な利用を円滑に実施するために、船舶の運航計画、

海洋観測研究機器等、運用技術者などの情報を系統的に集約し、海洋コミュニティの

メンバーに発信できる有効な Webサイトのシステムを構築することが望まれる。 

④ 世界最先端の調査研究ができるように優れた日本オリジナルな海洋調査研究機器等を

開発し、それを有効に活用するための供用化できるシステムを確立し、これらの研修

制度を構築することが望まれる。 

⑤ 日本の海洋科学の発展のためには、海洋科学に関する学術研究船、研究船、練習船の

建造が不可欠であり、船舶の建造や海洋調査研究機器などの搭載に際しては、船舶や

搭載観測機器などの規格を統一することを積極的に推進することが望まれる。 

⑥ 平成 30年度より学術研究船および研究船の研究課題公募審査を、東京大学大気海洋

研究所と海洋機構が一元化を目指すこととしており、不採択の研究課題を練習船等の

教育航海の空き時間に研究航海の仲介・調整（マッチング）等により研究課題の実施

が期待され、この仲介・調整を運用し、実施する公平性のある第三者機関による体制

の構築が望まれる。 
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１．はじめに 

島国である我が国にとって、海洋の理解は、将来の生活環境の信頼できる予測の上でも、 

生物資源や海底資源の確保、生態系の保全、高潮や津波などの災害対策の上でも重要であ

る。海洋基本計画（2013年）では、研究機関、大学等が保有する船舶等の共同での利用を

推進すると共に限られた研究基盤のより有効な利用方策について検討を進める事が示され

ている。このためには海洋研究者および学術研究船、研究船、大学練習船等の船舶を保有

する機関関係者の連携の強化が求められている。 

しかるに、年間の公募型研究航海日数・公募枠が、年々減少の一途をたどり、学術研究

船、研究船の運用体制の課題解決に向けた取組みが必要とされている。日本学術会議では、

日本国内の海洋研究者コミュニティの指摘を受けて、「我が国の海洋科学の推進に不可欠な

海洋研究船の研究航海日数の確保について」（日本学術会議, 2016）を公表した。 

平成 27年度海洋研究開発機構（海洋機構）の「船舶・深海調査システム等」の事業に対

して文部科学大臣評価(2015)※1ならびに平成 28 年度の評価(2016)※2を踏まえ、海洋機構で

は、東京大学大気海洋研究所（AORI）と実施している研究船利用公募に関しては、公募枠

が減少していることに鑑み、AORI と海洋機構の共同で、研究船公募体制検討会を立ち上げ、

公募審査の一元化について検討を開始した。検討会では平成 29 年度中に AORI、海洋機構

の双方で検討事項を整理し、平成 30 年度から新たな公募の開始を目指すこととした。 

※1 公的機関における減船や運営費交付金の減少など、観測船の運用体制が逼迫していく

現状は、我が国の海洋コミュニティ全体で懸念されており、中長期的な問題解決に向

けた具体的なビジョンの策定が急がれる（文部科学省 国立研究開発法人海洋研究開

発機構平成 27年度評価 項目別評価調書 9月：97頁記載）。 

※2 年間の公募型研究航海日数・公募枠が、年々減少の一途をたどり、平成 28 年度は平

成 24年度と比べて半減している。このような観測船の運用体制が逼迫していく現状

に対して、中長期的な課題解決に向けた具体的なビジョンの策定については、引き続

き切迫感をもって取り組む必要がある（文部科学省 国立研究開発法人海洋研究開発

機構平成 28年度評価 項目別評価調書 8月：89頁記載）。 

一方で、大学が保有する大学練習船等を航海訓練以外の時間を学術・研究目的のために

利用し、学術研究船等の公募型研究航海日数の不足を解決出来る可能性も指摘されている。

また、多くの大学では海洋観測・研究を大学練習船での教育目的の一部として位置付けて

いる。なお、その傾向は海洋技術者の育成という新たな人材育成に向け、学内外の研究者

による大学練習船の研究利用は、学生への教育効果の増強に加えて練習船乗組員の能力開

発に繋がり、船舶を保有する大学にとっても意義あるものと考えられる。 
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２．調査目的 

大学が保有する練習船等を含めて航海訓練以外の時間を学術・研究目的のために有効活

用し、公募型研究航海日数の不足を解決する方策として、平成 27 年度上期一般財団法人新

技術振興渡辺記念会助成で実施された調査研究「海洋分野の研究開発促進のための船舶活

用方策の調査研究」（2016）では、練習船を有効利用することが提案された。 

これを受けて、本調査研究では、海洋科学分野の第一線で活躍している専門家による調

査研究委員会を組織し、主要な船舶（学術研究船、研究船、大学の練習船等）の船舶明細

書・観測設備・運航予定表などの詳細な情報を基に、将来の海洋科学の発展に向けた合理

的な船舶の利用、海洋調査研究観測機器の供用化、船舶情報の発信などに関する支援シス

テムの構築について議論を行い、将来の海洋科学の推進に必要な課題を抽出すると共に、

その課題をまとめて、提言を記述した。 

 

３．調査報告 

海洋調査研究の推進と将来を担う海洋研究者、特に若手研究者等の育成に不可欠な船舶

（学術研究船、研究船）の公募型研究航海日数・公募枠の減少が指摘され、また大学が保

有する練習船は、教育航海の運航経費が厳しい状況である。  

平成 27 年度上期一般財団法人新技術振興渡辺記念会助成による調査研究（2016）では、

これを解決する方策として、公募型研究航海日数・公募枠の減少を補填するには、大学が

保有する練習船等の航海訓練以外の時間を学術・研究目的のために有効活用し、練習船を

使用することが提案された。また、海洋調査研究に必要な基盤である船舶の仕様、航海情

報および海洋調査研究観測機器等の情報の提供を望む海洋研究者に対して、供用可能な海

洋調査研究観測機器等（航海情報含む）を集約した海洋調査研究観測機器等の供用化支援

システムを構築するために、本調査研究においては、関係専門家による調査研究委員会を

組織し、委員会を４回開催し検討を進めた。 

本調査研究では、下記の委員で組織された調査研究委員会と事務局により「海洋調査研

究観測機器等の供用化支援システム構築方策に関する調査研究」を実施し、今後の課題を

抽出し、議論を重ねて、報告書としてとりまとめた。 

 

 委員長：宮﨑 信之（（公財）日本海洋科学振興財団理事、東京大学名誉教授） 

 委 員：岡 英太郎（東京大学大気海洋研究所准教授、共同利用共同研究推進センター

観測研究推進室長） 

     大澤 弘敬（国立研究開発法人海洋研究開発機構 海洋工学センター運航管理

部長） 

     橋本 菊夫（国立研究開発法人海洋研究開発機構 海洋工学センター運航管理
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図 1 海洋調査研究観測機器等の供用化のイメージ（例） 
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3.1 調査研究委員会における検討内容 

（１）第 1 回 調査研究委員会議事概要 

海洋調査研究観測機器等の供用化支援システム構築方策に向けた検討が行われた。 

① 日時：平成 29年 1月 23日（月）15 時～17時 

② 場所：（公財）日本海洋科学振興財団東京事務所 

③ 主な発言： 

a 研究航海日数の減少により、応募研究の採択率のハードルが高くなり、海洋研究

者の応募採択が困難な状況となっている。 

b 大学に所属する練習船の運航費の一部は受託費用で賄っているのが現状である。 

c 練習船は海洋観測としての設備を備え利用価値は高い船であるが、現状はあくま

で教育研究の一環としての乗船が義務付けられている。 

d 米国の全米大学海洋研究所システム（UNOLS: University-National 

Oceanographic Laboratory System, https://www.unols.org/）は、船舶、観測機

器等は各研究航海に使い回しが行われ、効果的、効率的な運用を行っていること

が報告された。 

e 観測機器の保守、運用については問題点が多く、具体的には各種機器類は外国製

が多く故障時には、修理費は高額となり、修理期間も長くなる。また、機器の運

用は取扱いが難しく、貸出に際しては機器の取扱いを熟知した運用技術者が乗船

して運用するがことが多く、運用技術者の人件費の捻出が問題となる。 

 

（２）第２回 調査研究委員会議事概要 

海洋調査研究のための船舶等の情報、および海洋研究者の人材育成方針について検討

が行われた。 

① 日 時：平成 29年 3月 29日（水）15 時～17時 

② 場所 ：（公財）日本海洋科学振興財団東京事務所 

③ 主な発言： 

a 学術研究船や練習船の海洋調査に関する使い勝手の良いポータルサイト※を構築

し、海洋研究者のコミュニティに一元的に情報を共有できるシステムとして作成

する。東京大学大気海洋研究所（AORIと表記）、東京海洋大学、神戸大学等にも

Webサイトがあるのでリンクをお願いする。 

※ ポータルサイトとは、インターネットにアクセスするときに、玄関口となる

Webサイト。主に検索エンジンやリンク集などを中心として様々なサービスを提

供することにより、利用者の増加を図っている。ここでは、関係する船舶の情報

を簡単に閲覧できるサービスを考えている。 

b 各機関の Web サイトの構成は異なるので、構築には工夫が必要である。 
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c 海洋人材育成には、重要な基盤である学術研究船、研究船の研究航海日数枠が減

っている現状の中で、練習船の使用も重要となってくる。しかしながら練習船の

運航も難しい環境の中で、各機関の自助努力で行っている。現状は１人休めば船

を動かすことができなくなる、ぎりぎりの状態で運航している。 

d 大気海洋研究所の機器等は、Webサイトに載っている。共同利用機器は、CTDウ

インチ等、基本的に船に付設された機器と航海毎に使用する機器に別れる。 

 

（３）第３回 調査研究委員会議事概要 

海洋関係機関の主な観測機器・設備および船舶の主要目等に関する検討が行われた。 

① 日 時：平成 29 年 9 月 4 日（月）15 時～17 時 

② 場所：（公財）日本海洋科学振興財団東京事務所 

③ 主な発言： 

a 海洋関係機関の主な観測機器・設備および船舶の主要目等および東京大学大気

海洋研究所共同利用機器リストを一覧にした資料が示された。 

b 構築した Webサイトにアクセスして最新版を閲覧するためには各機関の Webサ

イトにリンクを張り直接アクセスできるようにすることが必要である。 

c 高等専門学校は、全国に 51校あり、商船系は 5校 船舶は 5 隻で、今後建造予

定の商船高等専門学校の船舶は現時点で海洋観測は考えていない。 

d 東京大学大気海洋研究所と海洋機構が行っている研究航海公募は、再来年から

研究航海の公募が東京大学大気海洋研究所に一元化して公募される予定であり、

情報は当該研究所の Webサイトから入手できるようになる。なお、本資料の記

載時点のデータを明記し、最新の情報はリンクを張った Webサイトで直接確認

する必要がある。公募情報の一元化は重要であり、情報により相乗りの可能性

が判断できると良い。 

e 船舶および観測機器等を有効に利用するためには、米国 UNOLSを見習い日本版

UNOLS体制の構築が必要と考える。具体的には、船舶および観測機器の規格を統

一し共通化を図ることにより、各種調査研究に必要な機器等が容易に必要な船

舶に搭載が可能となり有効活用が図れる。 

f 東京海洋大学の Webサイトには、海洋調査を行う為には、事前準備がどれだけ重

要かを研究者に理解して頂くため、必要な申請、許可等の手続について記載さ

れている。 

   

（４） 第４回 調査研究委員会議事概要 

海洋関係機関の主な観測機器・設備・船舶の主要目等、調査報告内容について検討

が行われた。 

① 日 時：平成 29年 9月 22日（金）15 時～17時 
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② 場所：（公財）日本海洋科学振興財団東京事務所 

③ 主な発言： 

a 本報告書には、海洋研究者の研究航海日数の不足については、昨年の報告書を

引用し、関連機関と協力して連携強化の必要性を記述する。 

b 船舶の建造や海洋調査研究機器の開発に際し、規格を統一する必要を明記する。 

c 現状、機器の研究開発費は科研費で賄っているが、今後海洋調査の基盤となる観

測機器の研究開発費は、新たに予算処置することが肝要である。 

d 海洋観測機器は、主に外国製機器のため校正・メンテナンスに経費と日数が掛

かるが、規格を統一化し国産化を図ることは校正・メンテナンス費用および日

数の抑制が図れる。 

e 海洋研究の推進には、新たな観測機器の開発のためのアイディアを具体化し、

同時に海洋観測機器の取扱いに熟練した観測技術者の養成を行うことが不可欠

である。 

 

3.2 海洋観測関連の情報発信システム 

① 海洋調査研究観測機器等の情報収集は、学術研究船・研究船の所有機関と教育

関係共同利用拠点の認定を受けた練習船を所有する国立大学法人等および国公

立機関で共同研究航海や共同調査の船舶を所有している機関を選定し、これら

の機関の Webサイトに公表されている資料を調査し、船舶明細書および観測設

備関係資料を作成した（資料 7.1～7.2）。 

② 関連機関の情報について調査を行ったところ必要な情報は各機関の Web サイト

に必要な情報がまとまっていないため、全ての情報を得るためには時間と労力

が必要である。このため目的の情報を得るために必要なポータルサイトとして

ページの試作を行った（資料 7.3）。 

 

3.3 調査研究委員会において抽出された課題 

① 海洋調査研究観測機器等の供用化について 

a 海洋調査研究観測機器は、主に外国製が多く高価なため貸出に際しては、取り

扱いに熟知した熟練者が必要と考えられる。この場合、研究者（保有者）が実

際に乗船して運用することが考えられるが、研究者には自身の研究時間が損な

われる問題がある。また、機器の故障に際しては、外国製で高価なこともあり

研究者（所有者）が貸出を渋る場合が多い。これは貸出して故障、破損した場

合、当該機器を自身が使用する際に使用できなくなり自身の海洋研究に支障が

でる恐れがあるためである。このため機器の貸出には、当該観測機器を熟知し

た運用技術者を同行させて観測機器とセットで派遣、貸出しをすることが望ま

れる。しかしながら、大学の練習船に貸出す場合、当該機器の運用を熟知した
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運用技術員の予算的な手当てが困難であり、同様に練習船を利用する学外研究

者にとっても予算処置が課題となっている。 

b 観測機器は海で使用するため、亡失、破損した時の保険付保等の課題もある。 

c 教育関係共同利用拠点では、拠点認定時に補助金が認められるが、運用技術者を

雇用するまでの費用捻出は困難な状況となっている。 

d 各種観測機器は、研究者が自身の研究費で購入した機器が多く、供用化するた

めには、観測機器貸出の際の運用技術者雇用の必要性が指摘された。 

e 船舶および観測機器等の規格を統一し、当該規格に沿って、各種船舶等に搭載

すると効果的、効率的に使いまわし等の運用が可能となるので、日本版 UNOLS

体制の構築が望まれた。本体制を構築することにより、我が国の予算に制約が

ある中、船舶の建造、観測機器の製作等が効率的に行われることが期待される。 

② 海洋人材育成 

a 学外研究者が練習船に乗船し海洋調査を行う際に、大学の実習生、練習船の教

官等が最新機器を使用する海洋調査を体験、見学することによりスキル向上に

繋がる相乗効果が望まれる。 

b 研究航海公募日数が少ない中、海洋研究者の多数は応募しても採択されにくい

現状において、沿岸域の研究者にとって練習船等の利用の可能性が広がること

で、海洋研究者、技術者の裾野を広げることが期待できる。 

c 学術研究船および練習船等の主要目、装備品としての観測機器等の情報が集約一

元化（Web サイト）されることにより、全国の研究者、技術者がそれぞれバラバ

ラにあった当該情報を把握することが可能となり、海洋研究の一層の推進に繋

がると考えられる。 

d 練習船は、毎年同じ時期に同じ海域の航海を行っているので、定期的な海洋研

究とマッチングさせれば利用範囲も広がると考られる。 

e 練習船の船員には予備船員がいないため教育航海以外の船員の確保が困難で対

応できないのが現状である。現在、船舶職員養成施設の認定を受けているのは

東京海洋大学、鹿児島大学、長崎大学、神戸大学であるが、現在船員の供給も

難しくなってきているので、これらの人材育成は、我が国の重要な課題である

と考えられる。 

③ 労働時間に関する議論 

a 教育関係共同利用拠点の認定を受けた場合、補助金は一定で増えないため、拠

点数が増えることは，拠点ごとの予算が減っていることを意味している。 

一部本補助金を運用技術者に流用しているが足りないのが現状である。しかし

ながら、練習船等を使用する海洋調査研究の加速化に対応して、運用技術者等

の予算処置が望まれる。 
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b OB船員の有効活用には、当該船員を派遣することが必要であるが、船員法にお

いて、船員は定期雇用が原則である。したがって船員の派遣元は、当該船員を

定期雇用する必要がある。 

④ 情報発信について 

a 学術研究船、練習船および海洋調査研究観測機器等を含めた情報の Webサイト

を構築する必要がある。当該サイトは海洋研究者に対して研究課題に係る船

舶・観測機器等の情報を一元的に公開することにより、研究調査の選択肢が広

がることが期待される。 

b 当該 Webサイトは、東京大学大気海洋研究所、東京海洋大学、神戸大学等の各

機関の Webサイトにリンクを張ることで、海洋調査を望む研究者に対して最新

情報を容易に把握することが可能となる。 

 

3.4 練習船等の観測機器等の供用化と有効利用について 

学内教員でカバーできない分野の学外研究者が乗船し、最新の観測機器を持ち込

んで、実習学生や教職員とともに観測等を実施することは、海洋研究者やこれを支

える船舶職員、洋上技術者等の人材育成面においても、有用な機会となる。学外の

特に先端的な研究者が最新の観測機器等を持ち込んで乗船する機会が増えれば、当

該練習船の観測技術の底上げにもなり、高度な観測技術裾野が広がることで、我が

国全体の海洋観測能力の飛躍的な向上、ひいては強固な海洋調査研究基盤の形成に

つながることが期待される。 

しかしながら、観測機器の多くは外国製であり、取扱いに熟練を必要とする機器

が多くを占める。よって、観測機器の取扱いに優れた熟練の運用技術者の派遣が求

められる。大学練習船側にも限られた予算の中で、これらの予算処置には課題があ

り、この課題を解決する方策が重要と考られる。また、海洋研究に必要な設備機器

類は、船舶に備え付けられている基盤的設備の他、研究内容に応じて持ち込むもの

がある。研究船においても個々の研究者が使用する特殊な機器は、それぞれの研究

者が持ち込むことが原則であるが、複数の研究グループが共通して使用する基盤的

観測項目に関する機器（サリノメータ、オートアナライザ、溶存酸素滴定装置等）

の準備と搭載は、研究船の所有（ホスト）機関が担当することが多い。したがって、

大学練習船の場合は、この様な機器を当該大学で保有していない場合や、保有して

いても準備した上で研究者に貸出しできる体制となっていないのが現状である。 

 

3.5 海洋調査研究観測機器等の情報収集 

情報収集する対象は、共同利用研究航海を実施する学術研究船・研究船の所有機

関と文部科学省から教育関係共同利用拠点の認定を受けている練習船を所有する国

立大学法人等の機関および国公立機関で共同研究航海や共同調査の実績がある船舶



 

１０ 

を所有している機関を選定した。これらの機関には船舶付き観測機器と別に機関が

所有している観測機器がある。 

これらの機関の Webサイトに公表されている資料や船舶明細書等で公表されてい

る資料を調査し、船舶明細書原案および観測設備関係質問書を作成して関係機関に

送付した。各機関の担当部門が原案を確認修正したものを受け取り、船舶明細書と

質問書回答を作成した（※調査した船舶リスト参照）。また、対象船舶の概要をまと

めて船舶主要目一覧表を作成した。船舶運航予定表は平成 29年 8 月上旬に Webサイ

ト上に公表された資料で、すべての機関が運航計画案を公表しているわけではない。 

供用機器リストは、国立大学法人東京大学大気海洋研究所のみが公表していたの

で、ここに提示した。国立研究開発法人海洋研究開発機構にも供用機器があるが、

供用手続きを整備中のため、都度申し込んで協議する。その他の機関も同様で船舶

付き観測機器やそれ以外の機器の供用は都度協議となる。将来的には、関係機関の

協力のもとに充実させていく必要がある。これらの調査の結果を以下の資料 7.1～資

料 7.2に添付した。 

 

※本調査研究で選定し、海洋調査研究観測機器等の情報を収集した研究機関や大学の

調査船のリスト 

・国立研究開発法人海洋研究開発機構：「白鳳丸」1、｢新青丸｣1、「よこすか」2、 

「かいれい」2、「みらい」2、｢かいめい｣2 

・国立大学法人東京海洋大学：｢海鷹丸｣3，｢神鷹丸｣3、｢汐路丸｣3、｢青鷹丸｣3 

・国立大学法人神戸大学：｢深江丸｣3 

・国立大学法人広島大学：｢豊潮丸｣3 

・国立大学法人三重大学：｢勢水丸｣3 

・国立大学法人北海道大学：｢おしょろ丸｣3、｢うしお丸｣3 

・国立大学法人長崎大学：｢長崎丸｣3、｢鶴洋丸｣3 

・国立大学法人鹿児島大学：｢かごしま丸｣3、｢南星丸｣3 

・国立研究開発法人水産研究・教育機関：｢天鷹丸｣3、｢耕洋丸｣3、｢こたか丸｣3、｢陽

光丸｣3、｢たか丸｣3、｢北光丸｣3、｢若鷹丸｣3、｢蒼鷹丸｣3、｢みずほ丸｣3、｢俊鷹丸｣3、

｢しらふじ丸｣3 

・国土交通省気象庁：｢凌風丸｣3、｢啓風丸｣3 

・神奈川県水産技術指導センター：｢江の島丸｣3 

 

    注 １：学術研究船、２：研究船、３：大学練習船等 

 

 

 



 

１１ 

3.6 情報発信について  

研究機関や大学に所属している船舶に関する情報について、各研究機関や大学の Web

サイトの調査を行ったところ、情報にバラツキがあり、十分にまとまっていないため、

必要な情報を得るためには時間と労力が必要であった。このため、海洋コミュニティ

のユーザーが調査研究に関係した資料を得るために必要な情報を統一して発信できる

ポータルサイトを試作した。 

試作したポータルサイトは,トップページから各機関の名称をクリックするとポータ

ルサイト内の各機関ページに飛ぶ。各機関のページには各機関が所有する船舶の名称

が記載されており、その下には諸元および観測機器の２項目があるので必要な情報が

欲しい項目をクリックすることで簡単に情報を入手できる。本来のポータルサイトで

は各機関の必要な Webサイトに飛ぶように設定するが、今回は収集したデータを PDF

に変換し、その情報に飛ぶよう設定した。 

情報収集を行って各機関の船舶および調査観測機器の情報がワンアクションでは入

手できないこと、フォーマットが決まっていないため知識が無いと必要な情報にたど

り着けないことが判明した。このため情報をきちんと発信するためには、各機関で検

討してフォーマットを統一する必要がある。この様な情報をきちんと発信・受信する

ためにはポータルサイトが必要であることが確認できた。 

   

3.7 供用化支援システム 

3.7.1 船舶・観測機器等の情報の共有化 

学術研究船・研究船の運航機関、練習船を運航する大学等にとって、各機関が実施

する船舶航海情報・観測機器等の情報を集約、共有化し、海洋研究コミュニティ等に

公開することは、海洋調査航海を望む研究者にとって大きな情報収集の一助となり、

また船舶および観測機器等の利用の効率的、効果的な運用および運航経費の利活用に

も資すると考えられる。すなわち船舶を運航する機関間、調査研究航海を望む研究者

との調整、仲介（マッチング）の支援業務が重要であると考えられる。同時に、共有

化された観測機器類の維持管理、各船への観測機器の搭載、運用などを一元的に運用

管理することも重要であると考えられる。 

我が国の限られた財政の中で、海洋科学の調査研究を推進するために、各機関が保

有する船舶、観測機器を効率的に利用するためには、一元的に集約された当該情報サ

イトの持続的運用・維持、ならびに体制（第 3 者機関等）の構築が強く切望された。 

検討例を以下の図に示す。 
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        図２ 海洋調査研究観測機器等の供用化支援システムの検討例 

 

 

海洋科学の調査研究を推進する際のより効果的な方策は、今後、建造、設置される

船舶・付随観測機器および可搬観測機器の規格の統一化を推進することで、各船舶に

必要な海洋観測機器を簡便に設置することが可能となり取扱い操作も共通となる。同

種の海洋観測機器を複数製作することがなくなり、予算の節約にもつながることとな

り、規格の統一化が要望された。（日本版 UNOLSスタンダードの構築） 

 

3.7.2 運用技術者および海洋人材育成について 

海洋観測機器や観測設備は、外国製など特殊なものや専門的なものが多く、誰でも

運用できるものではなく、観測作業の総合的な知識を有し、専門的な作業やデータ処

理等に習熟した運用技術者の派遣が望まれる。これに対応して運用技術者の需要が高

まるなかで、運用技術者を育成する機会が必要である。 

海洋研究者、運用技術者を育成するためには、船舶等に乗船する機会を与え、経験

を積み、海洋観測作業やデータ処理等、海洋観測経験を積み、観測作業やデータ処理

等に熟知して世界で認められるデータを取得する力量を持った研究者および運用技術

者を育てることが我が国の海洋研究活動の推進にも必要不可欠である。 
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４．まとめ 

「海洋調査研究観測機器等の供用化支援システム構築方策に関する調査研究」委員会

で実施された意見交換と議論等の内容のまとめを以下に示す。 

 

① 日本における海洋研究の推進と将来を担う海洋研究者、技術者の育成に不可欠な研究

活動の基盤である船舶の利用については、現在、東京大学大気海洋研究所および海洋

研究開発機構の 2機関で研究課題の公募が行われているが、減船や運営費交付金の減

少等の影響により提供される公募型研究航海日数が不足し、海洋研究者、特に若手研

究者や技術者は応募しても採択される機会が少ない状況となっている。平成 27年度の

採択率は、学術研究船、研究船ともに 30％弱程度である。海洋研究者、特に若手研究

者の応募課題の減少が顕著で、応募しても採択されない閉塞感が主な要因と考えら

れることから、今後、的確な対策の必要性が指摘された。 

② この状況のもとで、大学等が保有する練習船等を使用し、学術・研究目的のために

不足する公募型研究航海日数を補填することが有効であると考え、支援システムの

構築の必要性が指摘された。また、一部の練習船等では海洋調査に必要な観測機器

の装備が限られていることから、海洋調査に必要な可搬観測機器等を外部の機関か

ら借用、運用することの必要性も指摘された。 

③ 我が国の海洋研究ならびに海洋人材育成のために、学術研究船、練習船等を広範囲

に利用するためには、船舶および海洋調査観測機器等を供用化し、より効率的な運

用システムの構築が指摘された。 

④ 不採択の研究課題を練習船等の教育航海の空き時間に研究航海の仲介・調整（マッ

チング）等により研究課題の実施が望まれることから、この仲介・調整を運用、実

施する公平性のある第三者機関の体制の構築の必要性が指摘された。 

⑤ 練習船等の学外研究者による研究利用は、練習船等の本来の教育目的に係る多様化

する船舶利用に即した人材の育成機能の強化にも繋がり、練習船を運航する大学側

にとってもメリットとなる。練習船を運航する大学側でカバーできない分野の学外

研究者が乗船し、学生や教職員とともに観測等を実施することは、船舶職員、技術

者等の人材育成面においても有用な機会となるだけでなく、練習船等の観測技術の

向上や高度な観測技術の知見も得られ、我が国の海洋観測能力が飛躍的に向上し、

強固な海洋研究基盤の形成に繋がることが期待できる。したがって、当該観測機器の

安全で有効な運用に関し、当該観測機器に熟知した運用技術者の支援（派遣）の重要

性が指摘された。 

⑥ 学術研究船・研究船および練習船の建造、海洋調査研究機器等の搭載に際しては、  

米国の全米大学海洋研究所システム（UNOLS：University-National Oceanographic 

Laboratory System）の UNOLSスタンダードを参考として船舶、観測機器等の規格を統

一することが可能となれば、研究航海毎に必要な観測機器等の相互搭載を通じて船舶
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および観測機器等の効果的、効率的な運用に繋がることから、船舶、装備品および観

測機器の統一規格の確立の必要性が指摘された。 

⑦ 集約した情報（船舶、可搬観測機器、運用技術員等）を海洋関連学会等に対して周知

することは、海洋研究の推進に非常に重要であるので、船舶の仕様および海洋調査

研究観測機器等の情報を集約した供用化支援システムの構築の重要性が指摘され

た。 

⑧ 船舶明細書および観測設備・運航計などの船舶に関する資料に関しては、学術研究船・

研究船の所有機関と教育関係共同利用拠点の認定を受けた練習船を所有する国立大学

法人等および国公立機関で共同研究航海や共同調査の船舶を所有している機関を選定

し、これらの機関の Webサイトに公表されている資料を基に作成した。供用機器リス

トは、公表されている国立大学法人東京大学大気海洋研究所の資料を提示した。船舶

運航計画表は平成 29年 8月上旬に公表された資料を基に作成した。 

⑨ 関連機関の情報発信については、各機関が公開している情報を統一し、海洋コミュニ

ティの人々に必要な情報を提供できるポータルサイトを試作した。 
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5.  提言 

 「海洋調査研究観測機器等の供用化支援システム構築方策に関する調査研究」委員会の

提言を以下に示す。 

 

① 我が国の海洋科学の総合的な発展のために、文部科学大臣の評価の課題・指摘事項に

沿った学術研究船等の必要な公募型研究航海日数を確保することが重要である。その

ためには、必要な運用体制の措置および経費を積極的に確保することが望まれる。 

② 学術研究船等で十分に補完できない調査に関しては、関連機関と協力して連携強化し

ていくことが重要である。そのためには、各大学の教育関係共同利用拠点の練習船な

どの効率的な利用を一層促進し、海洋調査研究機器等の供用化、運用技術者の人材派

遣システムの制度を構築することが望まれる。  

③ 学術研究船、練習船などの合理的な利用を円滑に実施するために、船舶の運航計画、

海洋観測研究機器等、運用技術者などの情報を系統的に集約し、海洋コミュニティの

メンバーに発信できる有効な Webサイトのシステムを構築することが望まれる。 

④ 世界最先端の調査研究ができるように優れた日本オリジナルな海洋調査研究機器等を

開発し、それを有効に活用するための供用化できるシステムを確立し、これらの研修

制度を構築することが望まれる。 

⑤ 日本の海洋科学の発展のためには、海洋科学に関する学術研究船、研究船、練習船の

建造が不可欠であり、船舶の建造や海洋調査研究機器などの搭載に際しては、船舶や

搭載観測機器などの規格を統一することを積極的に推進することが望まれる。 

⑥ 平成 30年度より学術研究船および研究船の研究課題公募審査を、東京大学大気海洋研

究所と海洋機構が一元化を目指すこととしており、不採択の研究課題を練習船等の教

育航海の空き時間に研究航海の仲介・調整（マッチング）等により研究課題の実施が

期待され、この仲介・調整を運用し、実施する公平性のある第三者機関による体制の

構築が望まれる。 
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6. おわりに 

 本報告書は、多くの方々のご尽力およびご協力のもとに作成した。関係者の皆様に心か

らお礼申し上げる。特に、「海洋調査研究観測機器等の供用化支援システム構築方策に関す

る調査研究」委員会では、事務局が準備した資料を基に、各委員の方々により専門家の立

場から大変有意義な意見交換と議論をして頂いた。この報告書に掲載されている「海洋観

測を行う関係機関の船舶明細書および観測設備等」の一連の資料については、関係機関や

大学関係者のご協力により収集させて頂いた。学術研究船や研究船の写真は、海洋研究開

発機構の許可を得て掲載させて頂いた。本調査研究は「一般財団法人新技術振興渡辺記念

会」の助成金により実施した。ご支援を頂いた一般財団法人新技術振興渡辺記念会に感謝

申し上げる。 
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７．関連資料 

 

「白鳳丸」 ｢新青丸｣ 

 

 

「よこすか」 「かいれい」 

  

「みらい」 ｢かいめい｣ 
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7.1東京大学大気海洋研究所共同利用着機器リスト 

 

東京大学大気海洋研究所供用機器リスト 

カテゴリー  １ カテゴリ２ 

機材名 機材名 管理分野 

CTDセンサー VMPSネット(6000D-0.5㎡) 浮遊生物分野 

採水器（５L) 表層ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 浮遊生物分野 

採水器（１２L) VMP(乱流計) 環境動態分野 

ｷｬﾛｰｾﾙ・ﾌﾚｰﾑ ｵｰﾌﾞｺﾑﾌﾞｲ 環境動態分野 

LADCP 音響切離し装置 環境動態分野 

酸素瓶（WOCEタイプ） 音響切離し装置 海洋大循環分野 

塩検瓶 ガラスブイ 海洋大循環分野 

溶存酸素自動滴定装置 流向流速計 海洋大循環分野 

塩分計(オートサル) 係留型ADCP 海洋大循環分野 

甲板水槽 ﾄﾗﾝｽﾎﾟﾝﾀﾞｰ 海洋底地球物理学分野 

ORIネット ｽﾄﾘｰﾏｹｰﾌﾞﾙ＆ｳｲﾝﾁ(288ｃｈ1,800m) 海洋底地球物理学分野 

NORPACネット(シングル) 岩石カッター 海洋底地質学分野 

NORPACネット(ツイン) NSS 海洋底地質学分野 

MTDネット（Φ56㎝） ﾋﾞｰﾑﾄﾛｰﾙ 底棲生物 

MTDネット（Φ80㎝） 生物ドレッジ 底棲生物 

IKMTネット（10フィート） ﾃﾞｼﾞﾀﾙ転倒温度計 海洋無機化学分野 

VMPSネット(3,000mD-0.25㎡） 大量採水器＆処理槽 海洋無機化学分野 

MOHTネット(1.5×1.5㎡） ﾗｰｼﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾝ採水器(100L) 海洋無機化学分野 

ニューストンネット   

ﾈｯﾄ監視ｼｽﾃﾑ(ｽｷｬﾝﾏｰ)   

小型メモリー式ーCTD   

小型メモリー式ーTD   

小型メモリー式ーCT   

フローメーター   

超低温フリーザー   

空中光量子計   

蛍光光度計(ターナー)   

ﾌｨﾘｽﾄﾗﾝﾛｰﾌﾟ巻取装置   

送風乾燥器   

GPSﾌﾞｲ   

船上三成分磁力計   

プロトン磁力計   

岩石ドレッジ   

マルチプルコアラ―   

ピストンコアラ―   

エアガン   

ｽﾄﾘｰﾏｹｰﾌﾞﾙ＆ｳｲﾝﾁ(48ｃｈ1,200m)   

ｵｹｱﾝｸﾞﾗﾌﾞ採泥器   

ﾋﾟﾝｶﾞｰ   

   

＜H28年度学術研究船観測部会資料より引用
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7.2海洋観測を行う関係機関の船舶明細書・観測設備・運航予定表 

 

国立研究開発法人海洋研究開発機構  「白鳳丸」１ 

船  名 白鳳丸 附帯観測設備 

船種 

航行区域 

第3種船・遠洋区域 
(国際航海) 
A1/A2/A3水域 

研究室（10室・低温実験室/クリーンルーム含む）、人工衛星受信処理
装置、音響航法装置（送受波器昇降装置付）、MBES、音響式流向流速計、
SBP、PDR、船上重力計、船上3成分磁力計 、船内 
LAN(光）、船内ネットワーク、XBT/XCP/XCTD、気象衛星受画装置 
（NOAA,GMS)、生物資源音響探査装置（ABIS)、ｴｱｶﾞﾝコンプレッサー
×2、ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰｿﾅｰ海潮流計 
■海洋観測研究補助設備 
Aフレームクレーン（11トン）、伸縮ビーム（11トン）、デッキクレー
ン（3 トン）、観測ウインチ（6基）、トラクションウインチ（3基）、
スウェルコンペンセータ（3基）、気象観測室3、観測ｳｲﾝﾁ6台 

船舶所有者 
国立研究開発法人海
洋研究開発機構 

運航目的 海洋研究船 

運航者 
国立研究開発法人海
洋研究開発機構 

全長(m) 100.00 

型幅(m) 16.20 

型深さ(m) 8.90 

最大喫水(m) 6.60 

総トン数 3989 

国際トン数 3991  
㎡ 大凡2.0～2.5トン/㎡ 

載貨重量ﾄﾝ数 - 

航海速力(kts) 16 観測ｳｲﾝﾁ 鋼線ﾜｲﾔｰΦ14㎜＊15,000m 

航続距離(浬) 12,000 CTDｳｲﾝﾁ 鋼線ｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙΦ8.18㎜＊8,000m 

乗組員定員 54人 観測ｳｲﾝﾁ ﾁﾀﾝ3本撚りﾜｲﾔｰΦ6.4㎜12,000m 

研究者 35人 観測ｳｲﾝﾁ 鋼線ﾜｲﾔｰΦ9㎜8,000m長 

教員 0 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ 2.28ｔ＊73m:1層  1t*165m:30層 

学生 0 観測ｳｲﾝﾁ SUS316被覆ﾜｲﾔｰΦ3.3㎜＊1500m 

その他の者 0 ｸﾘｰﾝ採水用ｳｲﾝﾁ（可搬型） ﾍﾞｸﾄﾗﾝ被覆ｹｰﾌﾞﾙΦ14㎜*7000m 

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ 船尾静荷重20ｔ動荷重11t高さ8m4.5m船外 

最大搭載人員 89人 中折れ甲板ｸﾚｰﾝ 3t*21m半径 

主機出力(ｋW) 1,397kW×4 伸縮ビーム 右舷静荷重20ｔ動荷重11t高さ4m 2m船外 

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ/電気推進 交通艇兼作業艇 沿海8名、その他6名:4.9L*1.95B*0.75D 

推進器 4翼CPP×2基 
研究室給電60Hz 

 

100V1Φ, 220V3Φ,精密100V1Φ 舵 2基 

補助推進装置 推進電動機460kW×2 甲板上給電60Hz 100V1Φ, 220V3Φ,440V3Φ 

補助推進装置 
蓋付ﾄﾝﾈﾙ式ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 
×2基ｽﾀﾝｽﾗｽﾀ×１基 研究室給水 清水(飲用、雑用)、温水(雑用)、研究用海水 

ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸｼｽﾃﾑ 有 甲板上給水 清水(雑用)、温水(雑用)、研究用海水 

減揺タンク 無   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備 3トンクレーン 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 観測器機倉庫容積  

船籍港定係地 東京都 研究室搬入口寸法 1800㎜×1200㎜ 

竣工年月日 1989年5月1日   

建造造船所 三菱重工下関造船所 特徴 学術研究船(多目的研究船） 

引用 HP ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/hakuhomaru.pdf＞  

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/＞ 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/＞ 

国立研究開発法人海洋研究開発機構(JAMSTEC) 海洋工学センター 運航管理部 運航・計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 住所： 〒237-0061 

神奈川県横須賀市夏島町 2-15 TEL： 046-867-9218 FAX： 046-867-9215 

E-mail： rv-planning@jamstec.go.jp 

注：船名の後の数字は １：学術研究船、２：研究船、３：大学練習船を示す。

http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/hakuhomaru.pdf
http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/
http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/
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白鳳丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

MBES SeaBeam2120/3000 1式 ELAC社 経年劣化 

気象海象観測装置  1式  1研 

RI用研究室  1室  2研 

音響測位装置 SSBL/LBL 1式 ｵｷｼｰﾃｯｸ  

SBP Bathy2010  3.5kHz 1式 SYQWEST社  

PDR EA600 12kHzﾋﾟﾝｶﾞｰ受

信 

1式 KONGSBERG  

CTD採水ｼｽﾃﾑ  1式   

XCTD/XBT  1式 鶴見精機  

ｴｱｶﾞﾝ制御盤  1   

生物資源音響探査装置 
ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ、ｻｲﾄﾞﾙｯｷ
ﾝｸﾞ 
ｿﾅｰ、計量魚探、魚探 

1式 古野電気  

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ研究室  1  4研 

顕微鏡用防振台  2  5研 

超純水製造装置 Milli-Q   Integral 

2L/min. 

2 日本ﾐﾘﾎﾟｱ 6研 

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ  4  5研・6研 

ｵｰﾄｻﾙ  1   

暗室  1  7研 

薬品保管庫  1  7研 

資材保管庫  1  8研 

船上重力計 D-004 1式 ZLS  CORPORATION 9研 

光ｼﾞｬｲﾛ  1式  9研 

低温実験室 ｻﾝﾌﾟﾙ庫冷凍庫付 1式  10研 

CTD採水器室     

ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰｿﾅｰ海潮流計 ADCP 38kHz 1式 TRDI社 3研 

NOAA受信処理装置   日本舶用ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 1研 

表層海水温度御塩分測定装置 1式  7研 

     

     

     

     

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/＞ 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/hakuhomaru.pdf＞ 

http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/
http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/hakuhomaru.pdf


 

21 

国立研究開発法人海洋研究開発機構  「新青丸」  １ 

船  名 新青丸 附帯観測設備 

船種 航 

行区域 

第3種船・遠洋区域 

(国際航海)A1/A2/A3 

研究室(3室)、重力計室、CTD室、薬品保管庫、ｻﾝﾌﾟﾙ保管庫、ｳｲﾝﾁ操
作室、気象海象観測装置、気象衛星受画装置、船体動揺船首方位測定
装 
置、表面海水塩分水温計、計量魚群探知機、浅海用MBES、深海用MBES、
全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ、PDR、SBP、ADCP、海底地殻変動ｾﾝｻｰ測位用送受波
器、船上重力計、船上三成分磁力計、ﾌﾟﾛﾄﾝ磁力計、CTD/ｶﾛｰｾﾙ採水装
置、12L×24本採水器、ﾋﾟﾝｶﾞｰ､ﾄﾗﾝｽﾎﾟﾝﾀﾞｰ、XBT/XCTD、音響測位装置、
ｸ 
ﾘｰﾝﾗﾎﾞｺﾝﾃﾅ、GPS気象ｿﾞﾝﾃﾞ放球ｺﾝﾃﾅ、SCSｴｱｶﾞﾝｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰｺﾝﾃﾅ、MCSｴ 

船舶所有者 国立研究開発法人
海洋研究開発機構 

運航目的 海洋研究船 

運航者 日本海洋事業株式会
社 

ｱｶﾞﾝｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、同軸ｹｰﾌﾞﾙｳｲﾝﾁ、CTD用ｹｰﾌﾞﾙｳｲﾝﾁ、中型観測ﾜｲﾔｰｳｲﾝ 
ﾁ、小型観測ﾜｲﾔｰｳｲﾝﾁ、磁力計ｳｲﾝﾁ、大型観測ﾜｲﾔｰｳｲﾝﾁ、光電気複合 

ｹｰﾌﾞﾙｳｲﾝﾁ、ｸﾘｰﾝ採水用ｳｲﾝﾁ、係留系ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ、ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ、ﾛｰﾌﾟ巻取り
ｳｲﾝﾁ、大気観測用船首ﾏｽﾄｽﾃｰｼﾞ、ｵｰﾌﾞｺﾑﾌﾞｲ、40MHz帯方向探知機、ｱ 全長(m) 66.00 

型幅(m) 13.00 ﾙｺﾞｽ方位探知機 
注）下線の機器は必要時に搭載（可搬型） 

型深さ(m) 6.20 

最大喫水(m) (4.50)5.00 

総トン数 1242 

国際トン数 1635 観測甲板概算面積及び
安全荷重 

㎡ 大凡2.0～2.5トン/㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数 - 

航海速力(kts) 11.0 CTDｳｲﾝﾁ 鋼線ｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙΦ9.53mm*6,000m 

航続距離(浬) 6,500 CTDｸﾚｰﾝ 定格2t*9m 

乗組員定員 26人 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ 内高さ9.5m内幅5.0m起倒角度145.5°/110秒 

研究者 15人 曳航ｱｰﾑ ｱｳﾄﾘｰﾁ4.0m  耐荷重0.6ｔ 

教員 0 甲板ｸﾚｰﾝ 5t*15m / 3.6t*17.2m 

学生 0 甲板ｸﾚｰﾝ 2t*8m / 1.4t*10.4m 

その他の者 0 広域DGPS受信装置 WADGPS 

旅客定員 0 交通艇兼作業艇 1隻 

最大搭載人員 41人 VSAT・ｲﾝﾏﾙFB ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用可 

主機出力(ｋW) 1,300ｋW×2 調査観測ﾃﾞｰﾀｻｰﾊﾞ 各種情報提供、検索、CSV出力等提供 

推進方式 電気推進(ｱｼﾞﾏｽｽﾗｽﾀ) 持込み用油圧源 定圧回路24.5MPa/流量350L/min連続175L/min 

推進器 5翼固定ﾋﾟｯﾁｱｼﾞﾏｽ×2基 
研究室給電60Hz 100V1Φ, 220V1Φ,精密100V1Φ,精密220V1 

Φ,220V3Φ 舵 無 

補助推進装置 蓋付ﾄﾝﾈﾙ式ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 

（470kW)×１ 
甲板上給電60Hz 100V1Φ,精密100V1Φ, 220V1Φ,精密220V1 

Φ,220V3Φ,440V3Φ 

補助推進装置 無 研究室給水 清水(飲用、雑用)、温水(雑用)、研究用海水 

ダイナミックポジ
ショニングシステ
ム 

NK:A級有 甲板上給水 清水(雑用)、温水(雑用)、研究用海水 

減揺タンク 可変周期型有 観測設備荷役設備 有 

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測器機倉庫容積 無 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ   

船籍港定係地 大槌町(岩手県) 研究室搬入口寸法  

竣工年月日 2013年06月30日 
特徴 （東北海洋生態系調査研究船）観測機器積替多

い、ｱｼﾞﾏｽｽﾗｽﾀとﾊﾞｳｽﾗｽﾀとで定点保持可能 建造造船所 MHI下関 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/shinseimaru.pdf＞ 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/＞ 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/＞ 

国立研究開発法人海洋研究開発機構(JAMSTEC) 海洋工学センター 運航管理部 運航・計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

住所： 〒237-0061 神奈川県横須賀市夏島町 2-15 TEL： 046-867-9218 FAX： 046-867-9215 

E-mail： rv-planning@jamstec.go.jp

 

http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/
http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/
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新青丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

研究室、重力計室  4   

CTD+ｶﾛ-ｾﾙ採水器 12L*24本 1式   

薬品保管庫  1   

ｻﾝﾌﾟﾙ保管庫  1   

気象海象観測装置  1式   

気象衛星受画装置 NOAA-HRPT LRIT 1式   

船体動揺船首方位測定装置 PHINS 1式   

表面海水塩分水温計  1式   

計量魚群探知機 EK60 1式   

浅海用MBES SeaBat7125SV2 1式  200/400ｋHz 

深海用MBES SeaBeam3020 1式  20kHz表面音速計 

全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ FSV-30  20-30kHz 1式   

PDR EA600 12kHz 1式   

パラメトリックSBP TOPAS PS18 1式  1次波15~21ｋHz 

音響測位装置 10-17ｋHz SSBL測位 1式  音響コマンド可 

ADCP OS-ADCP  38kHz 1式   

海底地形反動ｾﾝｻｰ測位用送受波器ITC-3482 1式   

船上重力系 LACOSTE AIR SEA SYSTEMⅡ 1式   

ﾌﾟﾛﾄﾝ磁力計  1式   

船上三成分磁力計 SF G-2009 1式   

ﾄﾗﾝｽﾎﾟﾝﾀﾞｰ 13.0kHz 2台   

XBT/XCTD MK-150 1式   

海底音響測位装置  1式   

ﾋﾟﾝｶﾞｰ BFP-312 1式   

ｸﾘｰﾝﾗﾎﾞｺﾝﾃﾅ 20ft 1   

GPS気象ｿﾞﾝﾃﾞ放球ｺﾝﾃﾅ 10ft 1   

SCSｴｱｶﾞﾝｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 1㎥/min/台14.6MPa 1式  可搬式コンテナ 

MCSｴｱｶﾞﾝｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 5㎥/min/台13.8MPa 1式  可搬式コンテナ 

同軸ｹｰﾌﾞﾙｳｲﾝﾁ 亜鉛メッキｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙΦ10mm*7000m  AHC付 VMPS,ﾓｯｸﾈｽ等 

CTD用ｹｰﾌﾞﾙｳｲﾝﾁ 亜鉛メッキｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙΦ9.53mm*8000m  AHC付 採水装置付き 

中型観測ﾜｲﾔｰｳｲﾝﾁ 亜鉛メッキ鋼製ﾜｲﾔｰΦ10mm*7000m  AHC付 各種ッサンプリング用 

小型観測ﾜｲﾔｰｳｲﾝﾁ 亜鉛メッキ鋼製ﾜｲﾔｰΦ5mm*4000m  AHC付 小型BC・鉛直ﾈｯﾄ等 

大型観測ﾜｲﾔｰｳｲﾝﾁ 亜鉛メッキ鋼製ﾜｲﾔｰΦ14mm*10000m  AHC付 PC 

磁力計ｳｲﾝﾁ ﾌﾟﾛﾄﾝ磁力計用ｹｰﾌﾞﾙΦ18*400m  

光電気複合ｹｰﾌﾞﾙｳｲﾝﾁ 光電気複合ｹｰﾌﾞﾙΦ17.4mm*8000m  AHC付 ディープ等 

ｸﾘｰﾝ採水用ｳｲﾝﾁ ﾍﾞｸﾄﾗﾝｹｰﾌﾞﾙΦ14＊7000m CTD採水装置 

係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ Φ14mm*6000m巻込み可 係留系 

ﾛｰﾌﾟ巻取ｳｲﾝﾁ  係留系 

ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ 鋼製ﾜｲﾔｰΦ10*1000m*2台 LCﾈｯﾄ 

大気観測船首ﾏｽﾄｽﾃｰｼﾞ  1   

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ     

ﾃﾞｨｰﾌﾟﾌﾘｰｻﾞｰ     

ｱｲｿﾊﾞﾝｺﾝﾃﾅ 20ft 1   

引用HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/＞

http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/
http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/
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国立研究開発法人海洋研究開発機構  「よこすか」  ２ 

船  名 よこすか 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種船遠洋区域 
(国際航海)A1/A2/A3 

研究室４、ｺﾝﾃﾅﾗﾎﾞ1台、格納庫、潜水船ホイスティングウイ
ン チ、Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ(船尾）、ジブｸﾚｰﾝ、電波航法装置、 気象
衛星受画装置、船上重力計、船上三成分磁力計、曳航式磁力
計、 
XBT/XCTD、ADCP(38KHz)、MBES(12KHz)、SBP、音響航法装 
置(7kHz帯、14kHz帯)、水中通話機、超低温ﾌﾘｰｻﾞｰ、ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬ
ﾝ 
ﾊﾞｰ、超純水製造装置、製氷機、研究用海水冷却器 

船舶所有者 国立研究開発法人海洋
研究開発機構 

運航目的 海洋研究船 

運航者 日本海洋事業株式会社 

全長(m) 105.20 

型幅(m) 16.00 

型深さ(m) 7.30 

最大喫水(m) 4.70 

総トン数 4439 

国際トン数 4439 主な観測甲
板概算面積 

船橋甲板 約40m2  

載貨重量ﾄﾝ数 -  （20ftコンテナ2個分） 

航海速力(kts) 16  後部甲板 約120m2  

航続距離(浬) 9,500 格納庫への積載 上甲板前部 20ftコンテナ4個（2個2
段） 

乗組員定員 27人  端艇甲板 10ftコンテナ3個 

潜水船運航要員 18人  上甲板後部 ビークル2機  

研究者 15人 交通艇 1隻 

学生 0 作業艇 1隻 

その他の者 0 VSAT・ｲﾝﾏﾙFB ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用可 

旅客定員 0 調査観測ﾃﾞｰﾀｻｰﾊ 各種情報提供、検索、CSV出力等提供 

最大搭載人員 60人 外部救難ｳｲﾝﾁ 鋼製ﾜｲﾔｰΦ14*8000m 

主機出力(ｋW) 2,206kW×2 曳航体ウインチ 鉄線鎧装光電気複合、φ17*5200m 

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ＋CPP コンテナラボ 冷蔵室-6～10℃、4.08m2*2m 

推進器 CPP×2軸 
研究室給電60Hz 100V, 200V,精密100V 

舵 2基 

補助推進装置 ― 甲板上給電60Hz 100V, 200V 

補助推進装置 
蓋付ﾄﾝﾈﾙ式ﾊﾞｳｽﾗｽ 

ﾀ 
研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)、研究用海水 

ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸｼｽﾃﾑ 有 甲板上給水 清水(雑用)、研究用海水 

減揺タンク 有  
甲板上油圧供給 

 
本船用可搬型ｳｲﾝﾁ類の接続ｹｰﾌﾞﾙ有及び接
続カップリング有 

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無し 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 

船籍港定係地 横須賀市 作業甲板荷重 2トン/㎡   

竣工年月日 1990年4月10日  

特徴 

深海潜水調査船支援母船。「しんかい 
6500」、ﾃﾞｨｰﾌﾟﾄｳ(YKDT4000m級）及び「う
らしま」支援母船 

建造造船所 川崎重工神戸造船所 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/yokosuka.pdf＞ 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/＞ 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/＞ 

国立研究開発法人海洋研究開発機構(JAMSTEC) 海洋工学センター  

運航管理部 運航・計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

住所： 〒237-0061 神奈川県横須賀市夏島町 2-15 TEL： 046-867-9218 FAX： 046-867-9215 

E-mail： rv-planning@jamstec.go.jp 

 

http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/yokosuka.pdf
http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/
http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/
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よこすか観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

プログラム低温恒温器 294L：-10℃～+50℃ 1  2研 

ｽｰﾊﾟｰﾌﾘｰｻﾞｰ 371L：-10℃～+50℃ 1  2研 

ﾃﾞｨｰﾌﾟﾌﾘｰｻﾞｰ 450*515*945 -80℃ 2  2研 

ﾃﾞｨｰﾌﾟﾌﾘｰｻﾞｰ 1500*700*945 -85℃ 1  上甲板 

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 寸法：1100（門口）×550（奥

行） 

1  2研 

岩石切断機 MC-420（ﾌﾞﾚｰﾄﾞ径300㎜） 1 株式会社マルトー 4研 

研磨機 MC-420（ﾌﾞﾚｰﾄﾞ径300㎜） 2 株式会社マルトー 2研 

製氷機  1  2研 

純水製造装置 Milli-Q   Integral 2L/min. 2  2,4研 

双眼立体顕微鏡 SMZ-1-3  AC100V 1 Nikon 3研 

ｼｽﾃﾑ偏光顕微鏡 OPIIPHOT-POL 1  3研 

D-GPS電波航法装置 D-GPS(sky fix)    

音響航法装置 7kHz帯、14kHz帯  OKI  

MBES EM122（12kHz, 50～11000m） 1式 Kongsberg  

XBT/XCTD  1式 鶴見精機  

気象衛星受画装置  1式   

ADCP Ocean Surveyor  38ｋHz 1 Teledyne RD Insturuments 

船上重力計 S-63 1 LACOSTE & ROMBERG  

同上検定装置 SCINTREX  CG-5 1式 ｼﾝﾄﾚｯｸｽ製  

プロトン磁力計 PRT010 1式 川崎地質  

船上三成分磁力計 SFG-1212 1式 テラテクニカ製  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/＞ 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/yokosuka.pdf＞ 

http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/
http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/yokosuka.pdf
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研究開発法人海洋研究開発機構  「みらい」 2 

船  名 みらい 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種船・遠洋区域(国
際航海)A1/A2/A3水域 

研究室（13室）、音響航法装置（送受波器昇降装置付）、MBES、 
ADCP、SBP、電波航法装置、CTD採水装置、20mピストンコアラー、
プロトン磁力計、船上重力計、船上磁力計 、衛星データ受信シ
ステム、船内ネットワーク、XBT/XCP/XCTD、 
気象衛星受画装置（NOAA,GMS ） 
■海洋観測研究補助設備 
Aフレームクレーン（22トン）、観測ウインチ（7基）、トラクシ
ョンウインチ 
（3基）、スウェルコンペンセータ（3基）、気象関係観測室（3
室） 
■気象観測研究設備 
気象関係観測室（3室）、総合海上気象観測装置、大気ガス採取
装置、ドップラーレーダ 、電波航法装置 

船舶所有者 
国立研究開発法人
海洋研究開発機構 

運航目的 海洋研究船 

運航者 日本海洋事業株式会社 

全長(m) 128.58 

型幅(m) 19.00 

型深さ(m) 10.50 

最大喫水(m) 6.918 

総トン数 8706 

国際トン数 8706 観測甲板概算面積及
び安全荷重 

㎡ 大凡2.0～2.5トン/㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数 - 

航海速力(kts) 16 大型CTDｳｲﾝﾁ 同軸ｹｰﾌﾞﾙφ17㎜*9500m 

航続距離(浬) 12,000 小型CTDｳｲﾝﾁ 亜鉛ﾒｯｷｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙΦ9.53＊8000m 

乗組員定員 34人 観測ｳｲﾝﾁ(PC用) 鋼製ﾜｲﾔｰΦ17㎜*12,000m;破断荷重237ｋN以上 

研究者 46人 6000m曳航体ｳｲﾝﾁ 光・電気複合ｹｰﾌﾞﾙΦ17㎜*8000m破断147kN   以上 

教員 0 ｸﾘｰﾝ採水ｳｲﾝﾁ 被覆ﾜｲﾔｰΦ6㎜*2000m 

学生 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ 船尾静荷重215.6kN：動荷重98kN 

その他の者 0 曳航式磁力計ｳｲﾝﾁ 多芯ｹｰﾌﾞﾙΦ10.4㎜*600m 

旅客定員 0 甲板ｸﾚｰﾝ ﾋｰﾌﾞﾓｰｼｮﾝ機能付き、8.1m径29.4kN 

最大搭載人員 80人 多関節甲板ｸﾚｰﾝ 21m径29.4kN 

主機出力(ｋW) 1,838kW×4 ｼﾞﾌﾞ式ﾃﾞｯｷｸﾚｰﾝ 20m径78ｋN 

推進方式 4翼CPP/電気推進 交通艇兼作業艇 2隻 

推進器 2軸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙCPP・電気推
進切替） 

コンテナ  

舵 2基 研究室給電60Hz 100V, 200V,精密100V(UPS電源) 

補助推進装置 推進電動機700kW 甲板上給電60Hz 100V, 200V,440V 

補助推進装置 
蓋付ﾄﾝﾈﾙ式ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ× 2
基/ｽﾀﾝｽﾗｽﾀ×1基 

研究室給水 清水(飲用、雑用)、温水(雑用)、研究用海

水 
ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸｼｽﾃ 
ﾑ 

有 甲板上給水 清水(雑用)、温水(雑用)、研究用海水 

減揺装置 ハイブリッド式減揺装
置 

  

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備 有 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 観測器機倉庫容積  

船籍港定係地 むつ市 研究室搬入口寸法 1800㎜×1800㎜ 

竣工年月日 1997年9月29日改装   

建造造船所 MHI下関(改装) 特徴 海洋地球研究船（大型観測ﾌﾞｲ支援・極域研

究 

http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/mirai.pdf 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/＞ 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/＞ 

国立研究開発法人海洋研究開発機構(JAMSTEC) 海洋工学センター  

運航管理部 運航・計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

住所： 〒237-0061 神奈川県横須賀市夏島町 2-15 TEL： 046-867-9218 FAX： 046-867-9215 

E-mail： rv-planning@jamstec.go.jp

http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/
http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/


 

26 

みらい観測機器・設備1/2 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

曳航式磁力計ﾕﾆｯﾄ  1式   

同上用記録収録CPU  1台   

船上三成分磁力計  1式   

船内ﾃﾞｰﾀ管理ｼｽﾃﾑ  1式   

生物生産量測定用質量分析装置 1式   

超純水製造装置  3   

冷蔵庫  5   

送風定温乾燥器  2   

乾燥器  1   

ﾏﾙﾁｾﾝｻｰｺｱﾛｶﾞｰγ線密度計 放射線装置 1   

MC架台  1   

分光測色計・ﾃﾞｰﾀ処理機  1式   

ｺｱ写真撮影装置  1   

ｼｽﾃﾑ生物顕微鏡  2式   

CTD採水ｼｽﾃﾑ 36本掛・24本掛 各1   

溶存酸素測定装置  1   

ｐH計  2   

ｽｸﾗﾊﾞｰ付ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ  1   

低温冷凍庫 －30℃ 3   

超低温冷凍庫 ー80℃ 1   

熱風乾燥器  1   

ｸﾘｰﾝﾄﾞﾗﾌﾄ  1   

電気ﾏｯﾌﾙ炉  1   

真空定温乾燥器  1   

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ設備 ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 2   

製氷機  1   

栄養塩分析器  2式   

蛍光光度計  1   

ｱﾙｶﾘ度測定装置  1   

全炭酸測定装置  1式   

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ  1   

塩分測定装置  1   

分光吸光光度計  1   

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ  1   

定温乾燥器  1   

氷ｺｱｶｯﾀｰ  1   

氷ｺｱﾄﾞﾘﾙ  1   

偏光分析器  1   

資料保管庫  1式   

船上重力計  1式   

MBES  1式   

音響航法装置  1式   

X線室  1   

暗室  1   

海水処理室  1   
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表層海水採水ﾎﾟﾝﾌﾟ  2   

表層海水全炭酸測定装置  1式   

大気海水CO2 連続測定装置  1式   

表層海水連続測定装置  1式   

ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨ  2台   

SBP  1式   

ADCP  1式   

XBT/XCTD/XCPｼｽﾃﾑ  1式   

静止衛星ﾃﾞｰﾀ受信ｼｽﾃﾑ  1式   

極軌道衛星ﾃﾞｰﾀ受信ｼｽﾃﾑ  1式   

総合海上気象観測装置  １式   

 

 
 

みらい観測機器・設備 2/2 

SOARﾃﾞｰﾀ収録装置  1式   

波高計  1式   

ｼｰﾛﾒｰﾀｰ  1式   

ﾄﾞｯﾌﾟﾗーﾚｰﾀﾞｰ  1式   

ﾗｼﾞｵｿﾞﾝﾃﾞ放球ｺﾝﾃﾅ  1台   

船内ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ  １式   

     

     

     

     

引 用 HP ：＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/＞ 

引 用 HP ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/mirai.pdf＞ 

http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/
http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/mirai.pdf
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国立研究開発法人海洋研究開発機構  「かいれい」  ２ 

船  名 かいれい 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種船・遠洋区域 
(国際航海)A1/A2/A3 

MBES(12KHz11,000m)、SBP、船上三成分磁力計、ﾌﾟﾛﾄﾝ磁
力計、マルチチャンネル反射法地震探査＝MCS：
Multi-Channel Seismic survey、SCS、音響測位装置、船
上重力計、船上三成分磁力計、XBT/XCTD、超低温ﾌﾘｰｻﾞ
ｰ、ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、超純水製造装置、製氷機、船内無線
LAN、電波航法装置、研究室5、撮影画像処理設備有、Aﾌﾚ
ｰﾑｸﾚｰﾝ(船尾）、中折れ式ｸ 
ﾚｰﾝ、減揺装置,高圧コンプレッサー、格納庫、曳航式磁力
計 

船舶所有者 
国立研究開発法人
海洋研究開発機構 

運航目的 海洋研究船 

運航者 日本海洋事業株式会社 

全長(m) 106.00 

型幅(m) 16.00 

型深さ(m) 7.30 

最大喫水(m) 4.70 

総トン数 4517 

国際トン数 4517 主な観測甲板 概算 
面積 

船橋甲板 端艇甲板 上甲板 

載貨重量ﾄﾝ数 - 約30m2 約45m2 約240m2 

航海速力(kts) 16  
研究室 

調査指揮・計算機室、Dry-Lab.、Wet- 
Lab. 、リサーチルーム、岩石・堆積物
処理室、重力計室、ﾋﾞﾃﾞｵﾗﾎﾞ、ﾊﾟｿｺﾝ室、
図書室 

航続距離(浬) 9,600 

乗組員定員 28人 

ROV運航要員 10人 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ(船尾） 定格17トン 

教員 0 汎用ｸﾚｰﾝ 2台、定格7トン及び2トン 

研究者 22人 「かいこう」一次ｹｰﾌﾞﾙｳｲﾝﾁ ケブラーFRP電力複合ケーブル 
その他の者 0 ｱﾝﾋﾞﾘｶﾙｹｰﾌﾞﾙｳｲﾝﾁ 4台  MCS用 
旅客定員 0 ｽﾄﾘｰﾏｹｰﾌﾞﾙｳｲﾝﾁ 1台  MCS用 

最大搭載人員 60人 磁力計用ウインチ 1台 

主機出力(ｋW) 2,206kW×2 観測ｳｲﾝﾁ 1台  8,000m鋼線ワイヤー、φ14mm 

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 交通艇、作業艇 各1隻 

推進器 CPP×2軸 
研究室給電６０Hz 100V, 220V,精密100V,精密220V 

舵 2基 

補助推進装置 蓋付ﾄﾝﾈﾙ式ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 甲板上給電６０Hz 100V, 200V,440V 

補助推進装置 無 研究室給水 
清水(雑用)、温水(雑用)、研究用
海 
水 

ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ 有 甲板上給水 清水(雑用)、温水(雑用)、研究用
海 
水 

減揺タンク 有  
甲板上油圧供給 

 
本船用可搬型ｳｲﾝﾁ類の接続ｹｰﾌﾞﾙ 
有及び接続カップリング有 

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 

船籍港定係地 横須賀市 作業甲板安全荷重 2トン/㎡ 

竣工年月日 1997年3月27日 
特徴 

深海調査研究船。MCS、「かいこう」
支援母船。 建造造船所 川崎重工坂出造船所 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/kairei.pdf＞ 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/＞ 

引用 HP  ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/＞ 

 

国立研究開発法人海洋研究開発機構(JAMSTEC) 海洋工学センター  

運航管理部 運航・計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ  

住所： 〒237-0061 神奈川県横須賀市夏島町 2-15 TEL： 046-867-9218 FAX： 046-867-9215 

E-mail： rv-planning@jamstec.go.jp 

http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/kairei.pdf
http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/
http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/
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かいれい観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ EC-3  ｾﾗﾐｯｸﾗｲﾆﾝｸﾞ 1 DALTON  

超低温冷蔵庫 ECL-410 -80℃～＋45℃ 1   

低温恒温器 IN800 -10℃～+50℃ 1 YAMATO  

純水製造装置 Milli-Q  Integral 2L/min. 2 日本ﾐﾘﾎﾟｱ  

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ純水器 G-20B（RG-6付） 1 ORGANO  

実体顕微鏡 SMZ-10A-4 7.5~49.0 倍 1 Nikon  

写真用昇降式作業台 1000W×1050B 1   

ｺｱ用冷蔵庫 NC PCU-T150M -4℃-0℃ 1   

岩石カッター MC-420  砥石200-300Φ 1 ﾏﾙﾄｰ  

精密研磨機 ML-180   200Φ 2 ﾏﾙﾄｰ  

ｶﾒﾗ Nikon FM10 1   

接写用ｶﾒﾗ取付け台  1   

ｶﾒﾗｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ(雲台) 天井付 1   

偏光顕微鏡 ｵﾌﾟﾁﾌｫﾄ2-POLX2TP-11 1 Nikon  

同上防振台  1   

ｼｽﾃﾑ実体顕微鏡 SMZ-10A-6 1 Nikon  

顕微鏡写真撮影装置 AFX-DX-35-M 1 Nikon  

顕微鏡ﾃﾚﾋﾞ設置 WV-E550N  Ⅰ 1 Nikon  

送風定温乾燥器 WFO-４５０PD 1 EYELA  

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ USS-12PH 1 内田洋行  

ﾁｪｽﾄﾌﾘｰｻﾞｰ NP A-396 1 DIREI  

ｺｱ切断機 CC-16 1 日立工機  

OAﾎﾞｰﾄﾞ MC1800 1 内田洋行  

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ ELP-52 1 EPSON  

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ 42型 1 富士通  

MBES 12kHz,50~11000m 1式   

XBT/XCTD XBT:1830ｍD, XCTD:1000ｍD 1式   

D-GPS 精度：１ｍRMS 1式   

気象衛星受画装置  1式   

船上重力計 MGS-6 1 Micro-g LaCoste  

同上検定装置 SCINTREX  CG-5 1式 ｼﾝﾄﾚｯｸｽ製  

プロトン磁力計  1式 川崎地質  

船上三成分磁力計 SFG-1212 1式 川崎地質  

観測用ｳｲﾝﾁ 鋼製ﾜｲﾔｰΦ14*8000m 1   

PC 20m型  内径80㎜ｲﾝﾅｰﾁｭｰﾌﾞ    

ｺｱ押し出し装置 電動油圧 1式   

MC小型表層採泥器 アクリル管３本  離合社  

本座・加賀美式ﾁｪｰﾝﾄﾞﾚｯｼﾞ 内径４００㎜、筒長６００㎜    

天秤式ｸﾞﾗﾌﾞ採泥器 ４００㎜*４００㎜    

     

     

     

引 用 HP ：＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/＞ 

引 用 HP ：＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/kairei.pdf＞ 

http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/
http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/boarding/guide_ship/doc/kairei.pdf
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国立研究開発法人海洋研究開発機構 「かいめい」 2 

船  名 かいめい 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種船・遠洋区
域 

(国際航海) 
A1/A2/A3水域 

Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ(左舷：ROV用、船尾：観測作業用）、ギャロース（右舷2基:CTD用・ 
GPC用）、多関節ｸﾚｰﾝ(左舷、右舷船尾)中折れ式ｸﾚｰﾝ(右舷),減揺装置、船内無  線LAN、
MCS(2D,3D,高精度３D)、40m長GPC、ﾌｧｲﾝﾀﾞｰ付海底掘削装置(BMS;深さ30m*Φ60
㎜;3000m水深迄）、ﾊﾟﾜｰｸﾞﾗﾌﾞ(ｸﾞﾗﾌﾞ2種1㎥,6000m水深迄)、CTD、 
3000m級ROV、船上重力形、高速曳航式磁力計、船上三成分磁力計、
MBES(12kHz11,000m/40-100kHz3,000m)、ADCP(38kHz/150kHz)、ﾊﾟﾗﾒﾄﾘｯｸ 
SBP、ｺﾝﾃﾅラボ15台、音響測位装置、採水ｼｽﾃﾑ、XBT/XCTD、気象観測装置、岩石ｶｯﾀ
ｰ、研磨装置、塩分測定装置、液体窒素ｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰ、超低温ﾌﾘｰｻﾞｰ、ﾄﾞﾗﾌ 
ﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、超純水製造装置、製氷機、ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ、窒素ﾊﾟｰｼﾞ式ﾊﾞｷｭｰﾑｼｰﾗｰ、電   子天
秤、研究用海水冷却機、ﾋﾞｰｽﾞﾋﾞｰﾀｰ、ﾄﾞﾗｲｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ 
注）下線の機器は必要時に搭載（可搬型） 

船舶所有者 
国立研究開発法人
海洋研究開発機構 

運航目的 海洋研究船 

運航者 
日本海洋事業

株式会社 

全長(m) 100.50 

型幅(m) 20.50 

型深さ(m) 9.00 

最大喫水(m) 6.00 

総トン数 5,747 

国際トン数 5,747 主な観測甲板の概
算面積と安全荷重 

上甲板 A甲板 C 甲板 

載貨重量ﾄﾝ数 - 2.5ｔ 2.5t 2.0t 

航海速力(kts) 12.0 GPCウインチ  12,000m繊維索 

航続距離(浬) 9,000 CTDウインチ  12,000m繊維索ケーブル 

乗組員定員 27人 CTD鋼線ｳｲﾝﾁ  8,000m鋼線ケーブルﾟ 

研究者 38人 同軸ｳｲﾝﾁ 8,000m×1（可搬型） 

教員 0 ｽﾄﾘｰﾏｰ用ｳｲﾝﾁ 3,000m×4 

学生 0 ｴｱｶﾞﾝ用ｳｲﾝﾁ 4 

その他の者 0 ﾊﾟﾗﾍﾞｰﾝ用ｳｲﾝﾁ 2 

旅客定員 0 BMSウインチ ｳｲﾝﾁ室×1 PG(使用深度6,000m）兼用:ﾜｲﾔｰ長7,000m 

最大搭載人員 65人 小型ｳｲﾝﾁ 1 

主機出力(ｋW) 2,400ｋW×2 3,000m級ROV 1式 

推進方式 電気推進 コンテナラボ 上甲板、A甲板、C甲板、格納庫に10個積載 

推進器 
5翼固定ﾋﾟｯﾁｱｼﾞﾏ 
ｽｽﾗｽﾀ×2基 

 

研究室給電 

 

100V, 220V（1φ,3φ）,精密100V,精密220V 
舵 無 

補助推進装置 
旋回昇降式ｱｼﾞﾏｽﾊﾞ 

ｳｽﾗｽﾀ 甲板上給電 100V, 200V,440V 

補助推進装置 
蓋付ﾄﾝﾈﾙ式ﾊﾞｳｽﾗｽ 

ﾀ 研究室給水 
清水(雑用)、温水(雑用)、研究用海水、雑用海水、冷却用海 水 

ダイナミックポジシ
ョニングシステム 有 甲板上給水 

清水(雑用)、温水(雑用)、研究用海水、雑用海水、冷却用海 水 

減揺タンク 有 甲板上油圧供給 
本船用可搬型ｳｲﾝﾁ類の接続ｹｰﾌﾞﾙ有及び接続カップリング 
有 

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 作業甲板安全荷重 2～2.5トン/㎡ 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ A甲板 15tｸﾚｰﾝ､2tｸﾚｰﾝ、Aﾌﾚｰﾑ、GPC用ｷﾞｬﾛｰｽ、CTD用ｷﾞｬﾛｰｽ 

船籍港定係地 横須賀市 B甲板、C甲板 B:ROV着水揚収装置、 C：7.5ﾄﾝｸﾚｰﾝ、糧食用ｸﾚｰﾝ 

竣工年月日 2016年03月30日 ﾗﾎﾞ搬入口最小寸法  

建造造船所 MHI下関 特徴 
海底広域研究船。40mピストンコアラー、BMS、2種のパワー グラブに
よる調査観測が可能。 

 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/＞ 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/＞ 

引 用 ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/quest/kaimei/index2.html＞ 引

用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/kaimei.html＞ 

 

国立研究開発法人海洋研究開発機構(JAMSTEC) 海洋工学センター 運航管理部 運航・計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

住所： 〒237-0061 神奈川県横須賀市夏島町 2-15 TEL： 046-867-9218 FAX： 046-867-9215 

E-mail：  rv-planning@jamstec.go.jp 

http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/
http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/ships/reseach_vessel/
http://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/quest/kaimei/index2.html
http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/kaimei.html
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                     かいめい観測機器・設備                2/2 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

可搬型観測機器     

3  モード対応地震探査システム 3次元探査 1式  ストリーマーケーブル：3,000m×4  本 

 3 次元高解像度探

査 

  ストリーマーケーブル：300m×20  本 

 2次元探査   ストリーマーケーブル：12,000m×1  本 

大型ピストンコアラー（GPC） 
 1式  

パイプ長   40m、大口径コアラー（コア径φ110mm） 
12,000m 高強度繊維ロープ 

海底設置型掘削装置（BMS）  1式   

パワーグラブ  1式   

地殻熱流量測定装置  1式  測定長 10.5m 

コールドルーム付コンテナ  1式  20フィート 2台（内 1台は暗幕付き） 

冷凍コンテナ  1式  20フィート 

冷蔵コンテナ  1式  20フィート 

冷蔵実験用コンテナラボ  1式  20フィート 

GPS  気象ゾンデ放球装置コンテナ  1式  10フィート 

アイソバンコンテナ  1式  20フィート 

物性計測用コンテナラボ①、②  1式  20フィート 各1台 

コア半裁装置コンテナラボ  1式  20フィート 

化学分析用コンテナラボ  1式  20フィート 

     

観測ウインチ（常設）     

CTD用繊維索ケーブルウインチ 
   12,000m繊維索ケーブル、φ10.6mm、AHC（Active 

Heave  Compensation）機能付き 

CTD用鋼線ケーブルウインチ 
   8,000m鋼線二重鎧装同軸ケーブル、φ10.6mm、AHC 

機能付き 

大型ピストンコ アラー用ウイン チ    12,000m繊維索、φ30.0mm、AHC機能付き 

BMSケーブルウインチ    7,000m光電気複合ケーブル、φ36.6mm、AHC機能付 

3,000m級無人探査機着水揚収装置 ROV用Aフレームクレーン  DYNACON SWL 12トン 

 
アンビリカルケーブルウイ

ンチ 

 DYNACON 3,500m 

     

観測ウインチ（可搬型）     

汎用鋼線同軸ケーブルウインチ    8,000m鋼線二重鎧装同軸ケーブル、φ10.6mm 

小型観測機器用ウインチ    1,000mステンレス製ワイヤー、φ6mm 

光電気複合ケーブルウインチ    8,000m光電気複合ケーブル、φ17.4mm、AHC機能付 

大型観測ワイヤーウインチ    10,000m鋼線ワイヤー、φ14mm、AHC機能付き 

係留系ロープウイン チ    φ14mm、6,000m巻込み可 

係留索巻き取りウインチ    電動インバータ制御 

     

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/＞ 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/quest/kaimei/index2.html＞ 

http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/
http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/observe/
http://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/quest/kaimei/index2.html
http://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/quest/kaimei/index2.html
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国立大学法人東京海洋大学 海鷹丸 ３  

船  名 海鷹丸 附帯観測設備 
船種 
航行区域 

第3種漁船・遠洋区域 
(国際航海) 

船尾ｵｯﾀｰﾄﾛｰﾙ設備､ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ、イカ釣り装置、浮延縄、CTDｳｲﾝ 
ﾁ、多目的ｳｲﾝﾁ、BTｳｲﾝﾁ、CTDｸﾚｰﾝ、ｻｲﾄﾞ曳ﾌﾞｰﾑ、CTD/ﾛｾﾞｯﾄ採 水
装置(3基)、ﾏﾙﾁﾌﾟﾙｺｱﾗｰ、ﾓｯｸﾈｽﾈｯﾄ、XBT/XCTD、表層海水ﾓﾆﾀ 
ﾘﾝｸﾞ装置、ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ､ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾟ、純水製造装置、塩分測定装 
置、魚群探知機、科学魚群探知機、ADCP、気象観測装置、気象
衛星受画装置、監視TV装置、漁艙、凍結室 

船舶所有者 
国立大学法人
東京海洋大学 

運航目的 漁業練習船 

運航者 
国立大学法人
東京海洋大学 

全長(m) 93 

型幅(m) 14.9 

型深さ(m) 6.25 

最大喫水(m) 5.95 

総トン数 1,886 
国際トン数 3,391  

観測甲板概算面積及び安全荷重 

別途見取り図参照 
チーク材貼付け木甲板      
300㎏/㎡（動揺防止措置含む） 

載貨重量ﾄﾝ数 1419.8 

航海速力(kts) 17.4 

航続距離(浬) 12,900 CTDｳｲﾝﾁ 29.4[kN

] 

8.03mm 
アーマード
ケーブル 

乗組員定員 39人 観測ｳｲﾝﾁ 44.1[kN

] 

12.7㎜ 
アーマード
ケーブル 

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ（BTウィンチ） 0.49[kN

] 

3.2㎜ 
ワイヤー
1000m 

教員 8人     

学生 60人     

その他の者 0     

旅客定員 0 作業ｸﾚｰﾝ（後部甲板  右舷） 49[kN] 11m 右舷 

最大搭載人員 107人 作業ｸﾚｰﾝ（後部甲板） 14.7[kN

] 

11m 左舷 

主機出力(ｋW) 4,489×1 作業ｸﾚｰﾝ（前部甲板） 49[kN] 11m  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ     

推進器 CPP×1基 交通艇    

舵 1基   

補助推進装置 ﾄﾝﾈﾙ型ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 研究室給電 100V, 220V,精密100V,精密220V 

ｼｽﾃﾑ操船 三井造船製 甲板上給電 100V, 220V,440V 
ジョイスティック 有 研究室給水 清水(雑用)、研究用海水 

減揺タンク 有 甲板上給水 清水、海水 

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 有   

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 観測設備荷役設備 上記クレーン 

船籍港定係地 東京都・豊海ふ頭 観測器機倉庫容積 なし（応相談） 

竣工年月日 2001年6月30日 研究室搬入口寸法 80×190㎝ 

造船所 三井造船玉野工場 特徴 耐氷性能 

引 用 HP ：＜http://www.ooc.kaiyodai.ac.jp/ooc/ship.html＞ 

引 用 HP ：＜http://www.s.kaiyodai.ac.jp/ship/umitaka/＞ 

引 用 HP ：＜https://www.kaiyodai.ac.jp/overview/facilities/ship/trainingship.html＞ 

 

船舶・海洋オペレーションセンター 

〒108-8477 東京都港区港南 4-5-7 船舶・海洋オペレーションセンター   運航部門 

ＴＥＬ  運航部門  03-5463-0570 TEL  03-5463-0590（事務手続）観測部門  03-5463-0595 

http://www.ooc.kaiyodai.ac.jp/ooc/ship.html
http://www.s.kaiyodai.ac.jp/ship/umitaka/
http://www.kaiyodai.ac.jp/overview/facilities/ship/trainingship.html
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海鷹丸観測機器・設備 

観測機器名 個数 メ  モ 

 
 

漁具 

船尾ｵｯﾀｰﾄﾛｰﾙ 
1式 

  

ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ   

イカ釣り装置 1式   

浮延縄 1式   

 

 

 

 

 

 

 

甲板設備 

CTDウィンチ 1 29.4[kN] 8.03mm 右舷CTDクレーン 

多目的ウィンチ 1 44.1[kN] 12.7mm 後部甲板 

BTウィンチ 1 0.49[kN] 1000m 前部甲板 

CTDクレーン 1  右舷（CTD専用） 

船首甲板クレーン 1 49[kN] 11m 前部甲板 

船尾右舷クレーン 1 49[kN] 11m 船尾 

船尾左舷クレーン 1 14.7[kN] 11m 船尾 

サイド曳ブーム 1  右舷 

CTD／ﾛｾﾞｯﾄ採水器 2式 SeaBIRD SEB9+/SBE32 
8L×24本 
2.5L×24本 

CTD／ﾛｾﾞｯﾄ採水器 １式 FSI i-CTD 12L×24本 

マルチプルコアサンプラ

ー 

1 
否 常時搭載 

多段階開閉式ネット 1 

XBT/XCTD 1式  船尾 

 

 
研究室設備 

表層海水モニタリング装

置 

1式   

ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 1   

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾟ 1   

純水製造装置 1   

塩分測定装置 1   

 
音響観測機器 

魚群探知機 1   

科学魚探 1   

ADCP 2   

 

 

 

その他 

気象観測装置 1   

気象衛星受画装置  ひまわり/NOAA 

監視TV装置 1式   

減揺装置 2 アンチローリングタンク／フィンスタビライザー 

漁倉 
1 

  

凍結室   

 

船舶・海洋オペレーションセンター 

〒108-8477 東京都港区港南 4-5-7 船舶・海洋オペレーションセンター 運航部門 

ＴＥＬ 運航部門 03-5463-0570 TEL 03-5463-0590（事務手続）観測部門 03-5463-0595 
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国立大学法人東京海洋大学 神鷹丸  ３   
 

船  名 神鷹丸 附帯観測設備 

船種 

航行区域 

第3種漁船・遠洋区域 
(国際航海) 

船尾ｵｯﾀｰﾄﾛｰﾙ装置、ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ、流し網、イカ釣り装置、浮延縄、CTD
ｳｲﾝﾁ、多目的ｳｲﾝﾁ、一般観測ｳｲﾝﾁ、BTｳｲﾝﾁ、 
CTD(LARS)ｸﾚｰﾝ、Aﾌﾚｰﾑ、電動ﾎｲｽﾄ、船首甲板ｸﾚｰﾝ、中央部漁労ｸﾚｰ
ﾝ、CTD/ﾛｾﾞｯﾄ採水装置、海中粒径計測装置、環境ｾﾝｻｰ付0.25㎡多
段開閉ﾈｯﾄ、ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ式採泥器、 
XBT/XCTD、表層海水ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ装置、ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ式携帯型 
CTD、純水製造装置、塩分測定装置、魚群探知機、科学魚探、
MBES、SBP、USBL水中測位装置、全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿ 
ﾅｰ、ADCP、気象観測装置、船内無線LAN、監視TV装置、減揺装置、
漁艙、凍結庫 

船舶所有者 
国立大学法人
東京海洋大学 

運航目的 漁業練習船 

運航者 
国立大学法人
東京海洋大学 

全長(m) 64.55 

型幅(m) 12.1 

型深さ(m) 7 

最大喫水(m) 4.5 

総トン数 986 

国際トン数 -  
観測甲板概算面積及び
安全荷重 

 
別途見取り図参
照木甲板 
300㎏/㎡（動揺防止措置含む） 

載貨重量ﾄﾝ数 - 

航海速力(kts) 12 

航続距離(浬) 7,000 CTDウインチ 22[kN] 8.03mm 
アーマード
ケーブ ル 
6000m 

乗組員定員 22人 多目的ｹｰﾌﾞﾙｳｲﾝﾁ 50[kN] 12mm 
アーマード
ケーブ ル 
2000m 

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ 20[kN] 9mm 
ワイ
ヤー
300
0m 

教員 3人 BTｳｲﾝﾁ 0.49[kN] 3.2mm 
ワイ
ヤー
100
0m 

学生 44人     

その他の者 調査員7人 船首クレーン 8.82[kN] 7.5m  

旅客定員 0 中央漁労クレーン 19.6[kN] 12m  

最大搭載人員 76人 船尾漁労クレーン 19.6[kN] 12m  

主機出力(ｋW) 800kW×2基     

推進方式 電気推進＋CPP×2軸 コンテナラボ 10ft×3台 

推進器 CPP×2基  

研究室給電 
100V, 220V,精密100V,精密220V 

舵 2基 

補助推進装置  甲板上給電 100V, 220V,440V 

補助推進装置 ﾄﾝﾈﾙ型ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 研究室給水 清水、研究用海水 

ダイナミックポジショ
ニングｼ ｽﾃﾑ 

有 甲板上給水 清水、研究用海水、海水 

減揺装置 有 観測設備荷役設備  

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無し 観測機器倉庫容積 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 研究室搬入入口寸法 

船籍港定係地 東京都   

竣工年月日 2016年03月31日 
特徴 教育関係共同利用拠点 

建造造船所 三菱重工下関造船所 

引用 HP  ：＜http://www.ooc.kaiyodai.ac.jp/ooc/ship.html＞ 

引用 HP  ：＜https://www.kaiyodai.ac.jp/overview/facilities/ship/trainingship.html＞ 

船舶・海洋オペレーションセンター 

〒108-8477  東京都港区港南 4-5-7 船舶・海洋オペレーションセンター  運航部門 

ＴＥＬ  運航部門  03-5463-0570 TEL  03-5463-0590（事務手続）観測部門  03-5463-05

http://www.ooc.kaiyodai.ac.jp/ooc/ship.html
http://www.kaiyodai.ac.jp/overview/facilities/ship/trainingship.html
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神鷹丸観測機器・設備 
観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

漁具     

船尾ｵｯﾀｰﾄﾛｰﾙ  1式   

流し網  1式   

イカ釣り装置  1式   

浮延縄  1式   

観測ウインチ（常設）     

ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ  1式   

CTDｳｲﾝﾁ  1  22〔KN〕  φ8㎜  ｹｰﾌﾞﾙ    右舷CTDｸﾚｰﾝ 

多目的ｳｲﾝﾁ  1  50〔KN〕  φ12㎜  ｹｰﾌﾞﾙ  船尾Aﾌﾚｰﾑ 

一般観測ｳｲﾝﾁ  1  20〔KN〕  φ9㎜  鋼ﾜｲﾔｰ  船尾Aﾌﾚｰﾑ 

BTｳｲﾝﾁ  1  0.49〔KN〕  前部甲板 

観測補助設備     

CTD（LARS)ｸﾚｰﾝ  1  右舷 

Aﾌﾚｰﾑ  1  船尾 

電動ﾎｲｽﾄ    船尾 

船首甲板ｸﾚｰﾝ  1  8.82〔KN〕  7.5m  前部甲板 

中央部漁労ｸﾚｰﾝ  1  19.6〔KN〕  12m  船尾 

船尾漁撈ｸﾚｰﾝ  1  19.6〔KN〕  12m  船尾 

搭載観測機器     

浅海用マルチビーム音響測深機  1  40～100kHz 

深海用マルチビーム音響測深機  1  12kHz  表面音速計、海底地形解析ソフ ト付属 

サブボトムプロファイラー  1   

USBL水中測位装置  1式   

ADCP  1   

全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿｰﾅｰ  1   

魚群探知機  1   

科学魚探  1   

CTDﾛｾﾞｯﾄ採水器  1式   

環境ｾﾝｻｰ付0.25㎡多段式開閉ﾈｯﾄ  1  常時搭載ではない 

ｽﾐｽ・ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ採泥器  1  常時搭載ではない 

XBT/XCTD観測装置  1式   

研究室設備     

海中粒径計測装置  1   

表層海水ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ装置  1式   

ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ式携帯型CTD  2 SeaBirdSEB9 + 浅海用/深海用：  常時搭載ではない 

純水製造装置  1   

塩分測定装置  1   

その他     

気象海象観測装置  1式   

気象衛星受画装置  1   

船内無線LAN  1式   

監視TV装置  1式   

減揺装置  1  ｱﾝﾁﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾝｸ 

漁倉  1   

凍結室  1   

 

船舶・海洋オペレーションセンター 

〒108-8477  東京都港区港南4-5-7 船舶・海洋オペレーションセンター  運航部門 

ＴＥＬ  運航部門  03-5463-0570 TEL  03-5463-0590 

（事務手続）観測部門  03-5463-0595 
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国立大学法人東京海洋大学 汐路丸  ３ 
 

船  名 汐路丸 附帯観測設備 
船種 
航行区域 

第4種船・近海区域 
(非国際航海) 

主として航海練習船のため航海術・運用術等の計測・
遠隔操作等の通信・記録設備機器が装備されている。
また実習航海の航海計画は大枠が決められている。一
般的な海洋観測には不向きですが、研究者が観測機材
一切を持込んで設置することが可能であれば応相談。
また船位や海潮流の計測・研究は可能。 

船舶所有者 
国立大学法人
東京海洋大学 

運航目的 航海練習船 

運航者 
国立大学法人
東京海洋大学 

全長(m) 49.93 

型幅(m) 10.00 

型深さ(m) 3.80 

最大喫水(m) 3.17 

総トン数 425 
国際トン数 ー 観測甲板概算面積及び安

全荷重 
㎡ ＊トン/㎡ 

載貨重量ﾄﾝ数 ー 

航海速力(kts) 14.12     

航続距離(浬) 3,200     

乗組員定員 12人     

研究者 ー     

教員 6人     

学生 44人     

その他の者 ー     

旅客定員 ー     

最大搭載人員 62人 観測ｸﾚｰﾝ    

主機出力(ｋW) 1,029kW×1 交通艇    

推進方式 4翼CPP×1 作業艇  

推進器 １基  

研究室給電 
100V 

舵 １基 

補助推進装置 無し 甲板上給電 100V 

補助推進装置 
ﾄﾝﾈﾙ型
ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 研究室給水 清水(雑用) 

ダイナミックポジショ
ニングｼｽﾃﾑ 無し 甲板上給水 清水(雑用)、海水(GS) 

減揺タンク 無し   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無し 観測設備荷役設備  

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 関測器機倉庫容積  

定係港定係地 東京都 研究室搬入口寸法  

竣工年月日 1987年2月10日   

建造造船所 石川島播磨東京工場 特徴 教育関係共同利用拠点 

引用 HP  ：＜http://www.ooc.kaiyodai.ac.jp/ooc/ship.html＞ 

引用 HP  ：＜https://www.kaiyodai.ac.jp/overview/facilities/ship/trainingship.html＞ 

 

東京海洋大学越中島地区事務室教務係電話：03-5245-7320 

ファックス：03-5245-7332 

http://www.ooc.kaiyodai.ac.jp/ooc/ship.html
http://www.kaiyodai.ac.jp/overview/facilities/ship/trainingship.html
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汐路丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

光船内ネットワーク ①速力・馬力・燃料消費量計測    

 ②潮流計測    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

http://www.e.kaiyodai.ac.jp/images/introduction/shioji/ship_lan2.jpg 
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国立大学法人東京海洋大学 青鷹丸 ３    
船  名 青鷹丸 附帯観測設備 

船種 

航行区域 
第3種漁船・遠洋
区域(国際航
海) 

延縄漁具、CTDｳｲﾝﾁ、多目的ｳｲﾝﾁ、BTｳｲﾝﾁ、Aﾌﾚｰ 

ﾑ、電動ﾎｲｽﾄ、ｻｲﾄﾞ曳ﾌﾞｰﾑ、CTD/ﾛｾﾞｯﾄ採水装置、 
XBT/XCTD、表層海水ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ装置、魚群探知機、ADCP 

船舶所有者 
国立大学法人
東京海洋大学 

運航目的 漁業練習船 

運航者 
国立大学法人
東京海洋大学 

全長(m) 35.5 

型幅(m) 7.0 

型深さ(m) 3.4 

最大喫水(m) 2.8 

総トン数 170 

国際トン数 272  
観測甲板概算面積及び
安全荷重 

 

40㎡  木甲板 

300㎏/㎡（動揺防止措置含む） 

載貨重量ﾄﾝ数 130.52 

航海速力(kts) 11.5 

航続距離(浬) -     

 

乗組員定員 

 

16人 

 

CTDｳｲﾝﾁ 

 

9.8[kN] 

 

6mm 

アーマードケーブル3000m 

 

研究者 

 

0 

 

観測ｳｲﾝﾁ 

 

9.8[kN] 

 

6mm 

アーマードケーブル2000m 

教員 2人 BTｳｲﾝﾁ 0.49[kN] 
 ワイヤー 1000m 

学生 23人     

その他の者 0     

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ    

最大搭載人員 41人     

主機出力(ｋW) 757.5kW×1 交通艇    

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ＋CPP   

推進器 4翼CPP×1 
研究室給電 100V, 220V,精密100V,精密220V 

舵 １基 

補助推進装置 無し 甲板上給電 100V, 200V 

補助推進装置 
ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 
ｽﾀﾝｽﾗｽﾀ 研究室給水 清水(雑用)、研究用海水 

ダイナミックポジ
ショニングｼｽﾃﾑ 無し 甲板上給水 清水(雑用)、研究用海水、GS 

減揺タンク 無し   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無し 観測設備荷役設備 なし 

他の減揺装置 無し 観測器機倉庫容積 なし 

定係港定係地 東京港・学内ﾎﾟﾝ
ﾄﾞ 

研究室搬入口寸法 80×190㎝ 

竣工年月日 
1987年10月31日 
/2002年改造 

  

建造造船所 三保造船所 特徴  

引 用 HP  ：＜http://www.ooc.kaiyodai.ac.jp/ooc/ship.html＞ 

引 用 HP   ：＜https://www.kaiyodai.ac.jp/overview/facilities/ship/trainingship.html＞ 

引 用 HP   ：＜http://www.s.kaiyodai.ac.jp/ship/seiyo/laboH16_12.html＞ 

 

船舶・海洋オペレーションセンター 

〒108-8477 東京都港区港南 4-船舶・海洋オペレーションセンター 運航部門 

ＴＥＬ 運航部門 03-5463-0570 TEL 03-5463-0590（事務手続）観測部門 03-5463-0595

http://www.ooc.kaiyodai.ac.jp/ooc/ship.html
http://www.kaiyodai.ac.jp/overview/facilities/ship/trainingship.html
http://www.s.kaiyodai.ac.jp/ship/seiyo/laboH16_12.html
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青鷹丸観測機器・設備 

観測機器名 個数 メ モ 
漁具 延縄 2式 浮き延縄/縦延縄 

 

 

 
 

甲板設備 

CTDウィンチ 1 22[kN] 8mm ケーブル 船尾Aフレームから 

多目的ウィンチ 1 50[kN] 12mm ケーブル 船尾Aフレームから 

BTウィンチ 1 0.49[kN]3.2mm被覆ﾜｲﾔｰ 右舷側 

Aフレーム 1  
船尾 

電動ホイスト 1  

サイド曳ブーム 1 表層曳ﾈｯﾄ用 右舷側 

CTD／ﾛｾﾞｯﾄ採水器 1式 SeaBIRD SEB9+/SBE32 8L×12本 

XBT/XCTD 1式   

研究室設備 表層海水モニタリング装置 1式   

音響観測機器 
魚群探知機 1   

ADCP 1   

その他     

 

船舶・海洋オペレーションセンター 

〒108-8477  東京都港区港南 4-5-7 船舶・海洋オペレーションセンター   運航部門 

ＴＥＬ  運航部門  03-5463-0570 TEL   03-5463-0590（事務手続）観測部門  03-5463-0595 
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国立大学法人神戸大学 深江丸 3   

船  名 深江丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第4種船/近海区域 
(非国際)A2水域 

船内LAN及びﾃﾞｰﾀ処理ｼｽﾃﾑ、磁気ｺﾝﾊﾟｽ、ｼﾞｬｲﾛｺﾝﾊﾟ 
ｽ、GPSｺﾝﾊﾟｽ、ｻﾃﾗｲﾄｺﾝﾊﾟｽ、GPS3台、電磁ﾛｸﾞ、 
ECDIS、音響測深儀、ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰｿﾅｰ2台、ADCP、水温計、風向風速気圧気温
湿度雨量計、ｱﾈﾓﾒｰﾀｰ、MBES、ｴｱ 
ｶﾞﾝ、ﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙｽﾄﾘｰﾏｰ（MCS）6ﾊｲﾄﾞﾛﾌｫﾝ)、ROV、交通兼作業艇、交通艇、
舶用ﾕﾆｯｸｸﾚｰﾝ、曳航用ﾀﾞﾋﾞｯﾄ 

船舶所有者 
国立大学法人

神戸大学 

運航目的 航海練習船 

運航者 
国立大学法人

神戸大学 

全長(m) 49.95 

型幅(m) 10.00 

型深さ(m) 6.10 

最大喫水(m) 3.75 

総トン数 449 

国際トン数 674 観測甲板概算面積及び安
全荷重 ㎡ ＊トン/㎡ 

載貨重量ﾄﾝ数 - 

航海速力(kts) 12.5 研究室床面積 24㎡ 

航続距離(浬) 3,000 机の面積 2㎡ 

乗組員定員 12人 CTDｳｲﾝﾁ 常設無し 

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ 常設無し 

教官 4人 観測ｳｲﾝﾁ 常設無し 

学生 48人 ｸﾚｰﾝ 0.95t 最大径8m 

その他の者 0 観測ｸﾚｰﾝ 0.95t 0.6-13m 

旅客定員 0 交通艇 4.74m長/定員4名 

最大搭載人員 64人 交通兼作業艇 5.97m長/定員5名 

主機出力ｋW 1,100kW×1   

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ   

推進器 
4翼可変ﾋﾟｯﾁｽｷｭｰﾄﾞ 

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ1基 
 

研究室給電 

 

１φ2W  AC100V, 3φAC220V 
舵 1基 

補助推進装置 
ﾄﾝﾈﾙ型ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 

(1.5ﾄﾝ) 甲板上給電 １φ2W  AC100V, 3φAC220V 

補助推進装置 
ﾄﾝﾈﾙ型ｽﾀﾝｽﾗｽﾀ 

(1.2ﾄﾝ) 研究室給水 清水(雑用) 

 

船位保持装置 

航行支援情報処理装
置NACOS 20、X- 
NAVI、ECDIS 

 

甲板上給水 

 

清水(雑用)、海水 

減揺タンク 無   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 観測器機倉庫容積  

船籍港定係地 神戸市 研究室搬入口寸法 70cmW×１６０cmH 

竣工年月日 1987年10月14日   

建造造船所 三井造船玉野事業所 特徴 教育関係共同利用拠点 

 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.edu.kobe-u.ac.jp/gmsc-fukaemaru/ship/index.html＞ 

〒658-0022 神戸市東灘区深江南町 5 丁目 1-1 

TEL 078-431-6200 

http://www.edu.kobe-u.ac.jp/gmsc-fukaemaru/ship/index.html
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深江丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

船内LANﾃﾞｰﾀ処理ｼｽﾃﾑ  1式   

交通兼作業艇 5.97m長/定員5名 1隻  深江丸Ⅰ 

交通艇 4.74m長/定員4名 1隻 母船から5浬以内 深江丸Ⅱ 

MBES（海底地形探査装置） EM-712S 1式 Kongsberg  

MCSﾊｲﾄﾞﾛﾌｫﾝ(6ch) MINI-STREAMER 1式 Teledyne Instruments  

ｴｱｶﾞﾝ Mini  GIｶﾞﾝ(30cu.inch×2) 2 6ch最深190mﾘｰﾄﾞｲﾝ150m  

小型ROV 2000m級ｹｰﾌﾞﾙ1300m電動ｳｲ 
ﾝﾁ付HDｶﾒﾗ採泥可 

 

1 

 

広和 

 

 

探査装置曳航用ﾀﾞﾋﾞｯﾄ  1   

舶用ﾕﾆｯｸｸﾚｰﾝ UVB505;0.96t;径0.6-13m 1 古川ﾕﾆｯｸ  

ｸﾚｰﾝ ﾃﾚｽｺﾋﾟｯｸｸﾚｰﾝ0.95t径8m 1 日本ｱｲｷｬﾝ  

風向風速気圧気温湿度雨量
計 

 

WXT-520 

 

1式 

 

ｳﾞｧｲｻﾗ 

 

ｱﾈﾓﾒｰﾀｰﾚｺｰﾀﾞｰ KWD-75 1 布谷舶用計器工業  

水温計 DT-3110A 1 村山電気  

ADCP Workhorse Mariner 1 Teledyne RD  Instruments 2m/70層 

音響測深儀 F-851T 1 古野電気  

電磁ログ EML201-HIS 1 横川電子機器  

ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰｿﾅｰ DS-60 1 古野電気  

ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰｿﾅｰ DOLOG23 1 ｸﾙｯﾌﾟｱﾄﾗｽ  

ECDIS JAN901B 1 日本無線  

GPS GP-150,50-Mk2,36 各1 古野電気  

ｻﾃﾗｲﾄｺﾝﾊﾟｽ SC-120 1 古野電気  

GPSｺﾝﾊﾟｽ JNL-21 1 日本無線  

ｼﾞｬｲﾛｺﾝﾊﾟｽ CMZ900 1 横川電子機器  

磁気ｺﾝﾊﾟｽ RA165A 1 布谷舶用計器工業  

     

     

     

     

引用 HP ：＜http://www.edu.kobe-u.ac.jp/gmsc-fukaemaru/ship/index.html＞ 

引用 HP  ：＜http://www.maritime.kobe-u.ac.jp/study/fukaemaru.html＞ 

http://www.edu.kobe-u.ac.jp/gmsc-fukaemaru/ship/index.html
http://www.maritime.kobe-u.ac.jp/study/fukaemaru.html
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国立大学法人広島大学 豊潮丸  3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

引 用 ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://home.hiroshima-u.ac.jp/toyoshio/ 

国立大学法人広島大学生物生産学部 

附属練習船豊潮丸基地 

〒７３７－００２９ 

広島県呉市宝町７－４   広島大学生物生産学部附属練習船基地 

（カーナビやタクシーは宝町８－４を設定・指示して下さい） 

 電 話 ：０８２３－２３－４８５３ FAX：０８２－５５３－０２３７ 

携帯電話：080-1926-4877（中口和光船長） 

船  名 豊潮丸 附帯観測設備 

船種 

航行区域 第３種漁船 
丸稚ﾈｯﾄ､ﾆｭｰｽﾄﾝﾈｯﾄ、ORIﾈｯﾄ、多段開閉式ﾈｯﾄ・環境計測ｼｽﾃﾑ、表中層稚魚採集
網、表中層ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ採集網、VMPS、ﾊﾞﾝﾄﾞｰﾝ採水器、表面採水  器、ﾊｲﾛｰﾄ採水器、
水中集魚灯、自動イカ釣り機、LCﾈｯﾄ、ﾋﾞｰﾑﾄﾛｰﾙ、ｿﾘ 
ﾈｯﾄ、簡易ﾄﾞﾚｯｼﾞ、ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ式採泥器、ｴｸﾏﾝﾊﾞｰｼﾞ採泥器、ｱｼｭﾗ型採泥器、KK
式簡易採泥器、篭網､ｱﾅｺﾞ筒、実体顕微鏡、低温恒温器、赤外線監視ｶﾒﾗ、自航
式水中TVｶﾒﾗ、ｶﾗｰ魚探、ﾏﾙﾁﾓﾆﾀｰ（赤外線ｶﾒﾗ、監視ｶﾒ 
ﾗ、水中TV、海底地形、ｶﾗｰ魚探､ｶﾗｰｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ、高機能魚群探知機、航海用ﾚｰ
ﾀﾞｰ、ADCP以上の情報表示）、冷凍冷蔵庫、船内LANｼｽﾃﾑ 

船舶所有者 
国立大学法人

広島大学 

運航目的 附属練習船 

運航者 
国立大学法人

広島大学 

全長（m） 40.50 

型幅(m) 8.50 

型深さ(m) 3.70 

最大喫水（m） 3.30 

総トン数 256 

国際トン数 400 観測甲板概算面積及び安
全荷重 33.4㎡ 12.8kN/㎡ 

純ﾄﾝ数 120 

航海速力(kts) 10.0（最大12.0）  
船首観測ｳｲﾝﾁ：専用滑車
有（ﾌﾟﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ用） 

定格3.92KN(0.4t  60m/min）制動力7.4KN/計画ﾄﾞﾗ 
ﾑ径400mm/ｳﾚﾀﾝ樹脂被膜型（ﾌﾞﾚｰﾄﾞ)内層ｹﾌﾟﾗｰ 
Φ6.0mm×1000m（張力14ｋN） 

航続距離(浬) 2,900(10日間) 

乗組員定員 12人 

研究者 0 
CTDｳｲﾝﾁ：専用滑車、電子
制御式整列巻き機能付、
線長・線速・張力ｾﾝｻｰ付 

 
巻込み1,587Kg(1層目) 速度0～85m/min(可変速) 鋼線
亜鉛ﾒｯｷｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ/Φ8.1mm×2,000m長 教員 2人 

学生 18人 

その他の者 0  

観測ｳｲﾝﾁ：専用滑車有、 
ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ、ﾊﾞﾝﾄﾞﾝ採水
器他に使用 

巻込1.47KN×60m/min(1層目) 制動力2.3KN/計画径
Φ260/SUSﾜｲﾔｰΦ3mm×1,500m破断強度6.47KN 旅客定員 0 

最大搭載人員 32人(臨時定員62人) 

主機出力(ｋW) 405kW2基 曳網ｳｲﾝﾁ×２ 専用滑車
有、ﾄﾞﾚｯｼﾞに使用 

18.6KN(1.9t)80m/min制動力27.9KN/計画径PCD998/鋼
線Φ12×2,000m 

推進方式 固定ﾋﾟｯﾁ電気推進 

推進器 
全旋回式縦軸
推進器２基 

 

研究室給電 

 

100V, 220V,精密100V,精密200V 
舵 無 

補助推進装置 無 甲板上給電 100V, 220V,440V 

補助推進装置 無 研究室給水 清水(水道水) 

ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ 有 甲板上給水 清水(水道水) 

減揺タンク 無 甲板ｸﾚｰﾝ 荷重72.8KN、2.9m-2.6t 7.6m-0.95t 

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備 甲板クレーン有り、72.8kNm(2.6~0.95ﾄﾝ) 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 観測器機倉庫容積 無し、甲板上・研究室内・居室に保管 

船籍港定係地 呉市 研究室搬入口寸法 60cm×165cm 

竣工年月日 2006年11月29日  

特徴 

電気推進・全旋回式縦軸推進器×2基によるｼﾞｮｲｽﾃｨｯ 
ｸ操船可、教育関係共同利用拠点 建造造船所 三井造船玉野工場 

 

http://home.hiroshima-u.ac.jp/toyoshio/
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豊潮丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾋﾞｰﾑﾄﾛｰﾙ(桁網)  1式 日東製網  

ソリﾈｯﾄ  1式 日東製網  

丸稚ﾈｯﾄ ﾆｭｰｽﾄﾝﾈｯﾄ 各種   

ORIﾈｯﾄ Cネット･NMG52（0.33mm） １式 離合社  

ﾓｯｸﾈｽﾈｯﾄ MOCNESS-1 １式 米国BESS社製  

表層中層稚魚採集網 LC-20M-SMR 1台 両端ﾊﾟﾗｶｲﾄ（凧）付  

VMPS VMPS1000 1式 鶴見精機  

漁網監視装置 (ｽｷｬﾝﾏｰ） 1式 日本海洋  

ﾊﾞﾝﾄﾞｰﾝ・表面/採水器 10L×2本  離合社  

ﾊｲﾛｰﾄ採水器 JIS-K0094工場排水採水用 1台 離合社  

水中集魚灯 ﾊｲｸﾘｰﾝ/ｽﾀｰﾗｲﾄMW 1式 江東電気KU-5MB  

自動イカ釣り機 SE-UA1  SANMEI  

手釣り、タモ網、曳縄  各種   

LCﾈｯﾄ 両端ﾊﾟﾗｶｲﾄ(凧)付船尾ﾄﾛｰﾙ 1台 ニチモウ  

簡易(生物)ﾄﾞﾚｯｼﾞ 大 型  Cat No.5121-B 1台 離合社  

採泥器 ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ/ｴｸﾏﾝﾊﾞｰｼﾞ 各種   

〃 ｱｼｭﾗ/KK式簡易  等 各種   

籠網、ｱﾅｺﾞ筒  各種   

表層連続観測装置 水温・塩分・クロロフィル 1式 日本海洋  

CTD+ﾛｾﾞｯﾄ採水器 SBE9/11plus 1式 SEA BIRD  

ADCP 300KHzﾏﾘﾅ- 1式 RD  

海底地形探査装置 HS-600 （320KHz） 1式 古野電気  

高機能魚群探知機 FCV-30(38KHz) 1式 古野電気  

ｶﾗｰｽｷｬﾆﾝｸﾞｿｰﾅｰ FSV-30 1式 古野電気  

透明度板  1枚   

水中TVｶﾒﾗ装置 MitsuiRTV-100 MKⅡS 1式 三井造船  

自動気象観測装置  1式 日本ｴﾚｸﾄﾘｯｸｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄ  

波高計 0～20ﾏｲｸﾛ波式 １式 鶴見精機  

水中蛍光光度計 ﾊﾞﾘｵｾﾝｽⅢ 1式 IMPULSPHISIK  

ﾌｨｰﾙﾄﾞ蛍光光度計 10-005R 1台 ﾀｰﾅﾃﾞｻﾞｲﾝ  

ジャイロｺﾝﾊﾟｽ TG-8000 1式 東京計器  

水中測定装置 MP100 1式 ｶｲｼﾞｮｰ  

高性能ｺﾝﾊﾟｽ ｺﾝｸﾞｽﾝﾍﾞﾙｸﾞ＋ｼﾑﾗｯﾄﾞ 1式 日本海洋  

ｼｽﾃﾑ操船装置  1式 三井造船  

GPSｺﾝﾊﾟｽ SC-110 1式 古野電気  

DGPS航法装置 GP-150 1式 古野電気  

音響測深器 FE-700 1式 古野電気  

カラ―魚探 FCV1500L 1式 古野電気  

ECDIS EC-7000 1式 東京計器  

CTD用ｳｲﾝﾁ ﾀﾞｲﾅｺﾝ10030 1式 ﾀﾞｲﾅｺﾝ 8.1Φ×2000m 

CTDｸﾚｰﾝ 多関節ｸﾚｰﾝ 1式 HIAB  

船首観測ｳｲﾝﾁ 非自転防水型ｹﾌﾟﾗｰ索巻 1式 ｶﾜｻｷﾌﾟﾚｼﾞｼｮﾝﾏｼﾅﾘ 6Φ×1000m 

曳網ｳｲﾝﾁ ツインドラム 1式 ｶﾜｻｷﾌﾟﾚｼﾞｼｮﾝﾏｼﾅﾘ 12Φ×2000m 

観測(BT)ｳｲﾝﾁ  1式 ｶﾜｻｷﾌﾟﾚｼﾞｼｮﾝﾏｼﾅﾘ 3Φ×1500m 

可倒式Aﾌﾚｰﾑ 移動荷重4.9kN 1基 ｶﾜｻｷﾌﾟﾚｼﾞｼｮﾝﾏｼﾅﾘ  

起倒式ﾗﾝﾌﾟﾄﾞｱ 後部作業甲板船尾 1式 ｶﾜｻｷﾌﾟﾚｼﾞｼｮﾝﾏｼﾅﾘ  

船尾観測ｸﾚｰﾝ 72.8kNm(2.6~0.95ﾄﾝ) 1基 HIAB  

船首観測ﾀﾞビット 吊荷重4.9kN(全旋回型） １式 ｶﾜｻｷﾌﾟﾚｼﾞｼｮﾝﾏｼﾅﾘ  

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://home.hiroshima-u.ac.jp/toyoshio/＞

http://home.hiroshima-u.ac.jp/toyoshio/
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国立大学法人三重大学 勢水丸 3 

船  名 勢水丸 附帯観測設備 

船種 

航行区域 

第3種漁船 

(国際航海)A３水域 
観測ｳｲﾝﾁ、CTDｳｲﾝﾁ、ｳｲﾝﾁ制御室、漁網監視装置、各ｳｲﾝﾁ用線長・線速
計、作業艇   兼交通艇（以上は長船首楼甲板に配置）、CTDｵｸﾄﾊﾟｽｼｽﾃﾑ、
ﾆｽｷﾝ採水器(2.5L)、 
XBT、XCTD、透明度板、水銀棒状温度計、水色計、ﾊﾞﾝﾄﾞｰﾝ採水器
（25L）、採泥器（簡易ﾄﾞﾚｯｼﾞ、自重式柱状採泥器、GS型表層採泥器、
KK式簡易採泥器､ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型   採泥器等）、ﾆｭｰｽﾄﾝﾈｯﾄ、ﾎﾞﾝｺﾞﾈｯﾄ、ｶ
ｸﾁﾈｯﾄ、ﾏﾙﾁﾈｯﾄ、ﾉﾙﾊﾟｯｸﾈｯﾄ、IKMTﾈｯﾄ､ORIﾈｯ 
ﾄ、ﾓｯｸﾈｽ多段開閉式ﾈｯﾄ、GPS航法装置、自動気象観測装置、表層水温ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞｼｽﾃ 
ﾑ、計量科学魚群探知機(EK60)、ｶﾗｰ魚群探知機､ｴｺｰｻｳﾝﾀﾞｰ､多層式流向流
速計 
(ADCP)、ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ、総一次生産測定装置(FRRF)、多項目水質計（DS5）、

多波長励   起式ｸﾛﾛﾌｨﾙ測定装置（FluoroProbe）、塩分計、溶存酸素

滴定装置、資料保存用冷蔵庫・冷凍庫3台 (-6℃~ ー

12℃:240L/-25℃~ー7℃:415L/-40℃~ー20℃:412L) 

船舶所有者 国立大学法人 
三重大学 

 

運航目的 

学生実習のため 

研究、地域貢献、その

他教育関係共同利用

拠点 

運航者 国立大学法人三重大学 
大学院生物資源学研究科 

全長（m） 50.90 

型幅（m） 8.60 

型深さ（m） 3.75 

喫水（m） 3.30 

総トン数 318 

国際トン数 491 
観測甲板概算面積及び安全荷重 12.5㎡ 12.80 kN/㎡(1.3t) 

載貨重量トン数 238.14 

航海速力（kts） 12  定格荷重 巻層数 ワイヤー径・長さ 

常用航海速力（kｔs） 約10 CTDｳｲﾝﾁ（ｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ） 24.9kN 28層 φ6.4mm×4500m 

航続距離（浬） 3,500 観測ｳｲﾝﾁ(鋼線) 18.5kN 34層 φ5.0mm×6000m 

乗組員定員（人） 16人 ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ(鋼線) 24.5kN 42層 φ14mm×1500m 

その他（人） 28人 ﾓｯｸﾈｽｳｲﾝﾁ(ｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ) 49.8kN 17層 φ8.03mm×2000m 

内訳：教員（人） 2人  定格荷重 可動半径 可動角度 

学生（人） 24人 観測Aﾌﾚｰﾑ 5.88kN 4.2m 74° 

予備（人） 2人 船尾Aﾌﾚｰﾑ 19.6kN 5.0m 121° 

最大搭載人員 44人 甲板ｸﾚｰﾝ（2基） 0.96t 10m 81° 

 

主機出力ｋW 
530kW3基 

 定員 出力 推進方式 

交通艇兼作業艇 8名 50馬力 船外機 

推進方式 電気推進＋可変ピッチ ｳｲﾝﾁ制御室  

 

推進器 

(推進電動機1,000ｋW・

300kW)＋4翼可変ﾋﾟｯﾁﾌﾟ 

ﾛﾍﾟﾗ 

 

研究室給電 

 

100V,220V,24V（DC) 

舵 ﾍﾞｯｶｰﾗﾀﾞｰ 1 基 

ﾊﾞｳｽﾗｽﾀｰ ﾎﾟﾝﾌﾟｼﾞｪｯﾄ(300kW) 甲板上給電 100V,220V,24V（DC) 

 

補助推進装置 

 

無 

 

研究室給水 
清水(雑用)、清水（飲料水（純水製造装置に使用））、
温水(雑用)、研究用海水、雑用海水 

操船装置 ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸｼｽﾃﾑ 甲板上給水 清水(雑用)、温水(雑用)、研究用海水、雑用海水 

減揺タンク 無   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備 甲板ｸﾚｰﾝ（2基） 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 研究室搬入口寸法 120cm×80cm : 170cm×65cm 

船籍港定係地 津松阪港 松阪港区 特徴 ： 電気推進のため静穏で低振動、大型船が入らない浅海域も得意。H22年より

黒潮流域圏における生物資源と環境・食文化教育のための共同利用拠点になっている。

ﾎﾟﾝﾌﾟｼﾞｪｯﾄ、電気推進+可変ﾋﾟｯﾁﾌﾟﾛﾍﾟﾗ、ﾍﾞｯｶｰﾗﾀﾞｰをｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸｼｽﾃﾑで制御して    いる。 
竣工年月日 2009年1月30日 

建造造船所 三菱重工業下関造船所 

 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://seisuimaru.bio.mie-u.ac.jp/index.html＞ 

参 照 ｳｴﾌﾞｻｲﾄ(ﾍﾞｯｶｰﾗﾀﾞｰ)     ＜http://www.nakashima-mitsuwa.com/product/kaji/＞ 

〒514-2221    三重県津市⾼野尾町 2072-2 

国⽴⼤学法⼈三重⼤学 ⼤学院⽣物資源学研究科・⽣物資源学部附属教育研究施設チーム  練習船担当 

電話 059-230-0044 ＦＡＸ059-230-1463 

http://seisuimaru.bio.mie-u.ac.jp/index.html
http://www.nakashima-mitsuwa.com/product/kaji/
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勢水丸観測機器・設備 

 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

CTDｵｸﾄﾊﾟｽｼｽﾃﾑ SBE-25 1式 SEABIRD  

ﾆｽｷﾝ採水器（25L)     

XBT/XCTD     

透明度板     

水銀棒状温度計     

水色計     

ﾊﾞﾝﾄﾞｰﾝ採水器(25L) 5026-F2 1式 離合社  

多波長励起式ｸﾛﾛﾌｨﾙ測定装置（FluoroProbe） 1式 bbe  

簡易ﾄﾞﾚｯｼﾞ  1式   

ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ採泥器 5144-A １式 離合社  

自重式柱状採泥器 5167 1式 離合社  

GS型表層採泥器     

KK式簡易採泥器     

ﾆｭｰｽﾄﾝﾈｯﾄ、ﾎﾞﾝｺﾞﾈｯﾄ、ﾉﾙﾊﾟｯｸﾈｯﾄ    

IKMTﾈｯﾄ、ORIﾈｯﾄ、ﾓｯｸﾈｽ多段開閉式ﾈｯﾄ    

ﾏﾙﾁﾈｯﾄ・ｶｸﾁﾈｯﾄ ﾆｭｰｽﾄﾝﾈｯﾄ(表層水平曳) 各種 日本海洋  

WP-2ﾈｯﾄ,浮延縄 表層・中層鉛直曳 各種 ニチモウ  

底延縄・底カゴ網  各種 ニチモウ  

ﾀﾓ網、竿釣り,曳縄等  各種   

GPS航法装置     

ADCP 75kHz、600kHz 1 RD インストゥルメント  

計量科学魚探 EK-60 １式 SIMRAD  

カラー魚群探知機  1式   

自動気象観測装置  1式 日本ｴﾚｸﾄﾘｯｸｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄ  

CO２・H2Oｱﾅﾗｲｻﾞ LI-7500 1式 ソニック  

ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ CSH-8L 1式 FURUNO  

塩分計  1   

観測ｳｲﾝﾁ  1台 鶴見精機  

CTD 観測ｳｲﾝﾁ  1台 鶴見精機  

甲板ｸﾚｰﾝ  2基 鶴見精機  

作業艇兼交通艇  1隻 ヤマハ  

漁網監視装置 JO-40775 1式 SIMRAD  

FRRF(一次生産測定) FRRF 1基 紀本電子工業  

多項目水質計 DS5X 1 環境システム株式会社  

ｳｲﾝﾁ用線長・線速計     

表層水温ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ STNF 1式 SEABIRD、bbe  

溶存酸素滴定装置  1式   

ｴｺｰｻｳﾝﾀﾞｰ  1   

資料保存用冷蔵庫 (-6℃~ー12℃：240L)(-25℃~-7℃:415L)(-40℃~ー20℃:412L)  

  1   

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://seisuimaru.bio.mie-u.ac.jp/img/A-8.pdf

http://seisuimaru.bio.mie-u.ac.jp/img/A-8.pdf
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国立大学法人北海道大学 おしょろ丸 ３ 

船  名 おしょろ丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船遠洋区域 
(国際航海) 
A1/A2/A3水域 

海鳥/海洋哺乳類目視調査室、ｺﾝﾃﾅﾗﾎﾞ、衛星受信装置(ｼｰｽ 
ﾍﾟｰｽ)、XBT-XCTDシステム(鶴見精機),形状監視装置（ｽｷｬﾝ 
ﾏｰ：SCANBAS）、全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ（古野電気FSV-30R）、 
CTD採水システム（ｼｰﾊﾞｰﾄﾞ）、ADCP(RD-75kH)、海底地形探査
装置（MBESｺﾝｸﾞｽﾍﾞﾙｸﾞEM302）、極深海音響測深器（ｺﾝｸﾞｽﾍﾞﾙ 
ｸﾞEK600）、ﾋﾟﾝｶﾞｰ、計量魚群探知機(ｺﾝｸﾞｽﾍﾞﾙｸﾞEK60)、表層
ﾓﾆ 
ﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ（JFEｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｯｸ）、自動気象・海象計測装置（日本
ｴﾚ 
ｸﾄﾘｯｸｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄ）、Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ（船尾）、減揺装置、音響機器
同期制御装置（ｺﾝｸﾞｽﾍﾞﾙｸﾞK-SYNC）、純粋製造装置(ﾐﾘQ)、ﾄﾞﾗ
ﾌ 
ﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ(ﾔﾏﾄ科学)、超低温冷凍庫(panasonic）、研究室詳細 
（No.1ﾄﾞﾗｲﾗﾎﾞ、No.2ｳｴｯﾄﾗﾎﾞ、No.3環境制御室（空調・光調
節）、低温ﾗﾎﾞ（10から℃）） 

船舶所有者 
国立大学法人
北海道大学 

運航目的 
漁業練習船/教育共同

利用拠点 

運航者 
国立大学法人
北海道大学 

全長(m) 78.27 

型幅(m) 13.0 

型深さ(m) 5.8 

最大喫水(m) 5.0 

総トン数 1,598 

国際トン数 1,998 観測甲板概算面積及び
安全荷重 1.7トン/㎡ 

載貨重量ﾄﾝ数 - 

航海速力(kts) 12.5     

航続距離(浬) 10,000 No.1観測ｳｲﾝﾁ φ12mmSUSﾜｲﾔｰ×7000m 

乗組員定員 32人 No.2CTDｳｲﾝﾁ φ8.03mm鉄製ｱｰﾏｰﾄﾞ亜鉛ﾒｯｷ×8000m 

研究者 0 No.3CTDｳｲﾝﾁ φ7.4mm鉄製ｱｰﾏｰﾄﾞ亜鉛ﾒｯｷ×7000m 

教員 7人 No.4観測ｳｲﾝﾁ φ6mmSUSﾜｲﾔｰ×8000m 

学生 60 観測用滑車 各ウインチ用を所有 

その他の者 0 
ﾄﾛｰﾙ漁業ｳｲﾝﾁ 

泉井鐵工所製36.3kN×52m/minｼﾝﾒﾄﾘｰ装
置、起倒式ｽﾘｯﾌﾟｳｴｰ、自動ﾄﾛｰﾙ装置付き 旅客定員 0 

最大搭載人員 99 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ 7.35m×8.20m：移動荷重19.6kN 

主機出力(ｋW) 2,000kW×1 観測ｸﾚｰﾝ CTD振出揚収用Hiab251-4 

推進方式 CPP+電動機2基 甲板ｸﾚｰﾝ ﾏﾘｰﾝｸﾚｰﾝTM-ZR505MR型（後部・前部） 

推進器 4翼CPP×1基 
研究室給電 

 

100V, 220V,精密100V 舵 ﾌﾗｯﾌﾟ舵 1 

推進電動機 1,000ｋW/300kW×2基 甲板上給電 100V, 220V,精密 

補助推進装置 ﾄﾝﾈﾙ型ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 研究室給水 清水(雑用)、研究用海水 

ジョイスティック 有 甲板上給水 清水(雑用)、研究用海水 

減揺タンク 有 救命艇  

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 格納式1対 観測設備荷役設備 漁労用荷役と観測兼用ｸﾚｰﾝ3基 

機関制御 統合制御ｼｽﾃﾑ 観測器機倉庫容積 採水器室、学生室を利用 

船籍港定係地 函館市 研究室搬入口寸法 1000mm×600mm 

竣工年月日 2014年7月28日 
特徴 

海洋調査部を創設し調査員3名配置、実習
にも参加し、教育関係共同利用拠点 建造造船所 三井造船玉野工場 

引 用 HP ：＜http://ships.fish.hokudai.ac.jp/＞ 

参照 HP：ﾌﾗｯﾌﾟ舵   ＜http://kamome-propeller.co.jp/products/rudder/＞ 

 

国立大学法人北海道大学 

函回キャンパス事回部船舶担当 

〒041-8611    函回市港町 3丁目 1番 1号 

TEL: 0138-40-5512・5579  FAX: 0138-40-5048 

E-mail:  senpaku[at]fish.hokudai.ac.jp 

http://ships.fish.hokudai.ac.jp/
http://kamome-propeller.co.jp/products/rudder/
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おしょろ丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

船尾ｵｯﾀｰﾄﾛｰﾙ  1式 ﾆﾁﾓｳ  

浮延縄  1式 ﾆﾁﾓｳ  

刺し網（表層流し網）  1式 ﾆﾁﾓｳ  

全自動いか釣り機 MY-12型 2台 東和電機製作所  

ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ 36.3kN×52m/min 2台 泉井鐵工所  

ｼﾝﾒﾄﾘｰ装置 同期ﾋﾟﾝｶﾞｰ方式 31.25kHz 1式 ﾆﾁﾓｳ  

ﾈｯﾄﾎｰﾗｰ 8.8kN×30m/min 1台 川重ﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸ  

ﾎﾞｰﾙﾛｰﾗｰ 1.0kN×177m/min 2台 船首・船尾作業甲板  

ﾗｲﾝﾛｰﾗｰ 0～45kg/10～150rpm 1台 東和電機製作所  

CTD採水システム SBE19plus+12 or 24 1式 SEA BIRD  

ADCP 75kHzPhased Array 1式 RD  

極深海測深器 EA600 1式 SIMRAD  

マルチビーム EM302 1式 SIMRAD  

ﾏﾙﾁﾌﾟﾙｺｱﾗｰ、PC  各1   

ｿﾘ型ﾄﾛｰﾙ網 No.5565-B 1式 離合社  

ﾒﾓﾘｰ式CTD     

表面水モニタリング JFE組み立て品 1式 JFEｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｯｸ  

計量魚群探知機 EK80 1式 SIMRAD  

観測ｳｲﾝﾁ 8.3kN×80m/min 1式 鶴見精機  

CTD 観測ｳｲﾝﾁ 7.8kN×90m/min 1式 鶴見精機  

純水製造装置 Milli-Q, integral5 1式 メトロームJAPAN  

音響機器同期装置 K-Sync 1式 SIMRAD  

XCTD/XBTシステム TS-MK150 1式 鶴見精機  

観測ｸﾚｰﾝ 7.8kN×7.4m 1式 HIAB  

高性能ｺﾝﾊﾟｽ Seapath300 1式 SIMRAD  

自動気象観測装置 組み立て品 1式 日本ｴﾚｸﾄﾘｯｸｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄ  

GPSﾌﾞｲ・船上局 THR500 1式 大洋無線  

ｺﾝﾃﾅラボ  4台 三井造船  

遠隔操作無人潜水機 MARINE  LEO 1式 広和  

実習用目視観測台  1式 三井造船  

研究用海水ﾎﾟﾝﾌﾟ・表層 NMPS-401CS HRL-20D 各1 大晃機械・兵神機械  

ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿｰﾅｰ FSV-30R 1式 古野電気  

漁具形状測定器 SCANBAS 1式 ｽｷｬﾝﾏｰ  

ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ MIR-154/NDO-410W 1 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ  

可搬式水槽 MK260-AC700H300 1 離合社  

GS型表層採泥器  1 離合社  

高精度塩分計 8400B  AUTOSAL 1 東京測器  

分光光度計 UV-1800 1 東京測器  

酸素瓶   ﾆﾁﾓｳ  

GPSﾚﾋﾟｰﾀｰ UREF-4000 1 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼｽﾃﾑｽﾞ  

船内LANｼｽﾃﾑ   東北電技工業  

引用 HP ：http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=182＞ 

引用 HP ：＜http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=230＞ 

引用 HP ：＜http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=259＞ 

引用 HP  ：＜http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=237＞ 

http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=182
http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=230
http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=259
http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=237
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 船 名 うしお丸 附帯観測設備 

船種      

航行区域 
第 3 種漁船    

３A(国際近海) 

ADCP(150KHz Phased Array:RD 社),計量魚群探知機 
（SIMRAD:EK-60）、観測ｳｲﾝﾁ（8.3kN×80m/min 油圧式：川重）、 
CTD 観測ウインチ（7.8kN×90m/min 油圧式:川重）、観測クレー 
ン（7.8kN×7.4m 油圧式ﾀﾀﾞﾉ）、観測支援艇（ｱｷﾚｽ HB-490R）、波 
高計(鶴見精機ﾏｲｸﾛ波）、水中蛍光光度計（SIMRAD ﾊﾞﾘｵｾﾝｽ 
Ⅲ）、フィールド蛍光光度計(ﾀｰﾅﾃﾞｻﾞｲﾝ 10-005R)、ｻｰﾓｻﾘﾉﾒｰﾀｰ 
（鶴見瀬機 312A）、水中測定装置(ｶｲｼﾞｮｰ MP100）、ﾃﾞｰﾀ処理ｼｽﾃ 
ﾑ（ｵｰﾄﾊﾟｲﾛｯﾄ、電磁ﾛｸﾞ、表面水温計、ﾄﾛｰﾙﾜｰﾌﾟﾒｰﾀｰ、気象記 
録指示装置、気象観測機、ﾊﾞｳｽﾗｽﾀｰ､ｽﾀﾝｽﾗｽﾀｰ、動揺計、主 
機回転数計、軸馬力計、CPP,ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰﾛｸﾞ、水中①測定装置、GPS 
航法装置、機関ﾃﾞｰﾀｰﾛｶﾞｰ） 

船舶所有者 国立大学法人 

北海道大学 

運航目的 練習船・教育研修共同 

利用拠点 

運航者 国立大学法人 

北海道大学 

全長（ｍ） 39.39 

型幅 8.1 

型深さ 3.0 

最大喫水 2.6 

総トン数 179 

国際トン数 286 観測甲板概算面積及び安 

全荷重 

 

     ㎡     ＊トン/㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数  

航海速力 11       

航続距離 2,200         

乗組員定員 16 CTD ｳｲﾝﾁ      

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ       

教員  0 観測ｳｲﾝﾁ     

学生 17 観測ｳｲﾝﾁ     

その他の者 0 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ    

旅客定員 0 A ﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ      

最大搭載人員 33 観測ｸﾚｰﾝ       

主機出力ｋW 809kW×1 交通艇    

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ CPP 作業艇   

推進器 CPP×1 基  
研究室給電 

 
100V, 220V,精密 100V,精密 220V  

舵 
ｵｰｼｬﾝｼﾘﾝｸﾞ舵１ 

（舵角 70-70） 
 

補助推進装置 
ﾄﾝﾈﾙｶ型ﾊﾞｳｽﾗｽ 

ﾀ(55kw) 

 

甲板上給電 
 

100V, 200V,440V 

補助推進装置 ﾄﾝﾈﾙ型ｽﾀﾝｽﾗｽ 
ﾀ(55kw) 

研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)、研究用海水 

ダイナミックポジショ 

ニングｼｽﾃﾑ 
船位保持装置 
(ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ) 

 

甲板上給水 
 

清水(雑用)、温水(雑用)、研究用海水 

減揺タンク 有     

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無し 観測設備荷役設備  

他の減揺装置 無し 関測器機倉庫容積  

定係港定係地 函館市 研究室搬入口寸法   

建造 三井造船・讃岐造船竣     

改造 函東工業㈱2002 年 3 月 特徴 教育共同利用拠点 

 

国立大学法人北海道大学  うしお丸 ３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工 1992 年 9 月 

 
延長工事 

 
http://ships.fish.hokudai.ac.jp/ 

http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=237 
 

国立大学法人北海道大学 

函館キャンパス事務部船舶担当 

〒041-8611 函館市港町 3 丁目 1 番 1 号 

TEL: 0138-40-5512・5579 FAX: 0138-40-5048 
 

E-mail: senpaku[at]fish.hokudai.ac.jp 

http://ships.fish.hokudai.ac.jp/
http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=237
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うしお丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

船尾ｵｯﾀｰﾄﾛｰﾙ  1式   

浮延縄  1式   

刺し網  1式   

一本釣り  1式   

いか釣り(自動イカ釣り機） MY-10 2式 HAMADE  

No.1魚群探知機 KCN-200 24ｋHz 1式 カイジョー  

ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ 19.6kN ×60m/min 2台 川重ﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸ  

ﾈｯﾄﾎｰﾗｰ PH-35 8.8kN×30m/min 1台 川重ﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸ  

ﾃﾞｯｷｸﾚｰﾝ 7.8kN×7.4m 2台 ﾀﾀﾞﾉ  

電動ﾎｲｽﾄ 28.4kN×30m/min5kW 2台 三菱電機  

ﾒﾓﾘｰ式CTD SBE19plus 1 SEA BIRD  

CTD+ﾛｾﾞｯﾄ採水器 SBE19plus 1 SEA BIRD  

ADCP 150kHzPhased Array 1 RD  

サーモサリノグラフ XR-420CTX 1 ケーエンジニアリン

グ 
 

計量魚群探知機 EK-60 1 SIMRAD  

観測ｳｲﾝﾁ 8.3kN×80m/min 1 川重ﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸ  

CTD 観測ｳｲﾝﾁ 7.8kN×90m/min 1 川重ﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸ  

観測ｸﾚｰﾝ ZF303MR 7.8kN×7.4m 1 ﾀﾀﾞﾉ  

波高計 0～20ﾏｲｸﾛ波式 １式 鶴見精機  

スキャニングソナー KCH-1827 1式 カイジョー  

ドップラーカラーグラフ DCG-160 1式 カイジョー  

水中蛍光光度計 Wetstar 1式 wet lab  

溶存酸素計 SBE43 2式 SEA BIRD  

水中光度計（PARセンサー） QSP2300 1式 Biospherical 

Instrument 

 

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP  ：＜http://ships.fish.hokudai.ac.jp/＞ 

引用 HP ：＜http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=354＞ 

引用 HP ：＜http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=358＞ 

引用 HP  ：＜http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=362＞ 

http://ships.fish.hokudai.ac.jp/
http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=354
http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=358
http://ships.fish.hokudai.ac.jp/?page_id=362
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国立大学法人長崎大学 長崎丸  ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用 HP ：＜http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/TS-NAGA/n_maru/main.html。 

長崎市文教町 1番 14号 

国立大学法人長崎大学文教地区事務部会計課船舶第一 

Tel:095-819-2797 

船  名 長崎丸 附帯観測設備 
船種 
航行区域 

第3種漁船・遠洋
区域(国際航海) 

透明度版､CTD(ﾛｾﾞｯﾄ採水器)、ADCP、TRBM(海底設置型 
ADCP)、ｱｰﾝﾃﾞﾗ流速計、GPS付漂流ﾌﾞｲ、Turbo  Map、ｴｸﾏﾝ 
ﾊﾞｰｼﾞ･ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ採泥器、4mﾋﾟｽﾄﾝｺｱﾗ（PC)、岩石ﾄﾞﾚｯｼﾞ、 
OBS地震計、ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ、簡易ﾄﾞﾚｯｼﾞ、6ｍﾋﾞｰﾑﾄﾛｰﾙ 船舶所有者 

国立大学法人
長崎大学 

運航目的 漁業練習船 

運航者 
国立大学法人

長崎大学 

全長(m) 63.87 

型幅(m) 11.40 

型深さ(m) 7.10 

最大喫水(m) 4.72 

総トン数 842 

国際トン数 1,174 主な観測甲板概算面積 上甲板 長船首楼甲板  

載貨重量ﾄﾝ数 733.12    

航海速力(kts) 13.5  

CTDｳｲﾝﾁ 

ｼｰﾊﾞｰﾄﾞ製6.4Φ2,000m(実質1,700m観測可能) 

航続距離(浬) 8,000 

乗組員定員 25人  

観測ｳｲﾝﾁ 

ﾊｲﾃﾝｼｮﾝﾜｲﾔｰ9.0Φ×4,000m、船尾でﾄﾞﾚｯ 
ｼﾞ,PC,採泥、ﾈｯﾄ曳網等 研究者 0 

教員 4人 観測ｸﾚｰﾝ デ
ッキｸﾚｰﾝ 

船尾ｷﾞｬﾝｸﾞｳｴｲ上右舷に２ｔ用ﾏﾘﾝｸﾚｰﾝ1基、左
舷1t作業用1基、船体ﾊｳｽ中央左舷1t装備 学生 40人 

その他の者 0   

旅客定員 0   

最大搭載人員 69人   

主機出力(ｋW) 2,059kW×1 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 研究室入口最小 扉内寸600mm 

推進器 4翼CPP×1軸  

研究室給電 

 

100V, 220V(10A) 1系統は15A 舵 １基 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 甲板上給電 100V, 220V(10A) 1系統は15A 

補助推進装置 ｽﾀﾝｽﾗｽﾀ 研究室給水 清水(雑用)、自然海水、海水（ﾎﾟﾝﾌﾟ) 

操船装置 無 甲板上給水 清水(雑用)、海水（GS) 

減揺タンク 無  
持込み機器収納場所 

ドライ：2000×3000mm､ｳｴｯﾄ：1900× 
4200mm、ﾛﾋﾞｰ：4300×4200mm、その他病室等空
き部屋 

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 

他の減揺装置 無 

定係港定係地 長崎市 作業甲板荷重 不明   

竣工年月日 1986年2月  

特徴 

小型潜水艇「さきべ」：水深100m/2名/6kts(現在使 用
不可)、現在三井造船玉野工場で代船建造中 建造造船所 林兼造船長崎 

 

http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/TS-NAGA/n_maru/main.html
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長崎丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 
透明度板  1   
CTD+ﾛｾﾞｯﾄ採水器  1式   
ADCP  1式   
海底設置型ADCP  数台  他大学所有 

ｱﾝﾃﾞﾗｰ流速計  数台  他大学所有 

GPS付漂流ﾌﾞｲ  数台  他大学所有 

Turbo  Map  1式  他大学所有 

採泥器 ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ/ｴｸﾏﾝﾊﾞｰｼﾞ/ｱｼｭﾗ 各種   
ﾋﾟｽﾄﾝｺｱﾗｰ 4m長、6m長 2式   
岩石ﾄﾞﾚｯｼﾞ ﾁｪｰﾝﾊﾞｹｯﾂ 1   
OBS(海底地震計) 自己浮上型 数台  他大学所有 

各種ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ  各種   
簡易(生物)ﾄﾞﾚｯｼﾞ  1台 離合社  
ﾋﾞｰﾑﾄﾛｰﾙ6m型  1式 離合社  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP ：＜http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/TS-NAGA/n_maru/main.html＞ 

http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/TS-NAGA/n_maru/main.html
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国立大学法人長崎大学 鶴洋丸３ 
船  名 鶴洋丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船・遠洋
区域(国際航
海) 

CTDﾛｾﾞｯﾄ採水器(Sea-Bird)、ADCP（RD)、多段開閉式ネット 
（MOCNESS)、GPSﾌﾞｲ位置情報送受信機(太洋無線：使用可能か不明)、表層
環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ(日本海洋)、走航式自動鉛直 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ   、ｴｸﾏﾝﾊﾞｰｼﾞ採泥器（離合社）、4mﾋﾟｽﾄﾝｺｱﾗ 
（PC)、ﾎﾞｯｸｽｺｱﾗｰ(未使用) 、（MVP１００）（BOT)、ｶﾗｰｽｷｬﾆﾝｸﾞ 
ｿﾅｰ（ﾌﾙﾉ）、精密海底地形探査装置（ﾌﾙﾉ）、超音波波高計(ﾌﾙ 
ﾉ）、魚種判別魚探、船内情報収集ｼｽﾃﾑ 

船舶所有者 
国立大学法人

長崎大学 

運航目的 漁業練習船 

運航者 
国立大学法人

長崎大学 

全長(m) 42.79 

型幅(m) 7.00 

型深さ(m) 3.19 

最大喫水(m) 2.50 

総トン数 155 

国際トン数 249 
観測作業甲板面積 

上甲板 長船首楼甲 板 

載貨重量ﾄﾝ数 -    

航海速力(kts) 15.0     

航続距離(浬) 3,200 浅海観測ｳｲﾝﾁ 1.03KN Φ3.0×500m(6層)小型機器用 

乗組員定員 15人 
小型ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ 

19.6KN  Φ10mm×500m(10層) 観測 
機器にも使用する 研究者 0 

教員 2人 ﾓｯｸﾈｽ兼CTDｳｲﾝﾁ 7.85KN ｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙΦ6.4×500(8層) 

学生 16人     

その他の者 0 観測ｸﾚｰﾝ 最大回転半径9.82m定格総荷重460kg 

旅客定員 0 
門型ﾌﾚｰﾑ CTD観測時トラバーサーがある 

最大搭載人員 33人 

主機出力(ｋW) 1,050kW×2基     

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ×2軸 研究室給電 100V 

推進器 
固定5翼ﾊｲｽｷｭｰﾄﾞ 

×2 甲板上給電 100V 

舵 
ﾗﾀﾞｰｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ× 

１対 持込み機器収納場所 
研究室内空き場所、学生室空き場所、甲板上の一部 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ×1 研究室入口最小寸法 通常の扉のサイズ 

補助推進装置 無 研究室給水 清水(雑用)、海水 

操船装置 無 甲板上給水 清水(雑用)、海水 

減揺タンク 無     

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無    

他の減揺装置 無    

定係港定係地 長崎市 作業甲板荷重 不明   

建造年月日 2004年12月2日  

特徴 

船体アルミﾆｭｳﾑ合金製、門型ﾌﾚｰﾑ、5 翼固定ﾊｲｽｷｭｰﾄﾞ
ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ 造船所 鈴木造船株式会社 

引用 HP  ：＜http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/kakuyou/index.html＞ 

引用 HP  ：＜http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/kakuyou/panfu/index.htm＞ 

 

長崎市文教町 1番 14号 

国立大学法人長崎大学文教地区事務部会計課船舶第一 

Tel:095-819-2797 

http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/kakuyou/index.html
http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/kakuyou/panfu/index.htm
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鶴洋丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾓｯｸﾈｽﾈｯﾄ  １式 米国BESS社製 W.O.500m 

ﾋﾟｽﾄﾝ式採泥器  1台 離合社  

採泥器 ｴｸﾏﾝﾊﾞｰｼﾞ 1台 離合社  

精密海底地形探査装置 HS600F(320㎑,100mD,1cm) 1式 古野電気  

表層連続観測装置 STNF-2(温度塩分葉緑素濁度光量) 1式 日本海洋  

CTD+ﾛｾﾞｯﾄ採水器 SBE-911plus ５L×12 本 1式 SEA BIRD  

ADCP 300KHz(6m～200m) 1式 RD 3層から128層 

計量科学魚探 FQ-80(38、120KHz) 1式 古野電気 ～3200、～500 

ｶﾗｰｽｷｬﾆﾝｸﾞｿｰﾅｰ FSV-24(24kHz、5000m) 1式 古野電気 上5°～下60° 

ﾊｲﾛｰﾄ採水器 JIS-K0094（工場廃水採水専用） 1   

水中集魚灯 ﾊｲｸﾘｰﾝ/ｽﾀｰﾗｲﾄMW 1式 江東電気KU-5MB  

自動イカ釣り機 SE-UA1  SANMEI  

手釣り、タモ網、曳縄  各種   

LCﾈｯﾄ 両端ﾊﾟﾗｶｲﾄ(凧)付船尾ﾄﾛｰﾙ 1   

海底地形探査装置 HS-600 （320KHz） 1式 古野電気  

GPSﾌﾞｲ TGB-500-1 1機 大洋無線  

MVP(走航式自動鉛直ﾌﾟﾛﾌｧ 
ｲﾙｼｽﾃﾑ） 

MVP100(温度、塩分、深度、酸素、
濁度) 

 

1式 

 

ｶﾅﾀﾞBOT社 

 

12分で深度100m 

超音波波高計 TGY-00000 １式 古野電気  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP：＜http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/kakuyou/index.html＞ 

引用 HP：＜http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/kakuyou/panfu/index.htm＞ 

http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/kakuyou/index.html
http://www.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/FUZOKU/kakuyou/panfu/index.htm


 

 

55 

国立大学法人鹿児島大学  かごしま丸  ３ 

船  名 かごしま丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船・遠洋区域
(国際航海)A!/A2/A3
水域 

XBT/XCTD、CTD(ﾛｾﾞｯﾄ採水器)、環境ｾﾝｻｰ付ﾓｯｸﾈｽ、表層生物 環
境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、ADCP、VMPS、計量魚探、ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ、ｶ 
ﾗｰ魚探、漁網監視装置※１、同期送信装置、ﾈｯﾄﾚｺｰﾀﾞｰ、潮流観
測 装置、純水製造装置、高速ﾗｯｼｭ励起式ｸﾛﾛﾌｨﾙ測定装置、 
GO/FLO採水器、ﾏﾙﾁﾌﾟﾙｺｱﾗｰ、製氷機、超低温冷凍庫、CTDｳｲﾝ 
ﾁ&ｸﾚｰﾝ、3000m観測ｳｲﾝﾁ、環境ｾﾝｻｰ付ﾓｯｸﾈｽｳｲﾝﾁ、ﾏｲｸﾛ波波 高
計、ﾜｰﾌﾟﾈｯﾄｳｲﾝﾁ、漁撈ｸﾚｰﾝ、網捌機、漁撈ｷｬﾌﾟｽﾀﾝ、ﾗｲﾝﾎｰ 
ﾗｰ、電動式浮縄揚機、揚縄装置、投縄装置、電動ﾎｲｽﾄ、巻き網
操 作ｽﾀﾝﾄﾞ、船内LANｼｽﾃﾑ､ｵｯﾀｰﾄﾛｰﾙ(底曳用/表中層用）、ｵｰﾄｼﾝ 
ﾒﾄﾘｰﾄﾛｰﾙｼｽﾃﾑ※１、ﾓﾆﾀｰｶﾒﾗｼｽﾃﾑ(※１については一部機能せ ず) 

船舶所有者 
国立大学法人
鹿児島大学 

運航目的 
漁業練習船・教育関係

共同利用拠点 

運航者 
国立大学法人
鹿児島大学 

全長(m) 66.92 

型幅(m) 12.10 

型深さ(m) 7.00 

最大喫水(m) 4.28 

総トン数 935 

国際トン数 1,284 観測甲板概算面積及
び安全荷重 ㎡ 1.06 トン/㎡ 

載貨重量ﾄﾝ数 612.66 

航海速力(kts) 12.5 CTDｳｲﾝﾁ 3.5＊2 ７㎡ 1.06ｔ/㎡ 

航続距離(浬) 7,200 観測ｳｲﾝﾁ 上記場所を共用 

乗組員定員 28人  

 

観測ｳｲﾝﾁ 

 
7.8KN×60m/min(1層)～3.5KN(24層目)φ 
6.0㎜×3000m、 破断荷重24.8KN、線長
計/ 線速計(m/s,m/min)/張力系装備 

研究者 0 

教員 4人 

学生 40人 

その他の者 0  
漁労ｸﾚｰﾝ 

伸縮式、容量147kN-m、360°旋回、 起
伏 
5°～70°、最大作業半径12m、雑用ﾎｲｽﾄ 
24.5kN×30m/min 

旅客定員 0 

最大搭載人員 72人 

主機出力ｋW 
推進発電主機937.5kW 
×4 発電機800ｋW×4 作業甲板安全強度 船首甲板：1.8ﾄﾝ/㎡  、船尾甲板：1.5ﾄﾝ/㎡ 

推進方式 
ｺﾙﾄﾉｲｽﾞ付CPP (全旋
回式推進器)×2基 

持込み機器の収納場
所 

ドライ研究室：4*2.6*1.9高m､ｳｴｯﾄ
研究室:6.5*4.0*1.9高m 

推進器 Zﾍﾟﾗ×2基 
研究室給電 100V, 200V 

舵 無 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 甲板上給電 100V.220V,440V 

補助推進装置 無 研究室給水 清水、清水（蒸留水）、温水、海水 

操船装置 無 甲板上給水 清水、海水 

減揺タンク 無 交通艇 3m×8.5m、25.5㎡ 

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 作業艇 なし 

ジョイスティッ

ク 

有、ﾃﾚｸﾞﾗﾌ併用

可 

観測設備用荷役設備 なし 

船籍港定係地 鹿児島市 関測器機倉庫容積 なし 

竣工年月日 2012年3月30日 研究室搬入口寸法 ﾄﾞﾗｲﾗﾎﾞ：70*164cm、ｳｴｯﾄﾗﾎﾞ：90*140㎝ 

 

建造造船所 

 

新潟造船本社 

 

特徴 

定点保持可、方位保持可、低振動、低騒音、
船内LAN、各種ﾃﾞｰﾀ記録、ﾏﾙﾁﾊﾟｰﾊﾟｽ漁労ｼｽﾃ
ﾑ、教育関係共同利用拠点 

 

引用 HP：＜http://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/aboutus/organization/tvs/＞ 

引用 HP http://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/fish/brochure/kamarupamphlets/index.html#page=

＞ 引用 HP ：＜https://www.jasnaoe.or.jp/mailnews/west/041/article01.html＞ 

参照 HP :コルトノイズプロペラ（Zペラ) 

＜https://www.ihi.co.jp/var/ezwebin_site/storage/original/application/ 

700ea589d3705165004dcf0de8f6bf70.pdf＞ 

鹿児島大学水産学部会計係 Tel：099-286-4992 

 e-mail : fsenpaku@kuas.kagoshima-u.ac.jp

http://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/aboutus/organization/tvs/
http://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/fish/brochure/kamarupamphlets/index.html#page%3D1
http://www.jasnaoe.or.jp/mailnews/west/041/article01.html
http://www.ihi.co.jp/var/ezwebin_site/storage/original/application/
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かごしま丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

XBT/XCTDｼｽﾃﾑ  1式 鶴見精機  

CTD+ﾛｾﾞｯﾄ採水器  1式 ｼｰﾊﾞｰﾄﾞｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ  

環境ｾﾝｻｰ付ﾓｯｸﾈｽﾈｯﾄ  1式 ｼｰﾊﾞｰﾄﾞ＆ﾍﾞｽ  

表層生物環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ装置 OPCS 1式 ﾛｰﾙｽﾛｲｽ  

ADCP T-RD 1式 ﾃﾚﾀﾞｲﾝ/RD/ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄ  

VMPS  1基 鶴見精機  

計量魚探  1式 SIMRAD  

ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ  1式 古野電気  

ｶﾗｰ魚探  1式 SIMRAD  

漁網監視装置 ｽｷｬﾝﾏｰ 1式  一部使用不能 

同期送信装置  数台 SIMRAD  

ﾈｯﾄﾚｺｰﾀﾞｰ  1 古野電気  

潮流観測装置  1 古野電気  

純水製造装置  1式 ﾐﾘﾎﾟｱ  

高速ﾌﾗｯｼｭ励起蛍光光度計  1 紀本電子工業  

多項目細胞解析装置  1式 ﾍﾞｯｸﾏﾝ･ｺｰﾙﾀｰ 学部内にて使用中 

HPLCｼｽﾃﾑ  1 島津理化 学部内にて使用中 

動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝｽｷｬﾅ  1 ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾟﾃｨｯｸ 学部内にて使用中 

GO/FLO採水器   GENERAL OCEANS  

ﾏﾙﾁﾌﾟﾙｺｱﾗｰ  1 離合社  

ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ-ｼｽﾃﾑ  1 JFE 学部内にて使用中 

ﾃｰﾌﾞﾙ型冷凍冷蔵庫  1 ﾎｼｻﾞｷ電機  

製氷機  1 ﾎｼｻﾞｷ電機  

超低温冷凍庫  1 日本ﾌﾘｰｻﾞｰ  

CTDｳｲﾝﾁ/ｸﾚｰﾝ  1式 EMS  

3000m観測ｳｲﾝﾁ  1 鶴見精機  

環境ｾﾝｻｰ付ﾓｯｸﾈｽｳｲﾝﾁ  1 鶴見精機  

ﾏｲｸﾛ波波高計  1 鶴見精機  

ﾜｰﾌﾟﾈｯﾄｳｲﾝﾁ ﾈｯﾄ容量10.5㎥ 1 川崎重工  

中央部漁労ｸﾚｰﾝ 147kN-m全旋回12m径 1 川崎重工  

網捌機 8.8kN ×40m/min 1 ﾆﾁﾓｳ  

船尾部漁労ｸﾚｰﾝ 147kN-m全旋回12m径 1 川崎重工  

漁撈ｷｬﾌﾟｽﾀﾝ 19.6kN×20m/min 2 川崎重工  

ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ 1.96kN×11～264m 1 泉井鐵工所  

電動式浮縄揚機 980.7N×118m/min 1 泉井鐵工所  

揚縄装置 巻取2台 1式 泉井鐵工所  

投縄装置 投縄2台繰出機1台 1式 泉井鐵工所  

電動ﾎｲｽﾄ 8.82kN×30m/min 5台 ｷﾄｰﾎｲｽﾄｻｰﾋﾞｽ  

まき網操作ｽﾀﾝﾄﾞ  1台 川崎重工  

ｵｯﾀｰﾄﾛｰﾙ 底曳き用・表中層用 1対 ﾆﾁﾓｳ  

ｵｰﾄｼﾝﾒﾄﾘｰﾄﾛｰﾙｼｽﾃﾑ  1 川崎重工 一部使用不能 

船内LANｼｽﾃﾑ  1式 JFEﾃｸﾉﾃﾞｻﾞｲﾝ  

ﾓﾆﾀｰｶﾒﾗｼｽﾃﾑ  数式 日本舶用ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ  

ウエット系実験室  1   

 

引 用 HP：＜http://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/fish/brochure/kamarupamphlets/index.html#page=1＞

http://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/fish/brochure/kamarupamphlets/index.html#page%3D1
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国立大学法人鹿児島大学  南星丸３ 

船  名 南星丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船
非国際 

ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ、計量魚探、CTDﾛｾﾞｯﾄ採水器、ADCP、水中TVカメ
ラ、深海用ｳｲﾝﾁ（ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ、採泥用）、船尾Aﾌﾚｰﾑ、LC 
ﾈｯﾄ､ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器、ｱｼｭﾗ型採泥器、新野式ﾄﾞﾚｯ 
ｼﾞｬｰ、VMPS 船舶所有者 国立大学法人

鹿児島大学 

運航目的 漁業練習船 

運航者 国立大学法人
鹿児島大学 

全長(m) 41.96 

型幅(m) 7.50 

型深さ(m) 3.30 

最大喫水(m) 2.90 

総トン数 175 

国際トン数 - 観測甲板概算面積及び
安全荷重 

55  ㎡ 12.8kN/ ㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数 131.48 

航海速力 12.0  

観測ｳｲﾝﾁ 
SUS304ﾜｲﾔｰΦ6㎜1500m:破断荷重24.8kN,第1 
層目7.84kN*90/min 第16層目 4.0kN* 
130m/min(平均110m)滑車有:鶴見精機 

航続距離(浬) 3,000 

乗組員定員 14人 

研究者 0 観測ｸﾚｰﾝ 型式PC-35AG-F07-63、定格総荷重0.95ｔ作業
半径9.86m吊上高さ10.3m 

教員 0 

学生 0  

持込機器収納場所 

 

ﾄﾞﾗｲﾗﾎﾞ：手荷物程度 
ｳｴｯﾄﾗﾎﾞ:床上約6.7㎡・机上約2.6㎡ その他の者 16人 

旅客定員 0 

最大搭載人員 30人 CTDｳｲﾝﾁ 2.74kN*60m/min ﾀﾞｲﾅｺﾝ製 

主機出力ｋW 1,323kW×1 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ 14.7kN*30m/min 2台,川重ﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸ 

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙCPP 交通艇 和船式ZD19A3 ﾔﾝﾏｰ製 

推進器 4翼CPP×1 研究室給電 100V, 220V(3相) 
舵 ｼﾘﾝｸﾞ舵1基 

補助推進装置 
全方位推力発生
型ﾊﾞｳｽﾗｽﾀｰ 

甲板上給電 100V, 220V(3相) 

補助推進装置 ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ 研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)、海水 
操船装置 ｼｽﾃﾑ操船装置 甲板上給水 清水(雑用)、温水(雑用)、海水 

減揺タンク 無し Aﾌﾚｰﾑ 鋼製油圧起倒式：川重ﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸ 

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無し 観測設備用荷役設備 ﾃﾞｯｷｸﾚｰﾝ50.9kN-m 1基(南星製) 

船籍港定係地 鹿児島市 
関測器機倉庫容積 なし 

研究室搬入口寸法 120㎝×60㎝ 

竣工年月日 2002年11月28日  
特徴 

CPP,ｼﾘﾝｸﾞ舵、全方位推力発生型ﾊﾞｳｽﾗ 
ｽﾀｰの複合制御によるｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ操船・
個別操船/船首方位保持可 建造造船所 長崎造船 

 

引 用 HP：＜http://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/aboutus/organization/tvs/＞ 

引用 HP ：＜https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E6%98%9F%E4%B8%B8＞ 

参照 HP ：ｼﾘﾝｸﾞ舵＜http://www.japanham.com/service/schilling/＞ 

 

鹿児島大学水産学部会計係 Tel：099-286-4992 e-mail : fsenpaku@kuas.kagoshima-u.ac.jp 

http://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/aboutus/organization/tvs/
http://www.japanham.com/service/schilling/
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南星丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾛｰﾙｳｲﾝﾁ 19.6kN*60m/min 1式 川重ﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸ  

魚群探知機 JFA-130 HP 1式 日本無線  

計量魚群探知機 KFC-3000 1式 ｶｲｼﾞｮｰ  

CTDｳｲﾝﾁ 2.74kN×60m/min 1式 ﾀﾞｲﾅｺﾝ  

CTD測定装置 SEB19plus & SBE33 1式 ｼｰﾊﾞｰﾄﾞ  

CTDｳｲﾝﾁ用ﾀﾞﾋﾞｯﾄ 油圧ｼﾘﾝﾀﾞｰ式 1台 川重ﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸ  

ADCP 300KHz 1式 RDｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄ  

水中TVｶﾒﾗ装置 DELTA-150 1式 ｷｭｰ･ｱｲ  

深海用ｳｲﾝﾁ 7,84kN×90m/min 1台 鶴見精機  

船尾Aﾌﾚｰﾑ 鋼製油圧起倒式 1式 川重ﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸ  

全周ｿﾅｰ KCS-228Z 1式 ｶｲｼﾞｮｰ  

交通艇 和船式  ZD19A3 1隻 ﾔﾝﾏｰ  

観測用・甲板作業用ｸﾚｰﾝ 
定格総重量0.95t、作業半径9.86m、
吊上高さ10.3m 

１基 
  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 
引用 HP ：＜https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E6%98%9F%E4%B8%B8＞ 

引用 HP ：＜http://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/aboutus/organization/tvs/＞ 

http://www.fish.kagoshima-u.ac.jp/aboutus/organization/tvs/
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国立研究開発法人水産研究・教育機構 天鷹丸 ３ 

船  名 天鷹丸 附帯観測設備 

船種 航 
行区域 

第3種漁船・遠洋区域 
(国際航海) 

ﾄﾛｰﾙ設備、観測用ｳｲﾝﾁ､ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ、CTD、ADCP、超音 波
式水中速度計、ﾏｲｸﾛ波式波高径計、小型水深水温計 

船舶所有者 
国立研究開発法人水産研
究・教育機構水産大学校 

運航目的 漁業練習船 

運航者 
国立研究開発法人水産研
究・教育機構水産大学校 

全長(m) 62.60 

型幅(m) 10.40 

型深さ(m) 6.45 

最大喫水(m) 4.11 

総トン数 716 
国際トン数 1,020 観測甲板概算面積及び安

全荷重 ㎡ ＊トン/㎡ 載貨重量ﾄﾝ数 ー 

航海速力(kts) 12.5   

航続距離(浬) 9,100   

乗組員定員 28人 CTDｳｲﾝﾁ  

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ  

教員 5人 観測ｳｲﾝﾁ  

学生 50人 観測ｳｲﾝﾁ  

その他の者 0 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ  

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ  

最大搭載人員 83人 観測ｸﾚｰﾝ  

主機出力(ｋW) １，618kW×1 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ＋CPP 作業艇  

推進器 4翼CPP×1基  

研究室給電 

 

100V, 220V,精密100V,精密220V 舵 １基 

補助推進装置 バウスラスター 

165KW 

甲板上給電 100V, 220V,440V 

補助推進装置 無 研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)、研究用
海 
水 

操船装置 無 甲板上給水 清水(雑用)、海水 

減揺タンク 無   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の減揺装置 無 観測器機倉庫容積    

船籍港定係地 下関市 研究室搬入口寸法  
竣工年月日 1985年5月29日 

特徴 
教育関係共同利用拠点、三菱重工下関造
船所で代船建造中 建造造船所 三菱重工下関造船所 

引用 HP ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/＞ 

引用 HP ：＜http://www.fish-u.ac.jp/＞ 

引用 HP ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産大学校 

〒759-6595 山口県下関市永田本町２丁目７－１ 

電話：(083)286－5111(代) ファックス： (083)286－2292(代) 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

〒220-6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3 クイーンズタワーB棟 15階 TEL：045-227-2600

（代表） FAX：045-227-2700 

http://www.fra.affrc.go.jp/
http://www.fish-u.ac.jp/
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天鷹丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾛｰﾙ設備     

観測用ｳｲﾝﾁ     

ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ     

CTD     

ADCP     

超音波式水中速度計     

ﾏｲｸﾛ波式波高計     

小型水深水温計     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP  ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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国立研究開発法人水産研究・教育機構 耕洋丸  ３ 

船  名 耕洋丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船・遠洋区域 
(国際航海) 

ﾄﾛｰﾙ設備、観測用ｳｲﾝﾁ､ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ、超音波式海底地形
探査装置、CTDｵｸﾄﾊﾟｽｼｽﾃﾑ、ADCP、潮流計、ｻｰﾓｻﾘﾉ 
ｸﾞﾗﾌ、ﾏｲｸﾛ波式波高計、採泥器、小型水深水温計、
船内LANｼｽﾃﾑ 

 

船舶所有者 

 

国立研究開発法人水産研
究・教育機構水産大学校 

運航目的 漁業練習船 

 

運航者 

 

国立研究開発法人水産研
究・教育機構水産大学校 

全長(m) 87.59 

型幅(m) 13.60 

型深さ(m) 8.80 

最大喫水(m) 6.14 

総トン数 2,352 

国際トン数 2,703 観測甲板概算面積及び安
全荷重 ㎡ ＊トン/㎡ 

載貨重量ﾄﾝ数 1,274 

航海速力(kts) 14   

航続距離(浬) 10,000   

乗組員定員 36人 CTDｳｲﾝﾁ  

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ  

教員 7人 観測ｳｲﾝﾁ  

学生 66人 観測ｳｲﾝﾁ  

その他の者 0 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ  

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ  

最大搭載人員 109人 観測ｸﾚｰﾝ  

主機出力ｋW 3，9０0kW×1 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 作業艇  

推進器 
ﾊｲｽｷｭｰﾄﾞ4翼可変ﾋﾟｯﾁ 

×1軸 
 

研究室給電 

 

100V,  220V,精密100V,精密220V 
舵 １基 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 甲板上給電 100V, 220V,440V 

推進電動機 562.5KW 研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)、研究用海 
水 

操船装置 無 甲板上給水 清水(雑用)、海水 

減揺タンク 有   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の減揺装置 無 観測器機倉庫容積    

船籍港定係地 下関市 研究室搬入口寸法  

竣工年月日 200７年6月29日   

建造造船所 三菱重工下関造船所 特徴 教育関係共同利用拠点 

引用 HP：＜https://www.fra.affrc.go.jp/＞ 

引用 HP：＜http://www.fish-u.ac.jp/＞ 

引用 HP：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

国立研究開発法人水産研究・教育機構  水産大学校 

〒759-6595  山口県下関市永田本町２丁目７－１ 

電話：(083)286－5111(代)  ファックス： (083)286－2292(代) 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

〒220-6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3 クイーンズタワーB棟 15階 TEL：045-227-2600

（代表） FAX：045-227-2700 

http://www.fra.affrc.go.jp/
http://www.fish-u.ac.jp/
http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html


 

 

62 

耕洋丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾛｰﾙ設備     

観測用ｳｲﾝﾁ     

ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ     

超音波式海底地形探査装置     

CTDｵｸﾄﾊﾟｽｼｽﾃﾑ     

ADCP     

潮流計     

ｻｰﾓｻﾘﾉｸﾞﾗﾌ     

ﾏｲｸﾛ波式波高計     

採泥器     

小型水深水温計     

船内LANｼｽﾃﾑ     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP  ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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船  名 こたか丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船 
ﾄﾛｰﾙ設備、観測用ｳｲﾝﾁ、ﾈｯﾄﾎｰﾗｰ、ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ、漁網監視装
置、海底地形探査装置、計量魚探、ｿﾅｰ、ｾﾃﾞｨﾒﾝﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

船舶所有者 
国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

運航目的 漁業調査船 

運航者 
国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

全長(m) 30.02 

型幅(m) 5.37 

型深さ(m) ー 

最大喫水(m) 1.70 

総トン数 59 

国際トン数 ー 観測甲板概算面積及び安
全荷重 

㎡ ＊トン/㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数 ー 

航海速力(kts) 12   

航続距離(浬) 1,000   

乗組員定員 4人 CTDｳｲﾝﾁ  

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ  

教員 0 観測ｳｲﾝﾁ  

学生 0 観測ｳｲﾝﾁ  

その他の者 6人 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ  

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ  

最大搭載人員 10人 観測ｸﾚｰﾝ  

主機出力(ｋW) 735kW 1基 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 作業艇  

推進器 
4翼可変ﾋﾟｯﾁﾊｲｽｷｭｰ 

ﾄﾞﾌﾟﾛﾍﾟﾗ1基 
 

研究室給電 

 

100V, 220V,精密100V,精密220V 
舵 1基 

推進電動機 無 甲板上給電 100V, 200V 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 研究室給水 清水(雑用)、海水 

ジョイスティッ
ク 

無 甲板上給水 清水(雑用)、海水 

減揺タンク 無   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の特別装置 無 観測器機倉庫容積    

船籍港定係地 広島市 研究室搬入口寸法  

建造年月日 1995年3月16日   

造船所 
ﾔﾏﾊ発動機（株）蒲郡

工場 特徴  

 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

 国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

〒220-6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3 クイーンズタワーB棟 15階 TEL：045-227-2600

（代表） FAX：045-227-2700 

 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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こたか丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾛｰﾙ設備     

観測用ｳｲﾝﾁ     

ﾈｯﾄﾎｰﾗｰ     

ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ     

漁網監視装置     

海底地形探査装置     

計量魚探     

ｿﾅｰ     

ｾﾃﾞｨﾒﾝﾄﾄﾗｯﾌﾟ     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP  ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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船  名 陽光丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船/近海区域 
(国際航海) 

ﾄﾛｰﾙ設備、観測用ｳｲﾝﾁ、計量魚探、全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ、 
CTD、ADCP、MOCNESS  NET、船内LANｼｽﾃﾑ 

船舶所有者 
国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

運航目的 漁業調査船 

運航者 
国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

全長(m) 58.60 

型幅(m) 11.00 

型深さ(m) 6.85 

最大喫水(m) 4.40 

総トン数 692 

国際トン数 991 観測甲板概算面積及び安
全荷重 

㎡ ＊トン/㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数 ー 

航海速力(kts) 13   

航続距離(浬) 5,760   

乗組員定員 22人 CTDｳｲﾝﾁ  

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ  

教員 0 観測ｳｲﾝﾁ  

学生 0 観測ｳｲﾝﾁ  

その他の者 11人 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ  

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ  

最大搭載人員 33人 観測ｸﾚｰﾝ  

主機出力(ｋW) 1,885kW1基 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 作業艇  

推進器 
4翼可変ﾋﾟｯﾁﾌﾟﾛﾍﾟﾗ 

1基 
 

研究室給電 

 

100V, 220V,精密100V,精密220V 
舵 1基 

推進電動機 無 甲板上給電 100V, 200V,440V 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)、海水 

ジョイスティッ
ク 

無 甲板上給水 清水(雑用)、海水 

減揺タンク 有   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の特別装置 軸発有 観測器機倉庫容積    

船籍港定係地 長崎市 研究室搬入口寸法  

竣工年月日 2010年11月30日   

建造造船所 
新潟造船（株）本社

新潟工場 特徴  

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

 国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

〒220-6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3 クイーンズタワーB棟 15階 

TEL：045-227-2600（代表） FAX：045-227-2700 

 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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陽光丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾛｰﾙ設備     

観測用ｳｲﾝﾁ     

計量魚探     

全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ     

CTD     

ADCP     

ﾓｯｸﾈｽﾈｯﾄ     

船内LANｼｽﾃﾑ     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 
引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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国立研究開発法人水産研究・教育機構 たか丸  3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

〒220-6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3 クイーンズタワーB棟 15階 

TEL：045-227-2600（代表） FAX：045-227-2700 

船  名 たか丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船 
ﾄﾛｰﾙ設備、観測用ｳｲﾝﾁ、科学魚探、計量魚探、ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿ 
ﾅｰ、水中TVﾛﾎﾞｯﾄ、ADCP、STD 

船舶所有者 
国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

運航目的 漁業調査指導船 

運航者 
国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

全長(m) 29.50 

型幅(m) 5.20 

型深さ(m) ー 

最大喫水(m) 1.70 

総トン数 61 

国際トン数 ー 観測甲板概算面積及び
安全荷重 

㎡ ＊トン/㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数 ー 

航海速力(kts) 12   

航続距離(浬) 1,000   

乗組員定員 4人 CTDｳｲﾝﾁ  

研究者 ― 観測ｳｲﾝﾁ  

教員 0 観測ｳｲﾝﾁ  

学生 0 観測ｳｲﾝﾁ  

その他の者 6人  (臨時9人) 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ  

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ  

最大搭載人員 10人(臨時14人) 観測ｸﾚｰﾝ  

主機出力(ｋW) 735kW 1基 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 作業艇  

推進器 4翼可変ﾋﾟｯﾁﾌﾟﾛﾍﾟﾗ1基 
研究室給電 100V, 220V,精密100V,精密220V 

舵 1基 

推進電動機 無 甲板上給電 100V, 220V 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 研究室給水 清水(雑用)、海水 

ジョイスティッ
ク 

無 甲板上給水 清水(雑用)、海水 

減揺タンク 無   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の特別装置 無 観測器機倉庫容積    

船籍港定係地 館山市 研究室搬入口寸法  

竣工年月日 1995年3月22日   

建造造船所 三菱重工業下関造船所 特徴  

 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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たか丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾛｰﾙ設備     

観測用ｳｲﾝﾁ     

科学魚探     

計量魚探     

ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ     

水中TVﾛﾎﾞｯﾄ     

ADCP     

STD     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP  ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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国立研究開発法人水産研究・教育機構 北光丸  3 

船  名 北光丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船/遠洋区域 
(国際航海)A1/A2/A3 

ﾄﾛｰﾙ設備、観測用ｳｲﾝﾁ、CTD、ADCP、計量魚探、全周型ｽ 
ｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ、MVP、OPCS、MOCNESS、ROV、深海ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒ 
ﾗ、船内LAN ｼｽﾃﾑ 

船舶所有者 国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

運航目的 漁業調査船 

運航者 国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

全長(m) 64.73 

型幅(m) 11.90 

型深さ(m) 7.00 

最大喫水(m) 4.73 

総トン数 902 

国際トン数 1,246 観測甲板概算面積及び
安全荷重 

㎡ ＊トン/㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数 415.23 

航海速力(kts) 15   

航続距離(浬) 5,800   

乗組員定員 24人 CTDｳｲﾝﾁ  

研究者 - 観測ｳｲﾝﾁ  

教員 0 観測ｳｲﾝﾁ  

学生 0 観測ｳｲﾝﾁ  

その他の者 13人 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ  

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ  

最大搭載人員 37人 観測ｸﾚｰﾝ  

主機出力(ｋW) 1,471kW2基 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 作業艇  

推進器 
4翼可変ﾋﾟｯﾁﾌﾟﾛﾍﾟ

ﾗ 
1基 

 

研究室給電 

 

100V, 220V,精密100V,精密220V 

舵 1基 

推進電動機 無 甲板上給電 100V, 200V,440V 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)、研究用海水 

ジョイスティック 無 甲板上給水 清水(雑用)、海水 

減揺タンク 有   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の特別装置 軸発有 観測器機倉庫容積    

船籍港定係地 釧路市 研究室搬入口寸法  

建造年月日 2006年8月31日   

造船所 新潟造船㈱本社工場 特徴  

 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/hokko/＞ 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

〒220-6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3 クイーンズタワーB棟 15階 

TEL：045-227-2600（代表） FAX：045-227-2700 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/hokko/
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北光丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾛｰﾙ設備     

観測用ｳｲﾝﾁ     

CTD     

ADCP     

計量魚探     

全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ     

MVP     

OPCS     

ﾓｯｸﾈｽﾈｯﾄ     

ROV     

深海ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ     

船内LAN ｼｽﾃﾑ     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP  ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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国立研究開発法人水産研究・教育機構 若鷹丸３ 

船  名 若鷹丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船・近海
区域 

ﾄﾛｰﾙ設備、観測用ｳｲﾝﾁ、ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ、計量魚探、魚群探知 機、
全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ、いか釣り機、CTD、OPCS、ADCP、船内
LAN ｼｽﾃﾑ 

船舶所有者 
国立研究開発法人水産研

究・教育機構 

運航目的 漁業調査船 

運航者 
国立研究開発法人水産研

究・教育機構 

全長(m) 57.73 

型幅(m) 11.00 

型深さ(m) ― 

最大喫水(m) 4.456 

総トン数 692 

国際トン数 ― 観測甲板概算面積及び
安全荷重 

㎡ ＊トン/㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数 364.15 

航海速力(kts) 12   

航続距離(浬) 6,000   

乗組員定員 22人 CTDｳｲﾝﾁ  

研究者 ー 観測ｳｲﾝﾁ  

教員 0 観測ｳｲﾝﾁ  

学生 0 観測ｳｲﾝﾁ  

その他の者 9人 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ  

旅客定員 ー Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ  

最大搭載人員 31人 観測ｸﾚｰﾝ  

主機出力(ｋW) 735kW×2 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 作業艇  

推進器 4翼可変ﾋﾟｯﾁ×1軸  

研究室給電 

 

100V, 220V,精密100V,精密220V 舵 1基 

推進電動機 無 甲板上給電 100V, 220V,440V 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀｰ 研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)、海水 

ジョイスティッ
ク 

無 甲板上給水 清水(雑用)、海水 

減揺タンク 有   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の特別装置 軸発有 観測器機倉庫容積    

船籍港定係地 塩竃市 研究室搬入口寸法  

竣工年月日 1996年3月24日   

建造造船所 三井造船玉野工場 特徴 省力化されている 

引用 HP  ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

〒220-6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3 クイーンズタワーB棟 15階 TEL：045-227-2600

（代表） FAX：045-227-2700 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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若鷹丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾛｰﾙ設備     

観測用ｳｲﾝﾁ     

ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ     

計量魚探     

魚群探知機     

全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ     

イカ釣り機     

CTD     

OPCS     

ADCP     

船内LANｼｽﾃﾑ     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞  

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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船  名 蒼鷹丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船/遠洋区域 
ﾄﾛｰﾙ設備、観測用ｳｲﾝﾁ、計量魚探、全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ、水中TV
ﾛﾎﾞｯﾄ、CTD、OPCS、ADCP、船内LAN ｼｽﾃﾑ 

船舶所有者 
国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

運航目的 漁業調査船 

運航者 
国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

全長(m) 67.50 

型幅(m) 11.40 

型深さ(m) 7.10 

最大喫水(m) 4.30 

総トン数 892 

国際トン数 1,234 観測甲板概算面積及び安
全荷重 

㎡ ＊トン/㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数 ー 

航海速力

(kts) 

14   

航続距離(浬) 7,000   

乗組員定員 24人 CTDｳｲﾝﾁ  

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ  

教員 0 観測ｳｲﾝﾁ  

学生 0 観測ｳｲﾝﾁ  

その他の者 12人 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ  

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ  

最大搭載人員 36人 観測ｸﾚｰﾝ  

主機出力(ｋ

W) 

1,176kW2基 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 作業艇  

推進器 
4翼可変ﾋﾟｯﾁﾌﾟﾛﾍﾟﾗ 

1基 
 

研究室給電 

 

100V, 220V,精密100V,精密220V 
舵 1基 

推進電動機 無 甲板上給電 100V, 220V,440V 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)、海水 

ジョイスティ
ック 

無 甲板上給水 清水(雑用)、海水 

減揺タンク 有   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の特別装置 軸発有 観測器機倉庫容積    

船籍港定係地 横浜市 研究室搬入口寸法  

竣工年月日 1995年10月28日   

建造造船所 三菱重工業下関造船所 特徴  

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞  

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

〒220-6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3 クイーンズタワーB棟 15階 

TEL：045-227-2600（代表） FAX：045-227-2700 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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蒼鷹丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾛｰﾙ設備     

観測用ｳｲﾝﾁ     

計量魚探     

全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ     

水中TVﾛﾎﾞｯﾄ     

CTD     

OPCS     

ADCP     

船内LANｼｽﾃﾑ     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP  ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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船  名 みずほ丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船(非国際航

海) 

ﾄﾛｰﾙ設備、ﾈｯﾄﾎｰﾗｰ、ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ、観測用ｳｲﾝﾁ、科学魚探、魚
群探知機、ADCP、CTD＋ﾛｾﾞｯﾄﾏﾙﾁｻﾝﾌﾟﾗｰ、ﾆｽｷﾝ採水 
器、ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ採泥器、ﾉﾙﾊﾟｯｸﾈｯﾄ、ﾎﾞﾝｺﾞﾈｯﾄ、MTDﾈｯﾄ、稚
魚ﾈｯﾄ、IKMT、ﾋﾞｰﾑﾄﾗｯﾌﾟ、カニ籠、基礎生産測定、ｾﾃﾞｨﾒﾝﾄ 
ﾄﾗｯﾌﾟ、XBT、いか釣り機、透明度板、柱状採泥器、ﾊﾞｲｵﾃﾚﾒﾄ 
ﾘｰ 

船舶所有者 国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

運航目的 漁業調査船 

運航者 国立研究開発法人
水産研究・教育機構 

全長(m) 38.51 

型幅(m) 6.80 

型深さ(m) 2.90 

最大喫水(m) 3.10 

総トン数 156 

国際トン数 ー 観測甲板概算面積及び安
全荷重 

㎡ ＊トン/㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数 ー 

航海速力

(kts) 
10.6   

航続距離(浬) 3,500   

乗組員定員 18人 CTDｳｲﾝﾁ  

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ  

教員 0 観測ｳｲﾝﾁ  

学生 0 観測ｳｲﾝﾁ  

その他の者 6人 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ  

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ  

最大搭載人員 24人 観測ｸﾚｰﾝ  

主機出力(ｋ

W) 
661kW 1基 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 作業艇  

推進器 4翼可変ﾋﾟｯﾁﾌﾟﾛﾍﾟﾗ1基 
研究室給電 100V, 220V,精密100V,精密220V 

舵 1基 

推進電動機 無 甲板上給電 100V, 220V 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ 研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)、海水 

ジョイスティック 無 甲板上給水 清水(雑用)、海水 

減揺タンク 無   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の特別装置 軸発あり 観測器機倉庫容積    

定係港定係地 新潟市 研究室搬入口寸法  

竣工年月日 1981年2月28日   

建造造船所 新潟鐵工所新潟造船工場 特徴  

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

〒220-6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3 クイーンズタワーB棟 15階 

TEL：045-227-2600（代表） FAX：045-227-2700 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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みずほ丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾛｰﾙ設備     

ﾈｯﾄﾎｰﾗｰ     

ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ     

観測用ｳｲﾝﾁ     

科学魚探     

魚群探知機     

ADCP     

CTD＋ﾛｾﾞｯﾄﾏﾙﾁｻﾝﾌﾟﾗｰ     

ﾆｽｷﾝ採水器     

ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ採泥器     

ﾉﾙﾊﾟｯｸﾈｯﾄ     

ﾎﾞﾝｺﾞﾈｯﾄ     

MTDﾈｯﾄ     

稚魚ﾈｯﾄ     

IKMT     

ﾋﾞｰﾑﾄﾗｯﾌﾟ     

カニ籠     

基礎生産測定     

ｾﾃﾞｨﾒﾝﾄﾄﾗｯﾌ     

XBT     

イカ釣り機     

透明度板     

柱状採泥器     

ﾊﾞｲｵﾃﾚﾒﾄﾘｰ     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP  ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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国立研究開発法人水産研究・教育機構 俊鷹丸３    

船  名 俊鷹丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船・遠洋区域 
(国際航海) 

MOCNESS  NET、XBT、曳航式VPR、稚魚ﾈｯﾄ、各種ネット、
観測用ｳｲﾝﾁ、計量魚探、全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿﾅｰ、目視観測
所、 
CTD、CTDｵｸﾄﾊﾟｽ、PDR、ﾋﾟﾝｶﾞｰ、探鯨用ｿﾅｰ、ﾊﾞｲｵﾃﾚﾒﾄ ﾘ
ｰ、ADCP 

船舶所有者 
国立研究開発法人水産研

究・教育機構 

運航目的 漁業調査船 

運航者 
国立研究開発法人水産研

究・教育機構 

全長(m) 66.31 

型幅(m) 11.40 

型深さ(m) 7.10 

最大喫水(m) 4.50 

総トン数 887 

国際トン数 1,228 観測甲板概算面積及び
安全荷重 

㎡ ＊トン/㎡ 
載貨重量ﾄﾝ数 ー 

航海速力(kts) 15   

航続距離(浬) 6,600   

乗組員定員 24人 CTDｳｲﾝﾁ  

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ  

教員 0 観測ｳｲﾝﾁ  

学生 0 観測ｳｲﾝﾁ  

その他の者 12人 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ  

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ  

最大搭載人員 36人 観測ｸﾚｰﾝ  

主機出力(ｋW) 1,471kW×2 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ＋CPP 作業艇  

推進器 4翼CPP×1基  

研究室給電 

 

100V, 220V,精密100V,精密220V 舵 1基 

推進電動機 無 甲板上給電 100V, 200V,440V 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀｰ 研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)、海水 

ジョイスティッ
ク 

無 甲板上給水 清水(雑用)、海水 

減揺タンク 有   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の特別装置 軸発あり 観測器機倉庫容積    

船籍港定係地 静岡市 研究室搬入口寸法  

竣工年月日 2001年4月27日   

建造造船所 新潟鐵工所新潟造船所 特徴 
 

引用HP  ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

〒220-6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3 クイーンズタワーB棟 15階 

TEL：045-227-2600（代表） FAX：045-227-2700 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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俊鷹丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

トロール設備     

ネットホーラー     

ラインホーラー     

いか釣り機     

OPCS     

ﾓｯｸﾈｽﾈｯﾄ     

XBT     

曳航式VPR     

稚魚ﾈｯﾄ     

各種ネット     

観測用ｳｲﾝﾁ     

計量魚探     

全周型ｽｷｬﾆﾝｸﾞｿｰﾅｰ     

目視観測所     

CTD     

CTDｵｸﾄﾊﾟｽ     

PDR     

ﾋﾟﾝｶﾞｰ     

探鯨用ｿﾅｰ     

ﾊﾞｲｵﾃﾚﾒﾄﾘｰ     

ADCP     

船内LAN     

     

     

     

     

     

     

引用 HP  ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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国立研究開発法人水産研究・教育機構 しらふじ丸３   

船  名 しらふじ丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種漁船 
ﾄﾛｰﾙ設備、観測用ｳｲﾝﾁ、生物採集ｳｲﾝﾁ、魚群探知機、 
ADCP、CTD＋ﾛｾﾞｯﾄﾏﾙﾁｻﾝﾌﾟﾗｰ、STD、水中TVﾛﾎﾞｯﾄ 

船舶所有者 
国立研究開発法人水産

研究・教育機構 

運航目的 漁業調査船 

運航者 
国立研究開発法人水産

研究・教育機構 

全長(m) 36.50 

型幅(m) 6.90 

型深さ(m) 2.95 

最大喫水(m) 2.45 

総トン数 138 

国際トン数 ー 観測甲板概算面積及び安
全荷重 ㎡ ＊トン/㎡ 

載貨重量ﾄﾝ数 ー 

航海速力(kts) 11   

航続距離(浬) 3,700   

乗組員定員 13人 CTDｳｲﾝﾁ  

研究者 0 観測ｳｲﾝﾁ  

教員 0 観測ｳｲﾝﾁ  

学生 0 観測ｳｲﾝﾁ  

その他の者 9人 係留系用ﾛｰﾌﾟｳｲﾝﾁ  

旅客定員 0 Aﾌﾚｰﾑｸﾚｰﾝ  

最大搭載人員 22人 観測ｸﾚｰﾝ  

主機出力(ｋW) 735kW×1 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ＋CPP 作業艇  

推進器 4翼CPP×1基 
研究室給電 100V, 220V,精密100V,精密220V 

舵 1基 

推進電動機 無 甲板上給電 100V, 200V 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀｰ 研究室給水 清水(雑用)、温水(雑用)海水 

ジョイスティッ
ク 

無 甲板上給水 清水(雑用)、研究用海水 

減揺タンク 無   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備  

他の特別装置 軸発無し 観測器機倉庫容積    

船籍港定係地 廿日市市(塩屋） 研究室搬入口寸法  

竣工年月日 1983年3月10日   

建造造船所 三菱重工下関造船所 特徴  

引用 HP：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

〒220-6115 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3 クイーンズタワーB棟 15階船舶管理課船舶係 

TEL：045-227-2600（代表） FAX：045-227-2700 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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しらふじ丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

ﾄﾛｰﾙ設備     

観測用ｳｲﾝﾁ     

生物採集ｳｲﾝﾁ     

魚群探知機     

ADCP     

CTD+ﾛｾﾞｯﾄｻﾝﾌﾟﾗｰ     

STD     

水中ﾛﾎﾞｯﾄ     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用 HP  ：＜https://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html＞ 

http://www.fra.affrc.go.jp/vessel/index.html
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気象庁  凌風丸  3 

船  名 凌風丸  

船種 
航行区域 

第3種船/遠洋区域(国際
航海)A1/A2/A3水域 

CTD（ﾛｾﾞｯﾄ採水器）、航走用水温塩分計、XBT、電気伝導度塩
分計、二酸化炭素観測装置、自動化学分析装置、酸素自動滴
定装置、水素ｲｵﾝ濃度測定装置、植物色素測定装置、ADCP、 
LADCP、舶用波浪計、総合海上気象観測装置、舶用自動高層気
象観測装置、全炭酸・アルカリ度分析装置、メタン観測装置 

船舶所有者 国土交通省 

運航目的 海洋気象観測船 

運航者 気象庁 

全長（ｍ） 82.00 

型幅（m） 13.00 

型深さ（m） 6.00 

最大喫水（m） 4.71 

総トン数 1,380 
国際トン数 1,775 観測甲板概算面積及び

安全荷重 
上甲板 (数値が大き過ぎ再確認したが疑
問です ） ー  ㎡ 24.378トン/㎡ 載貨重量ﾄﾝ数 ー 

航海速力(kts) 14  
CTDｳｲﾝﾁ 

 

巻上Max4250kg 1.3m/s≧通常1.0m/s 定格荷
重2.2ft  鋼製ｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ8,000m32層、ﾄﾗｸｼ
ｮ 
ﾝｳｲﾝﾁ・多関節ｸﾚｰﾝ付 

航続距離(浬) 10,000浬 

乗組員定員 29人 

研究者 0  
CTD自動揚降収納装
置(ｸﾚｰﾝ部) 

 

定格：甲板上高さ5m、ｸﾚｰﾝ長5.5m、荷重：ｱｰ
ﾑ を原則へ伸長して2.25ft以上、自動降下・
揚収及び船体動揺の減殺が可能 

教員 0 

学生 0 

その他の者 30人 甲板ｸﾚｰﾝ 定格950kg半径10.7m吊高10.7m 

旅客定員 0   

最大搭載人員 59人   

主機出力ｋW 2,942kW1基 交通艇 一艇 

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 作業艇 － 

推進器 
4翼可変ﾋﾟｯﾁﾊｲｽｷｭｰﾄﾞ 

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ1基 
 

研究室給電 

 

100V,100V（精密）,220V,440V 
舵 ﾍﾞｯｸﾂｲﾝﾗﾀﾞｰ １ 対 

補助推進装置 ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ（推力6トン） 甲板上給電 100V,220V,440V 

補助推進装置 無 研究室給水 清水(雑用)、温水（雑用）、飲用水、海
水 

操船装置 ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸｼｽﾃﾑ 甲板上給水 清水(雑用)、温水(雑用)、海水 

減揺タンク 有   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備 マリンクレーン（定格総重量960kg） 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 観測機器倉庫容積 ー 

船籍港定係地 東京都 研究室搬入口寸法 ー 

竣工年月日 1995年6月30日   

建造造船所 
石川島播磨重工業（株） 

東京第一工場 特徴 
海洋気象観測が主目的、ベックツインラダー
を使用 

 

引 用 ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.mirc.jha.jp/knowledge/survey/vessels/ryofu.html＞ 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.vspg.net/ships/ryofu-maru.html＞ 

気象庁：〒100-8122東京都千代田区大手町 1-3-4 代表電話：03-3212-8341 

http://www.mirc.jha.jp/knowledge/survey/vessels/ryofu.html
http://www.vspg.net/ships/ryofu-maru.html
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凌風丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

CTD+ﾛｾﾞｯﾄ採水器  1式   

航走用水温塩分計  1式   

XBT 投下型 1式   

電気伝導度塩分計  1台   

音響測深儀  1式   

二酸化炭素観測装置  1式   

自動化学分析装置  1式   

酸素自動滴定装置  1式   

水素ｲｵﾝ濃度測定装置  1式   

植物色素測定装置  1式   

ADCP  1式   

LADCP  各種   

舶用波浪計  1式   

総合海上気象観測装置  1式   

舶用自動高層気象観測装置  1式   

GPSｿﾞﾝﾃﾞ  各種   

ﾆｭｰｽﾄﾝﾈｯﾄ  1式   

全炭酸・ｱﾙｶﾘ度分析装置  1式   

メタン観測装置  1式   

     

     

     

     

 
引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/vessel_obs/description/obssystem.html＞ 

http://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/vessel_obs/description/obssystem.html
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気象庁  啓風丸  3 

船  名 啓風丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 

第3種船・遠洋区域(国
際航海）A1A2A3水域 

CTD（ﾛｾﾞｯﾄ採水器）、自記水温水深計、二酸化炭素観測装置、全
炭酸・ｱﾙｶﾘ度分析装置、水素ｲｵﾝ濃度測定装置、酸素自動滴定装 
置、自動化学分析装置、植物色素測定装置、ﾆｭｰｽﾄﾝﾈｯﾄ、ADCP、 
LADCP、舶用波浪計、総合海上気象観測装置、音響測深儀、電気
伝導度塩分計、航走用水温塩分計 

船舶所有者 
 

国土交通省 

運航目的 海洋気象観測船 

運航者 
 

気象庁 

全長（ｍ） 81.39 
肩幅（m） 13.40 
型深さ（m） 6.00 
最大喫水（m） 4.66 
総トン数 1,483 
国際トン数 1,882 観測甲板概算面積及

び安全荷重 
上甲板 (数値が大き過ぎ再確認したが疑問で
す） ー  ㎡ 24.378トン/㎡ 載貨重量ﾄﾝ数 ー 

航海速力
(kts) 

14.0  kts  

CTDｳｲﾝﾁ 

巻上Max4250kg 1.3m/s≧通常1.0m/s  定格荷重 
2.2ft  鋼製ｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ8,000m32層、ﾄﾗｸｼｮﾝｳｲ 
ﾝﾁ・多関節ｸﾚｰﾝ付 航続距離(浬) 10,000浬 

乗組員定員 29人 

研究者 0  

CTD自動揚降収納装
置(ｸﾚｰﾝ部) 

定格：甲板上高さ5m、ｸﾚｰﾝ長5.5m、荷重：ｱｰﾑ
を原則へ伸長して2.25ft以上、自動降下・揚収
及び船体動揺の減殺が可能 

教員 0 

学生 0 

その他の者 20人 甲板ｸﾚｰﾝ 定格960kg半径13.19m吊高13.4m 

旅客定員 0   

最大搭載人員 49人   

主機出力ｋW 2,942kW1基 交通艇 一艇 

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 作業艇  

推進器 4翼可変ﾋﾟｯﾁﾌﾟﾛﾍﾟﾗ1基 
研究室給電 100V,100V（精密）,220V,440V 舵 ﾍﾞｯｸﾂｲﾝﾗﾀﾞｰ １ 対 

補助推進装置 
ﾊﾞｳｽﾗｽﾀｰ(ﾊｲｽｷｭｰﾄﾞﾌﾟﾛ 

ﾍﾟﾗ推力6ﾄﾝ） 甲板上給電 100V,220V,440V 

補助推進装置 無 研究室給水 清水(雑用)、温水（雑用）、飲用水、海水 
操船装置 ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸｼｽﾃﾑ 甲板上給水 清水(雑用)、温水(雑用)、海水 

減揺タンク 有   

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備 マリンクレーン（定格総重量960kg） 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 観測機器倉庫容積 無 

定係港定係地 東京都 研究室搬入口寸法  

竣工年月日 2000年9月27日   

建造造船所 
三井造船（株） 
千葉事業所 特徴 

海洋気象観測が主目的、ベックツインラダーを
使用 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.vspg.net/ships/keifu-maru.html＞ 

http://www.vspg.net/ships/keifu-maru.html
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啓風丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

XBT 投下型 1式   

CTD+ﾛｾﾞｯﾄ採水器  1式   

電気伝導度塩分計  2台   

音響測深儀  1式   

二酸化炭素観測装置  1台   

全炭酸・ｱﾙｶﾘ度分析装置  1台   

酸素自動滴定装置  1式   

自動化学分析装置  1式   

水素ｲｵﾝ濃度測定装置  1台   

植物色素測定装置  1式   

ADCP  1式   

LADCP  各種   

舶用波浪計  1式   

総合海上気象観測装置  1式   

電気伝導度塩分計  1台   

ﾆｭｰｽﾄﾝﾈｯﾄ  1式   

舶用波浪計  1式   

伸縮式ｸﾚｰﾝ  1基   

観測室(研究室)  2室   

CTDｳｲﾝﾁ ｹｰﾌﾞﾙ長8,000m 1台   

Aﾌﾚｰﾑ 荷重1トン 1基   

航走用水温塩分計  1式   

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/vessel_obs/description/obssystem.html＞ 

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://stelo.sakura.ne.jp/paorep/keifumaru02.htm＞ 

http://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/vessel_obs/description/obssystem.html
http://stelo.sakura.ne.jp/paorep/keifumaru02.htm
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神奈川県水産技術指導ｾﾝﾀｰ 江の島丸 3 

船  名 江の島丸 附帯観測設備 

船種 
航行区域 第3種漁船(非国際航海) 

CTD、STD、各種ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ、水色、透明度板、表層延
縄、鯖一本釣り、鯖タモ抄い、魚群探知機、ADCP、    ﾗ
ｲ 
ﾝﾎｰﾗｰ、冷蔵庫、冷凍庫、海底地形探査装置 船舶所有者 神奈川県 

運航目的 漁業調査指導船 

運航者 神奈川県水産技術指導ｾﾝﾀｰ 

全長(m) 33.03 

型幅(m) 6.20 

型深さ(m) 2.70 

最大喫水(m) 2.69 

総トン数 105 

国際トン数 - 観測甲板概算面積及び
安全荷重 ㎡ ＊トン/㎡ 

載貨重量ﾄﾝ数 64.19 

航海速力(kts) 13 
CTDｳｲﾝﾁ 

ｱｰﾏｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙΦ4.7mm×1,000m 巻上
80m/min/Max4.9KN：1層目 航続距離(浬) 約2,500浬(12ﾉｯﾄ） 

乗組員定員 15人 
観測ｳｲﾝﾁ 

SUSﾜｲﾔｰΦ3.0mm×2,000m 巻 上
90m/min/Max1.47KN：1層目 研究者 5人 

教員 0 ｳｲﾝﾁ専用滑車 あり   

学生 0 
ﾃﾞｯｷｸﾚｰﾝ 

容量50KN-m 吊上げ600kg：油圧駆
動ﾋｱﾌﾞ製 その他の者 0 

旅客定員 0   

最大搭載人員 20人 

主機出力(ｋW) 956ｋW×1基 交通艇  

推進方式 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 作業艇  

推進器 4翼可変ﾋﾟｯﾁﾌﾟﾛﾍﾟﾗ×1基 
研究室給電 

DC24V、AC100V ・220V３相交流3線 
式・単相交流2線式:60Hz 舵 １基 

補助推進装置 ﾄﾝﾈﾙ型ﾊﾞｳｽﾗｽﾀ1基 甲板上給電 100V, 220V,440V 

補助推進装置 無 研究室給水 清水(飲用、雑用) 

操船装置 無 甲板上給水 海水 

減揺タンク 無 甲板強度 *積載機器は要相談 

ﾌｨﾝｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ 無 観測設備荷役設備 デッキｸﾚｰﾝ 

他の減揺装置 ﾋﾞﾙｼﾞｷｰﾙ 観測器機倉庫容積 無し、持込み機材委は要相談 

船籍港定係地 三浦市 研究室搬入口寸法 180×130×97cm要相談 

竣工年月日 2005年10月21日   

建造造船所 新潟造船三崎工場 特徴  

 
引 用 HP  ：＜http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f430687/p872241.html＞ 

〒238-0243 三浦市三崎町城ケ島養老子 

神奈川県水産技術センター 企画資源部企画調整担当者様  船舶課（船舶担当） 

電話 046-882-2311 電話：046-882-2312 (直通) ファクシミリ  046-882-3790 

（「江の島丸」及び「たちばな」の運航・管理、漁業取締用務） 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f430687/p872241.html
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江の島丸観測機器・設備 

観測機器名 型 式 個数 メーカー メ  モ 

CTD＋採水器 SBE-911 1式 ｼｰﾊﾞｰﾄﾞ  

STD ASTD-152 1式 JFEｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｯｸ  

ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ各種 IKMT6ft型 各種 日本海洋  

水色  1   

透明度板  1式   

表層延縄  1式   

サバ一本釣り  適宜   

サバたも抄い  適宜   

立縄機 底魚釣機電動0.35KwDC24V 1 岩崎電気工業  

魚群探知機 FCV-1500L 1式 古野電気  

ADCP ｵｰｼｬﾝｻｰﾍﾞｲﾔｰ150KHｚ 1式 ﾃﾚﾀﾞｲﾝRDｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾄ  

 
海底地形探査装置 

HS-300F、150KHｚ600ｍ 

Range、1.0°×1.0°分解

能2㎝＠船速6kts 

 
1式 

 
古野電気 

 

 

 

ﾗｲﾝﾎｰﾗｰ 油圧駆動、延縄用 1式   

冷蔵庫  1   

冷凍庫  1   

     

     

     

     

     

     

     

     

引用ｳｴﾌﾞｻｲﾄ＜http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f430687/p872241.html＞ 

〒238-0243  三浦市三崎町城ケ島養老子 

神奈川県水産技術センター 企画資源部企画調整担当者様 

船舶課（船舶担当） 

電話 046-882-2311  電話：046-882-2312 (直通) ファクシミリ 046-882-3790 

（ 「江の島丸」及び「たちばな」の運航・管理、漁業取締 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f430687/p872241.html
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「白鳳丸」線表 

 

J横 ：横須賀本部 J晴 ：晴海専用桟橋

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

4

館山 KH-17-1　駿河湾南方、相模湾

東京(台場)/館山 館山 東京（有明MP） 東京（有明MP） 東京（台場）

月

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

5

KH-17-2　南海トラフ、相模トラフ 「白鳳丸」中間検査工事

下関 入渠 出渠

月

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

6

KH-17-3　Leg1　アラスカ湾・北太平洋

↑ 下関 東京(台場） 東京(台場）

海上試運転

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

7

KH-17-3 Leg2　アラスカ湾、北太平洋

コディアック

月

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

8

KH-17-4 Leg1　北太平洋

バンクーバー

51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70

月

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

9

KH-17-4 Leg2 北太平洋

ホノルル

71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

月

　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

10

KH-17-5 Leg1 日本東方～南方

東京 東京/東京（有明MP） 東京（有明MP）

101 102 103 104 105 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

月

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

11

KH-17-5 Leg2 三陸沖、釧路沖～南方諸島

東京（晴海HJ） 東京（晴海HJ） 那覇

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

月

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

12

KH-17-5 Leg3 北太平洋

那覇 東京 東京/清水

43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1

月

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

2

月

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

3

KH-18-1　三陸沖

清水 清水

1 2 3 4 5 6 7 8

月

受託航海については、航海番号の最後に「C]を付与している。

平成29年度「白鳳丸」運航実績及び予定（案）

H29.7.25

KH-17-Eng
　相模湾、伊豆小笠原海溝、

南海トラフ北縁部

一
般
公
開
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｢新青丸｣線表 

 

 

J横 ：横須賀本部

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

4

KS-17-2　相模湾、千葉県東方沖 KS-17-3　三陸沖 KS-17-J06C Leg1　熊野灘、紀伊水道沖

J横 J横 回 石巻 石巻 荒 荒 /横須賀 J横 J横 J横 HPD HPD HPD HPD 荒 HPD 荒 和歌山

/横須賀 天 天 住重 荒 #2006 #2007 #2008 #2009 天 #2011 天
住重 避 避 /J横 天 #2010 待 #2012 待

月 /J横 泊 泊 避 機 機

泊

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

5

KS-17-J06C Leg2　熊野灘、紀伊水道沖 KS-17-4　伊豆諸島海域 KS-17-J07C　伊豆・小笠原弧
和歌山 HPD 荒 荒 HPD HPD 荒 HPD 回 J横 J横 晴海 HPD HPD J横 J横 HPD HPD HPD J横 J横

#2013 天 天 #2014 #2015 天 #2016 /晴海 #2018 #2019 #2021 #2022 #2023

避 避 待 #2017 #2020

月 航 泊 機

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

6

KS-17-J08C　三陸沖 KS-17-5　伊豆海嶺、黒潮続流域

荒 石巻 石巻 回 J横 J横 荒 荒 荒

天 天 天 天

待 避 待 待

月 機 泊 機 機

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

7

KS-17-J09C　三陸沖

J横 J横 FF HPD HPD HPD HPD HPD HPD 石巻 石巻 HPD HPD HPD HPD HPD HPD HPD HPD J横 J横
#2024 #2025 #2026 #2027 #2028 #2029 #2030 #2031 #2032 #2033 #2034 #2035 #2036 #2037

荒天

月 待機

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

8

KS-17-6　三陸沖 KS-17-7　三陸沖 KS-17-8　東北沖太平洋 KS-17-9　東北沖合

石巻 石巻 石巻 石巻 八戸 八戸

1 2 3 4 5 6 7 8

月

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

9 大槌

大槌 /宮古 KS-17-10　三陸沖 KS-17-11　常磐沖、黒潮続流・フロント・混合域 石巻

大槌 宮古 石巻 石巻 石巻

月

　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

10

KS-17-12　三陸沖 KS-17-13　日本海溝

石巻 J横 J横 J横 J横

月

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

11

KS-17-14　南部沖縄トラフ KS-17-15　琉球海溝

那覇 那覇 那覇 那覇 J横 J横 回 回 1

月

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

12

「新青丸」年次検査工事

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1

KS-18-J01 性能確認試験 KS-18-1　黒潮続流南方海域

30 31 32 33 34 35 2 3 4 5 6 J横 J横 J横

1 7

月

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

2

KS-18-J02 HPD試験潜航 KS-18-J03C　沖縄トラフ

J横 HPD HPD HPD FF 清水 清水 回 回 HPD HPD HPD HPD 那覇 那覇 HPD HPD HPD 回 回 回 J横

① ② ③ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

月

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

3

KS-18-2　三陸沖 KS-18-J04 Leg1　熊野灘 KS-18-J04 Leg2　熊野灘

J横 J横 J横 HPD HPD HPD HPD HPD HPD 和歌山 和歌山 HPD HPD HPD HPD HPD 回 J横

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

月

受託航海については、航海番号の最後に「C]を付与している。

平成29年度「新青丸」運航実績及び予定（案）

H29.7.25

一
般
公
開
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「よこすか」線表 
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「みらい」線表 

 

J関 ：むつ研究所

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

4

「みらい」定期検査工事

回 回

入渠 出渠

月

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

5

MR17-01　性能確認試験 MR17-02　沖大東海嶺

由良 中城 中城 回 回 中城 中城

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

6

MR17-03C　南西諸島

回 回 回 Ｊ関

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

7

MR17-04　Leg1　北太平洋、ベーリング海

J関 八戸 回 回 回

外変

月

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

8

MR17-04　Leg2　北太平洋、ベーリング海 MR17-05C　北極海　北太平洋、ベーリング海
ダッチ ダッチ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ダッチ ダッチ 回 回 回 1 2 3 4 5
ハーバー ハーバー ハーバー ハーバー

月

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

9

MR17-05C　北極海　北太平洋、ベーリング海

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 ﾉｰﾑ 回 回 回 回 回 回 回 回 回

月

　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

10

MR17-06　厚岸・十勝・日高・下北 MR17-07C　南西諸島

回 八戸 八戸 1 2 3 4 5 6 7 回 八戸 八戸 回 回 回 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

月

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

11

MR17-07C　南西諸島 MR17-08　Leg1　東インド洋熱帯域

11 12 13 14 15 16 17 18 回 那覇 那覇 回 回 回 回 回 回 回 回 1 2 回 回 3 4

外変

月

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

12

MR17-08　Leg1　東インド洋熱帯域

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1

MR17-08　Leg2　東インド洋熱帯域 MR18-01C　南西諸島

36 回 回 ジャ ジャ 回 回 回 回 回 回 回 回 回 那覇 那覇 1 2 3 4 5 6 7 8 9 回 回 回

カルタ カルタ 内変

月

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

2

回 清水

月

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

3

月

受託航海については、航海番号の最後に「C]を付与している。

平成29年度「みらい」運航実績及び予定（案）

H29.7.25

関
根
浜
一
般
公
開

シンガ
ポール

シンガ
ポール
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「かいれい」線表 
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｢かいめい｣線表 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

4

造船所対応工事 KM17-02 性能確認試験 KM17-03 相模湾、拓洋海山(BMS)

下関 下関 回 J横 J横

月

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

5

KM17-04 相模湾、鹿島沖(GPC) 機構 KM17-05 日本海溝(MCS)

通船 J横 一 J横 J横 横浜 J横

伊東 般 /住重 /横浜 J横

公 J横

月 開

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

6

KM17-05 日本海溝(MCS) KM17-06C 北海道西方沖(MCS)

小樽 小樽

通船

仙台港外

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

7 1

函館 KM17-07 日本海溝(MCS)

函館 一 函館 仙台 13 14 15 16 17

般

公

月 開

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

8

KM17-08C 南西諸島(MCS)

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 有明MP 有明MP 回 回 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

2 3 4 5 6 7 8

月

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

9

KM17-09 相模湾、拓洋海山(BMS,GPC)

14 15 回 回 回 MHI横浜 J横 1 2 3 4 5 6 7 8 J横 J横 回 回

月

　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

10

KM17-10C 沖縄トラフ(DT,ASV,ROV) KM17-11C 沖縄トラフ(AUV)

1 ① ② ③ ④ 2 3 4 5 6 7 8 9 回 回 回 J横 J横 回 回 1 2 3

月

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

11

KM17-12C 沖縄トラフ(AUV,ROV)

4 5 回 回 回 J横 J横 回 回 1 ① ② ③ 回 2 ④ ⑤ ⑥ ⑦ 回 回 回 J横

月

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

12

KM17-13 相模湾、拓洋海山(BMS) KM17-14C 拓洋第五海山(GPC,HPD)

J横 1 2 3 4 5 6 J横 J横 回 回 回 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1

KM18-01 福島沖(MCS)

回 回 回 回 J横 J横 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

月

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

2

KM18-02C 伊豆・小笠原(AUV,ASV)

J横 J横 1 2 3 4 5 6 回 J横 J横 回 回 1

月

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

3

「かいめい」年次検査工事

10 20 30 35

月

受託航海については、航海番号の最後に「C]を付与している。

平成29年度「かいめい」運航実績及び予定（案）

H29.7.25
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7.3 海洋調査船情報ポータルサイトの試作 

今回収集した資料を基にポータルサイトの試作を行った。本来のポータルサイトは、

項目をクリックすると関連機関の Web サイトの関連箇所に飛ぶように設定するが、各

サイトの情報にバラツキが有り十分にまとまっていないので本サイトでは収集したデ

ータを PDF 化して底の飛ぶような設定とした。例としてトップページと海洋研究開発

機構のページの例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 海洋調査船情報  

関連機関名 

東京大学大気海洋研究所  

海洋研究開発機構  

東京海洋大学  

神戸大学  

報告書  

トップページへ 

研究機関や大学に所属している船舶に関する

情報について、各研究機関や大学の Webサイトの

調査を行ったところ、情報にバラツキがあり、十

分にまとまっていないため、必要な情報を得るた

めには時間と労力が必要です。このため、海洋コ

ミュニティが調査研究に関係した資料を得るた

めに必要な情報を統一して発信できるポータル

サイトを作りました。 

このポータルサイトは,トップページから各機関

の名称をクリックするとポータルサイト内の各

機関ページに飛びます。 

各機関のページには各機関が所有する船舶の

名称が記載されており、その下には諸元及び観測

機器の２項目があるので必要な情報が欲しい項

目をクリックすることで簡単に情報を入手でき

ます。 

本来のポータルサイトでは、各機関の必要な

Webサイトに飛ぶように設定にするのですが、今

回は収集したデータを PDFに変換し、その情報に

飛ぶよう設定してあります。 

情報は、２０１７年８月現在の情報のため最新

情報は各機関にお問い合わせ下さい。 

 

file:///G:/chikyuuweb/aoli.html
file:///G:/chikyuuweb/jamstec.html
file:///G:/chikyuuweb/kaiyoudaigaku.html
file:///G:/chikyuuweb/koubedaigaku.html
file:///G:/chikyuuweb/pdf/zaidan/H27houkoku.pdf
file:///G:/chikyuuweb/index.html
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 海洋研究開発機構 

 

船舶名称 

「よこすか」  

o 諸元  

o 観測機器  

「かいれい」  

o 諸元  

o 観測機器  

「みらい」  

o 諸元  

o 観測機器  

｢かいめい｣  

o 諸元  

o 観測機器  

「白鳳丸」  

o 諸元  

o 観測装置  

｢新青丸｣  

o 諸元  

o 観測装置  

 トップページへ  

 

国立研究開発法人海洋研究開発機構のページ

です。 

船舶の船舶明細をお知りになりたい方は船名

の下にある諸元アイコンをクリックして下さい。 

船舶に搭載されている観測機器について知り

たい方は、観測機器のアイコンをクリックして下

さい。 

 

情報は、２０１７年８月現在の情報のため最新

情報は各機関にお問い合わせ下さい。 

 

file:///G:/chikyuuweb/yokosuka.html
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/yokosuka2.pdf
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/yokosuka3.pdf
file:///G:/chikyuuweb/kairei.html
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/kairei2.pdf
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/kairei3.pdf
file:///G:/chikyuuweb/mirai.html
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/mirai2.pdf
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/mirai3.pdf
file:///G:/chikyuuweb/kaimei.html
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/kaimei2.pdf
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/kaimei3.html
file:///G:/chikyuuweb/hakuhou.html
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/hakuhou2.pdf
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/hakuhou3
file:///G:/chikyuuweb/shinnseimaru.html
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/shinsei2.pdf
file:///G:/chikyuuweb/pdf/jam/shinsei3.pdf
file:///G:/chikyuuweb/index.html
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7.4 研究船利用公募採択率 

 

図7.4.1. 平成 19～27 年度研究船・学術研究船公募（除くみらい・白鳳丸） 

応募課題数、採択課題数と採択率 
 

 
 

図7.4.2 平成 19 年～27 年度学術研究船共同利用公募（～H24 淡青丸、H25～新青丸） 

応募課題数、採択課題数と採択 

採択率（％） 

採択率（％） 
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図 7.4.3 平成 19～27年度研究船利用公募（なつしま※～H27・よこすか・かいれい） 

応募課題数、採択課題数と採択率

採択率（％） 
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８．参考資料 

報告【「我が国の海洋科学の推進に不可欠な海洋研究船の研究航海日数の確保について」 

（日本学術会議 地球惑星科学委員会SCOR分科会, 2016）】 
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報告 

 

我が国の海洋科学の推進に不可欠な   

海洋研究船の研究航海日数の確保について 
 

 

 

 

 

 
平成２８年（２０１６年）６月９日日 本

 学 術 会 議 

地球惑星科学委員会 

ＳＣＯＲ分科会
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白山 義久 （連携会員）国立研究開発法人海洋研究開発機構理事 

張 勁 （連携会員）富山大学大学院理工学研究部教授 

新野 宏 （連携会員）東京大学大気海洋研究所教授 

花輪 公雄 （連携会員）東北大学理事 

原田 尚美 （連携会員）国立研究開発法人海洋研究開発機構地球環境観測研究開発セン 

ター長代理 

古谷 研 （連携会員）東京大学大学院農学生命科学研究科教授 

益田 晴恵 （連携会員）大阪市立大学大学院理学研究科教授 

渡邊 良朗 （連携会員）東京大学大気海洋研究所教授 

 
本報告の作成にあたり、以下の方々にご協力いただいた。 

津田 敦 東京大学大気海洋研究所所長 

木村伸吾 東京大学大学院新領域創成科学研究科教授、大気海洋研究所教授 

河野 健 国立研究開発法人海洋開発研究機構地球環境観測研究開発センター長 

 
本報告の作成にあたり、以下の職員が事務を担当した。 
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石井 康彦 参事官（審議第二担当） 

松宮 志麻 参事官（審議第二担当）付補佐 

水野 雅広 参事官（審議第二担当）付審議専門職付（平成28年３月まで） 

駒木 大助 参事官（審議第二担当）付審議専門職付（平成 28 年４月から） 
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i 

 

 

 

要 旨 

 
１ 作成の背景 

四方を海洋に囲まれた我が国にとって、気候変動に重要な役割を演ずる海洋の理解は、将来の生活環境の

信頼できる予測をするうえでも、生物資源や海底資源の確保、生態系の保全、高潮や津波などの災害対策のうえ

でも重要であり、人間活動の気候変動に及ぼす影響が顕在化しつつある今、その重要性はますます高まってい

る。 

海洋科学の推進には、大規模な国家的プロジェクトによる直面する課題の解決とともに、将来に繋がる個々の

研究者の中、長期的視野に基づく基盤研究が重要である。中、長期的 視野に立った基盤研究の推進と海洋科学

の将来を担う大学院生を始めとする若手研究者の 育成においては、多様な研究者の提案に基づく公募型研究航

海計画を、ピアレビューを経 て実現する海洋研究船の運航日数の確保が不可欠である。 

 
２ 現状および問題点 

上記のような基盤的研究に供される年間あたりの公募型研究航海運航日数は、平成 21－ 

22 年度には 1200 日以上であったが、平成 25-26 年度には 800 日程度になり、平成 28 年度 

には 500 日以下となった。運航日数の減少に伴い、例えば、新青丸（平成 24 年までは淡青丸）の公募採択率は、平成 

25 年度までは 60-80％程度であったが、26－28 年度は 36-44％ に減少した。現状は海洋科学の基盤研究の推

進と海洋科学の将来を担う大学院生や若手研究者の育成に不可欠な海洋研究船の公募型研究航海運航日数

が著しく不足している。加えて、学術研究船「白鳳丸」および海洋地球研究船「みらい」の老朽化が進んでおり、

その代船建造も重要な課題となっている。 

 
３ 報 告 

上記のように、我が国の研究船をめぐる問題では、全国共同利用に供する公募型研究航海運航日数の減少

と大型研究船の老朽化が大きな問題となっているが、本報告ではより喫緊の課題として公募型研究航海運航日

数の減少に関する報告を行う。海洋研究開発機構が運航し、全国共同利用研究航海を実施している学術研究船

「白鳳丸」と「新青丸」の運航日数を確保すると共に、同機構が運航し、研究船利用の公募型研究航海に提供し

ているその他の海洋研究船についても運航日数の確保を実現するための対策を講ずる必要があることを報告

する。 
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１ はじめに 

四方を海に囲まれた我が国にとって、気候変動に重要な役割を演ずる海洋の理解は、将来の生活環境につい

て信頼できる予測をするうえでも、生物資源や海底資源の持続的利用、生態系の保全、高潮や津波などの災害対策

のうえでも重要である。海洋における諸現象は物理・化学・生物・地学などの基礎的過程が複雑に相互作用をし

て生起しており、総合的なシステムとして捉えるアプローチが必要である。複雑な海洋システムの理解を進める

ためには多様なバックグラウンドを持つ研究者が自発的な興味に基づき、個別の基礎的過程の解明を行う地道

な努力の積み重ねが不可欠であり、そのような努力の中から将来のブレークスルーに繋がる研究成果が生まれ

てくる。 

海洋の先駆的研究を行ううえでは、海洋研究船に加えて、衛星観測、生物・化学センサーを搭載した係留系・

フロート観測、数値モデルが欠くことのできない要素となっているが、衛星を含むセンサー観測によって得られ

るのは、水温・塩分、溶存酸素濃度、栄養塩濃度、植物色素量などごく限られたパラメータである。物理・化学・

生物・地学などの基礎過程が複合的プロセスを形成する海洋における現象の解明、新しいプロセスの発見、有

用生物・遺伝子の発見には、多様な研究者が混乗し大型機器を搭載できる大型の海洋研究船が大きな役割を

果たしてきた。さらに、センサー群の設置・回収および検証においても海洋研究船は欠かすことのできない存

在である。 

とりわけ重要な役割を演じてきたのは学術研究船「白鳳丸」、「新青丸」、深海潜水調査船支援母船「よこすか」、海洋地球研究船

「みらい」、深海調査研究船「かいれい」、海底広域研究船「かいめい」などに代表される海洋研究船による多様な背景を持

った研究者による公募型研究航海である。しかしながら、ここ数年、運営費交付金の削減、SIP(戦略的イノベーシ

ョン創造プログラム)等の大規模な国家プロジェクトに伴うトップダウン型受託航海運航需要の増大、燃油代変動、

消費税率の上昇等により一般公募に供される航海日数は半減しており、海洋環境の基盤的モニタリングおよび調査に

より海洋科学の発展に貢献し、海洋教育の機会を提供する機能が大幅に損なわれている。これらの機能の維持発

展のためには、基盤的研究に貢献する公募型研究航海運航日数を確保することが急務であるとの結論に達し

た。 
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２ 海洋をとりまく状況 

我が国は、陸地の面積は世界で 60 位と小さいが、四方を海に囲まれ、領海と排他的経済水域を合わせた面積は世

界で６位に位置する海洋国である。陸域面積に乏しい我が国は、食料資源、生物遺伝子資源、鉱物資源、エネル

ギー資源の多くを海洋や海底に求めなければならず、これら資源の持続的な利活用のためには海洋環境を保全する

責務も負っている。一方、海洋国であるがゆえに、近年の気候変動に伴う海面上昇や台風に伴う高潮、大規模地

震に伴う津波などの海洋に関連する災害対策や二酸化炭素吸収に伴う海洋酸性化などの環境変動への対応も

適切に行うことが我が国の発展のために不可欠である。今後、我が国が経済活動を維持し先進国として今世紀

を乗り切るには、これらの課題解決なしにはあり得ず、そのための海洋研究の発展はまさに生命線とも言える。 

また、気候変動に伴う災害対策、海洋酸性化対策は我が国だけの課題ではなく、広く国際社会の持続的発展

にとって欠かせない課題である。海洋生態系から受ける恩恵を維持するため、昨今では、国家管轄圏外におけ

る生物多様性管理が国際的な議論の俎上に載せられている。このような状況下で、海洋に関する豊富かつ正

確な科学的知見は、海洋国たる我が国が当然有するべきものである。とりわけ我が国が面する太平洋は、世

界で最も大きな海洋であり、生物多様性が高く、海流、海底地形は複雑であり、地理学的多様性にも富んでいる。

しかしながら太平洋に面する先進国は限られており、その実態をモニタリングし、研究し、利用と保護の視点か

ら国際イニシアティブをとることは、我が国の責務でもある。 
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３ 社会的背景 

海洋基本法が平成 19 年７月に施行され、それを実行するための海洋基本計画が平成 20 

年４月に閣議決定された。海洋基本計画は５年後の見直し期間を経て平成 25 年４月に新たに策定されており、

総合的かつ計画的に講ずべき施策として、海洋循環や生態系にかかわる調査研究が強化されたところである。 

また、例えば平成 27 年７月 20 日の第 20 回「海の日」特別行事総合開会式における安倍内閣総理大臣スピーチで

明言されているように、海洋教育の充実に基づく、専門的人材と幅広い知識を有する人材の育成が急務であり、

大学を中心とする人材育成に強い期待が集まっている。 

国際的にみても、平成 27 年４月に G７各国の科学アカデミーは共同声明として「海洋の未来：人間の活動が海洋シ

ステムに及ぼす影響」を具体的な研究テーマとしてあげており、二酸化炭素の排出抑制、海洋汚染の防止、水産物の

持続的利用などと並んで「国際科学協力の推進による海洋変化とその影響の予測・管理・緩和」が提起されてい

る。そのような声明を受けて G７エルマウ・サミット（平成 27 年６月）においても首脳宣言として海洋の保護が盛り

込まれるに至っている。 

つまり、海洋研究の促進は、国内だけでなく国際的に履行が約束された公約であると同時に、海底鉱物資源、

生物遺伝子資源の確保や食糧安全保障の観点から、我が国の海洋権益の確保に関連する国策に沿った重要

事項と言える。そして、そのような課題解決のためには、海洋学全般の基盤となる現場観測の充実と、それを活

用した人材の育成が必要である。 
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４ 研究船の重要性 

平成 25 年４月に策定された海洋基本計画は、国連海洋法条約に基づき、海洋に関する科学的知見の充実や海洋教

育・人材育成の重要性を謳っている。海洋科学は、物理・化学・生物・地学などの諸過程が複雑に相互作用をし

て生起する現象に関わる総合的なシステム科学であるが、その理解のためには個々の基礎過程の理解と統合

が必要である。これらの基礎過程および総合的なシステムの理解には、船舶による総合的な現場観測を基盤と

した基礎研究及び中長期的視点に立った研究開発の推進が必須である。そして、近代における自然科学の発

展の歴史が示すとおり、個々の研究者の自由な発想に基づく提案とそのピアレビューによる審査が科学の発

展と質の保証において本質的に重要な役割を演じている。このようなボトムアップ型の海洋研究を実現するうえ

で、重要な手段となっているのが一般公募による研究航海である。 

このような研究航海公募のうち主要なものは、東京大学大気海洋研究所（以下、大気海洋研）が共同利用・共

同研究拠点として実施している共同利用公募と、海洋研究開発機構 

（以下、海洋機構）が実施している研究船利用公募である。前者には、学術研究船「白鳳丸」および「新青丸」が供さ

れており、後者には、海洋調査船「なつしま」、深海潜水調査船支援母船「よこすか」、海洋地球研究船「みらい」、深海調査研究船「か

いれい」、また例外的に海洋調査船「かいよう」が供されてきた。 

我が国の共同利用による海洋研究船の歴史は、昭和 37 年に設立された東京大学海洋研究所（以下、海洋

研；現大気海洋研究所の前身）に遡る。海洋研は昭和 33 年１月の日本海洋学会と日本水産学会による日本学術会

議への建議、同年４月の日本学術会議の議決、同年５月の日本学術会議会長から科学技術庁長官への要望書

等を経て、大型および小型の研究船を保有する東京大学附置の共同利用研究所として設立された。日本学術

会議では海洋科学研究連絡委員会（当時）を通じて東京大学海洋研究所の整備と発展を図り、その後、海洋科

学研究連絡委員会の役割が地球惑星科学委員会 SCOR 分科会に引き継がれ現在に至っている。 

昭和 38 年には「淡青丸」、昭和 42 年には「白鳳丸」、昭和 57 年には２代目「淡青丸」、 

平成元年には２代目「白鳳丸」が竣工し、平成 21 年度までに「淡青丸」は 1066 航海 8637 日、「白鳳丸」は 123 航海 9493 

日の共同利用研究航海を全国の研究者に提供してきた。その後、平成 16 年４月には、「淡青丸」・「白鳳丸」は海洋機構へ移管

され、平成 25 年に「淡青丸」は老朽化のため退役し、東北地方太平洋沖地震（平成 23 年）の生態系への影響調査研

究に必要な後継船として「新青丸」が建造された。これら学術研究船による研究航海は一部の例外を除いて、原

則としてすべての航海を公募に基づく航海計画で実施してきた。公募から航海実施までの流れは図１に示すと

おりである。基本的には大気海洋研究所研究船共同利用運営委員会（過半数が学外委員）が、公募の実施、審査、

採択および観測機器、観測技術員の提供を行い、海洋機構が船舶の運航および観測に関わる許可申請業務を行

っている。 
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図１ 学術研究船における公募から実施までのプロセス 

（出典）東京大学大気海洋研究所ホームページ 

 

一方、平成８年には、原子力船「むつ」（昭和 44 年進水）を改造した海洋地球研究船「みらい」が竣工し、海洋機構に

引き渡された。これは海洋開発審議会第４号答申「我が国の海洋調査研究の推進方策について」（平成５年 12 月）

において示された、４つの重点基盤研究テ-マ（熱循環の解明、物質循環の解明、海洋生態系の解明、海洋底ダイナ

ミクスの解明）を実施するためで、平成 10 年からこれら４つの重点基盤研究テーマについての公募 

（「みらい」公募）による研究航海が開始された。例えば、平成 10 年から平成 26 年までの 

間に「みらい」は 93 航海約 4000 日の公募航海を実施している。さらに平成 13 年からは、海洋機構が所有する「なつしま」、

「よこすか」、「かいれい」（および「かいよう」）についても、シップタイムの一部を公募型研究航海（深海研究計画公募）に供

することとなった。これら２つの公募システムは平成 20 年に統合され、平成 21 年以降は「研究船利用公募」として

一元化された。 

その後、「なつしま」「かいよう」は老朽のため平成 27 年度に引退し、平成 28 年には海底広域研究船「かいめい」の引

き渡しが予定されている。また、学術研究船「白鳳丸」）および海洋地球研究船「みらい」も老朽化しており、代船の建

造が重要な課題となっていることを付記しておきたい(表１参照)。 

これら学術研究船およびその他の研究船による公募型研究航海を通じて、様々な研究分野を網羅して、世界

的な研究成果が達成されている。例えば「みらい」は大型であり多数の研究者と分析機器を搭載可能という能力

を活かし、熱塩循環の弱化を示唆する海洋深層における水温上昇の発見、海洋の二酸化炭素吸収率の定量化、

夏期北極海における海洋変動などの成果を上げている。また、「なつしま」「よこすか」「かいれい」では、地球における

新たな生態系である深海化学合成生態系の発見・研究を日本周辺のみならず世界的にくり広げ、生命起源・進

化・生物地理・地球外生命といった生物学の根幹に迫る成果を上げている。 

「白鳳丸」は 10,000m 以深の水温・塩分観測の成功、ニホンウナギの産卵場発見や幼生の輸送環境と東アジア地域

への資源加入機構の解明、また、我が国で唯一クリーン採水・処 
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理設備を持つ船舶として、海洋中の微量金属の分布の解明と北部太平洋における鉄散布実験の成功など多くの

成果を刻むとともに、国際プロジェクトである、JGOFS,SOLAS,IMBER, GEOTRACES, IODP, InterRidge などに

我が国のフラッグシップとして貢献してきた。さらに、欧米諸国のアクセスしにくいインド洋を広く受け持って観測航

海を行っており、1993 年にインド洋で初の海底熱水活動の兆候を捉えたことを皮切りに、20 年にわたり熱水生態

系、熱水化学、海洋への影響、循環系を支える地質構造についての観測研究を展開してきた。一方、「新青丸」は、

東日本大震災後の東北沖の海洋環境変動の解明などめざましい成果を上げており、500 年に一度と言われる震災後の生

態系変化の記録を正確に残すと共に、生産性の高い東北沖の海洋構造の解明に寄与し、産業の持続的発展に寄与

している。 

教育を主なミッションとした船舶としては、水産学部および旧水産学部を有する大学が保有する練習船がある。

練習船は主に学部学生を対象とした実習航海および船員養成が本務である。これに対して上述したような研究

船は実習航海を主務とはしていない。一方、研究船は大学院生を研究者として扱い、計画立案、他の研究者および船

員との調整、採集・データ取得、データ解析、発表、他研究者との議論に参加させることによって、実習航海では

得られないより高度な教育機会を提供しており、学習から研究への橋渡しを行っている。特筆すべきは、これら

の教育機会が個々の大学の教育プログラムではなく、多くの大学・研究機関が参画する共同利用の中で実現す

るため、個々の大学ではできない規模と学際性を持った教育機会となっていることである。 

昭和 38 年の初代「淡青丸」就航以来、学術研究船において実地教育を受けた大学院学生が、優れた研究者や教員とな

り、上述のような成果をあげ、我が国の海洋学のレベルを世界有数のものたらしめている。そして後進を指導し、

次代のリーダーを育てるという重大な役割も果たしている。我が国の著名な海洋学者の多くが、学生時代また

はポスドク時代に学術研究船においてレベルの高い教育や研究指導を受け、それを次の世代に確実に伝えて

いくことによって、我が国の海洋研究の確固とした基盤を維持してきた事実を忘れてはならない。 
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５ 公募型研究航海運航日数の変遷 

しかし、現在、学術研究船をはじめ各研究船の運航日数は大きく減ってきている(図２)。基盤的研究を行う公募型研究航海

運航日数を合計すると、平成 21－22 年度には年間 1200 日以上であったが、平成 25-26 年度には 800 日程度に

なり、平成 28 年度には 500 日以下となった。各研究船の運航日数は、学術研究船の場合、海洋機構への移管当初（平

成 16 年度）年間 285 日前後であったが、平成 26 年度は「白鳳丸」については 209 日、「新青丸」では 186 日に減少し、平

成 27 年には更に減少して、それぞれ 157 日、176 日と移管前さえも下回っている。他の海洋研究船に関しても同様

の状況にあり、学術研究船以外でも共同利用に供される運航日数は平成 27 年度では平成 21 年度に比してほぼ

半減、平成 28 年度の公募型研究航海運航日数は、「よこすか」、「かいれい」を合わせて 50 日程度、「みらい」では 100 日程度

と予定されており、更に壊滅的状況にある。 

こうした運航日数の減少により、研究航海公募の採択率についても減少傾向にあり、淡青丸・新青丸の公募

採択率は、平成 25 年度までは 60〜80％程度であったが、平成 26－28 年度は 36-44％となった（図３）。近年の淡

青丸・新青丸の採択率は科研費の採択率と同程度であるが、研究航海公募の場合には代替措置がなく、公募の不

採択は研究の断念につながり、研究の萎縮やコミュニティーの縮小につながりかねない事態である。 

海洋研究船の公募型研究航海運航日数の大幅な減少の要因には、運営費交付金の削減、トップダウン型受

託航海運航需要の増大、燃油代の変動等があるが、これら海洋研究船を運航する海洋機構の運営費交付金が

平成 21 年度に約 457 億円あったものが、平成 27 年度に は 377 億 円 に 減 少 し た こ と が 大 き い 

（ 海 洋 機 構 Web ペ ー ジ 

http://www.jamstec.go.jp/j/about/suii/より）。原油価格は、平成 20 年のリーマンショック後、平成 10 年以前

の水準に近い１バレル当たり約 40 ドルになったが、その後、徐々に上昇し、平成 23 年頃には１バレル当たり 

110 ドルを超え、その後、平成 26 年まで約 100 ドル程度の価格で推移している（戒能、2015、RITEI Discussion 

Paper Series 15-J-039）。平成 27 年には再び下落して

いるが、運営費交付金の大幅な減少、SIP(戦略的イノベーション創造プログラム)等の大規模な国家プロジェクト

に伴うトップダウン型受託航海運航需要の増大と相まって、公募型研究航海運航日数の削減と経済速力（燃料

節約のため減速する）での運航が常態化しているのである。 

http://www.jamstec.go.jp/j/about/suii/%E3%82%88%E3%82%8A
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図２ 公募型研究航海運航日数の変遷 

（出典）平成 27 年「海洋研究開発機構海洋工学センター運航管理部資料」より

作成 

横軸は年度、縦軸は運航日数。研究船等とは「なつしま」「かいよう」「よこすか」「みらい」「かいれい」のうち一

般公募航海に供された日数。学術研究船とは「白鳳丸」、「淡青丸」（平成 24 年度まで）、「新青丸」（平成 25 年度以

降）の航海日数。平成 27 年度運航日数は見込み。平成 28 年度運航日数は予定。 
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図３ 学術研究船淡青丸・新青丸の共同利用応募件数、採択件数、採択率 

（出典）平成 21-27 年度東京大学大気海洋研究所協議会資料より作成平成 

21-24 年度は淡青丸 平成 25-28 年度は新青丸 
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６ 報告 

海洋を取り巻く様々な問題への科学的解明の緊急性はますます高まりつつあり、以前にも増して海洋研究船

運航に対する社会や研究者コミュニティーからのニーズは高まっている。しかし、現状の航海日数では海洋研

究者によるボトムアップの研究航海提案が実現する可能性は低下する一方である。このままでは、基盤的・挑

戦的な研究が展開できなくなり我が国の沿岸・外洋における海洋研究の停滞をもたらすとともに、地球環境変化

のモニタリング能力の低下につながり、地球環境科学における我が国の国際イニシアティブを失いかねない。

なかでも、共同利用による学術研究船の運航は大学院学生の教育を担っており、これまでにも多くの学生が研

究者・海洋技術者として巣立ち、大学だけでなく水産総合研究センターや海洋機構などの国立研究開発法人、

地方公共団体の試験研究機関、海洋開発調査企業などで活躍している。公募型研究航海運航日数の大幅な減

少は、これからの海洋国家を支える人材育成を大きく妨げる要因になると危惧する。 

さらに、排他的経済水域(EEZ)における海洋権益確保の重要性が叫ばれるようになった現在、研究活動を通

じた EEZ 内の生物・鉱物資源の現状を把握と、それにかかわるプロセスを解明することは喫緊の社会的責務とも

言える。また、気候変動に対応するため、地球環境変動のモニタリング、生物多様性維持機構の解明とその保

全にかかわる提言、および持続可能な国際的海洋生物資源の利用可能性の将来変動予測は我が国のみなら

ず人間社会全体にとって重要な研究課題である。東南アジアや島嶼国との共同観測、技術の指導・教育も含め

た研究プロジェクトの立案もアジア地区の牽引役たるべき我が国にとって重要な責務である。これまで、一般公

募にもとづく海洋研究船による研究航海は、そのための主要な役割を担ってきた。その継続・発展は次世代の

人材育成を含め我が国の担うべき重要な国際貢献である。 

以上の状況に鑑み、海洋機構が運航し、共同利用研究航海を実施している学術研究船「白鳳丸」と「新青丸」の運航日数

を確保すると共に、同機構が運航し、公募航海に提供しているすべての海洋研究船（図 2 の説明文参照）の運航

日数の確保が急務である。本来、船舶は定期検査期間（約 30－40 日）を除く期間が運用可能であるが、船員や機

材の入れ替え搭載機器のメンテナスを考慮すると 280 日前後が運用の上限である。しかし近年、SIP(戦略的イノ

ベーション創造プログラム)等のトップダウン型受託航海の需要も増していることから、これら受託航海の日数

を別にすると、学術研究船で 200 日、その他の海洋研究船で 150 日の公募型研究航海運航日数を確保することが

日本の海洋科学にとって望ましい姿であることをここに報告し、事態の打開に向けた早急な施策を切望するもの

である。 
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表 1．共同利用に供されてきた海洋研究船(すでに退役した船舶も含む。) 

 船名＊
 トン数 竣工年 退役年 備考 

 
 
学術研究船 

白鳳丸（初代）  1967 1988  

白鳳丸（2 代目） 3991 1989   

淡青丸（初代） 258 1963 1982  

淡青丸（2 代目） 470 1982 2012  

新青丸 1629 2013   

 
海洋調査船 

なつしま 1738 1981 2015  

 
かいよう 

2849（竣工時） 

3385（改修後） 

 
1985 

 
2015 

 

深海潜水調査船

支援母船 

 
よこすか 

 
4439 

 
1990 

  

 
海洋地球研究船 

 
みらい 

 
8687 

 
1997 

 「むつ」の改造

船 

深海調査研究船 かいれい 4628 1997   

海洋調査船 かいめい 5500 2016   

＊現役船をゴチック体で示す。 

（出典）東京大学大気海洋研究所、海洋研究開発機構の資料を基に、SCOR     分科会で取り纏めたもの 
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＜参考資料 1＞ 審議経過 

 
平成 27 年 

8 月 27 日 第 23 期 日本学術会議地球惑星科学委員会ＳＣＯＲ分科会(第２回)報告作成を

審議し、担当者を選定 

 
平成 28 年 

１月 26 日 第 23 期 日本学術会議地球惑星科学委員会ＳＣＯＲ分科会(第３回)報告原案を

了承 

 
２月 27 日 第 23 期 日本学術会議地球惑星科学委員会（第６回）メール審

議において報告案を承認 

 
５月 20 日 日本学術会議幹事会（第 229 回） 

報告「我が国の海洋科学の推進に不可欠な海洋研究船の研究航海日数の確保につ

いて」の承認 

 


